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石
橋
湛
山
内
閣
の
成
立
と
米
国
政
府
の
対
応

増　
　
　

田　
　
　
　
　

弘

は
じ
め
に

　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
二
月
一
四
日
に
実
施
さ
れ
た
自
民
党
初
の
総
裁
選
挙
に
お
い
て
、
石
橋
湛
山
通
産
大
臣
は
本
命
視

さ
れ
て
い
た
岸
信
介
党
幹
事
長
に
対
し
て
劇
的
な
逆
転
勝
利
を
収
め
た
。
し
か
し
わ
ず
か
七
票
差
と
い
う
薄
氷
を
踏
む
勝
利
は
、
党

内
最
大
勢
力
を
誇
る
岸
派
の
反
発
ば
か
り
か
、
恩
賞
人
事
を
め
ぐ
る
大
野
（
伴
睦
）
派
や
石
井
（
光
次
郎
）
派
ら
の
不
満
と
抵
抗
も

生
み
、
党
内
情
勢
を
一
段
と
混
迷
化
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
に
石
橋
内
閣
の
発
足
は
総
裁
選
勝
利
か
ら
九
日
間
を
経
た
同
月
二
三
日
に

成
就
す
る
と
の
異
常
事
態
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に

第
一
期　

自
民
党
総
裁
選
挙
直
前
ま
で

第
二
段
階　

自
民
党
総
裁
選
か
ら
首
相
就
任
ま
で

第
三
段
階　

石
橋
内
閣
誕
生
か
ら
石
橋
内
閣
退
陣
ま
で

お
わ
り
に
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一
方
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight Eisenhow

er

）
米
政
権
は
早
い
時
期
か
ら
岸
を
ポ
ス
ト
鳩
山
一
郎
総
理
大
臣
の
最
有
力
候

補
と
認
定
し
、
東
京
の
米
大
使
館
員
が
岸
と
頻
繁
に
接
触
を
深
め
て
い
た
。
こ
れ
に
比
較
し
て
鳩
山
内
閣
期
の
石
橋
通
産
相
に
つ
い

て
は
、
米
国
が
敵
視
す
る
中
国
と
の
経
済
貿
易
拡
大
を
推
進
す
る
要
注
意
人
物
と
捉
え
、
警
戒
し
て
い
た
。
石
橋
自
身
も
米
大
使
館

員
と
個
人
的
に
接
触
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
米
国
政
府
は
、
こ
の
石
橋
勝
利
と
い
う
不
測
の
事
態
に
困
惑
し
、

今
後
、
石
橋
新
政
権
が
一
体
ど
の
よ
う
な
外
交
方
針
を
展
開
す
る
の
か
、
と
り
わ
け
親
米
政
策
を
持
続
す
る
の
か
否
か
、
あ
る
い
は

中
国
と
の
国
交
正
常
化
を
進
め
る
の
か
否
か
な
ど
、
多
大
な
懸
念
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
米
国
政
府
は
急
遽
〝
石
橋

訪
米
〟
と
い
う
計
画
に
着
手
す
る
。
日
本
の
最
高
首
脳
を
〝
公
式
〟
に
招
待
す
る
の
は
、
戦
後
日
米
関
係
史
上
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

米
国
政
府
は
石
橋
を
ワ
シ
ン
ト
ン
で
説
得
し
、
石
橋
新
政
権
を
し
て
親
米
路
線
を
担
保
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
事
態
は
急
変
す
る
。
石
橋
自
身
が
強
行
日
程
を
重
ね
る
過
程
で
、
翌
五
七
年
一
月
二
五
日
に
脳
梗
塞
を
発
病
し
、
急
転

直
下
、
石
橋
内
閣
は
わ
ず
か
六
三
日
で
総
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
岸
が
首
相
臨
時
代
理
を
経
て
、
二
月

二
五
日
に
は
正
式
に
第
五
六
代
首
相
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
新
た
な
政
局
を
米
国
政
府
が
歓
迎
か
つ
安
堵
し
た
こ
と
は

想
像
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
信
任
を
背
景
と
す
る
岸
内
閣
は
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
へ
と
邁
進
し
、
一
九
六
〇

（
昭
和
三
五
）
年
一
月
一
九
日
に
「
新
日
米
安
保
条
約
」
な
ら
び
に
「
日
米
地
位
協
定
」
を
調
印
す
る
。
し
か
し
国
会
批
准
に
至
る

六
月
ま
で
、
国
内
は
未
曾
有
の
政
治
闘
争
、
い
わ
ゆ
る
〝
安
保
騒
動
〟
に
見
舞
わ
れ
て
、
岸
首
相
は
退
陣
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
も
し
石
橋
内
閣
が
短
期
政
権
に
終
わ
ら
ず
に
、
二
年
ほ
ど
持
続
で
き
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
岸
内
閣
の
成
立
が
回
避
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
も
石
橋
は
「
安
保
改
定
は
時
期
尚
早
で
あ
る
」
と
再
三
論
じ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
日
本
国
内
を
騒
乱
へ

と
巻
き
込
む
危
局
を
回
避
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
安
全
保
障
を
含
む
日
米
関
係
も
異
な
る
様
相
を
呈
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
中
期
に
お
け
る
石
橋
か
ら
岸
へ
の
政
権
移
譲
は
、
単
な
る
一
つ
の
政
権
交
替
劇
と
い
う
狭
い
意

味
に
止
ま
ら
ず
、
戦
後
日
米
関
係
の
方
向
性
を
左
右
す
る
歴
史
的
転
回
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
従
来
の
石
橋
・
岸
の
政
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権
交
替
に
関
す
る
研
究
は
、
国
内
の
政
治
力
学
の
視
座
か
ら
論
考
さ
れ
て
お
り
、
米
国
側
の
政
府
文
書
を
使
用
し
た
論
文
は
管
見
の

限
り
存
在
し
な
い（（
（

。
こ
の
時
期
は
占
領
体
制
の
終
結
か
ら
五
年
前
後
に
す
ぎ
ず
、
依
然
と
し
て
米
国
は
日
本
の
政
治
・
外
交
上
に
絶

大
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
米
国
政
府
側
の
意
向
は
見
逃
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
東
京
の
駐
日
米
国
大
使
館
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
務
省
本
省
間
の
交
信
記
録
に
焦
点
を
当
て
、
ま
た
『
米
国

の
外
交
関
係
』（Foreign Relations of the U

nited States 1955-1957, V
ol. X

お
よ
びX

X
III

、
以
下
、FR

）
や
中
央
情
報
局
（
Ｃ

Ｉ
Ａ
）
文
書
も
一
部
用
い
て
、
当
時
、
米
国
政
府
が
ど
の
よ
う
に
政
治
家
石
橋
湛
山
の
動
向
を
認
識
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
石
橋
新

内
閣
の
誕
生
を
認
識
し
て
い
た
の
か
を
解
析
す
る（（
（

。
そ
の
際
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
初
頭
か
ら
同
年
末
の
自
民
党
総
裁
選
挙

前
ま
で
を
第
一
期
、
総
裁
選
挙
か
ら
石
橋
首
相
の
誕
生
ま
で
を
第
二
期
、
首
相
就
任
後
か
ら
首
相
辞
任
直
後
ま
で
を
第
三
期
と
区
分

し
て
各
時
期
を
考
察
し
、
従
来
の
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
期　

自
民
党
総
裁
選
挙
直
前
ま
で

　

鳩
山
内
閣
の
成
立
以
来
、
米
国
政
府
は
日
中
経
済
貿
易
関
係
の
進
捗
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
そ
の
中
で
石
橋
通
産
相
率
い
る
通
産

省
の
動
向
に
留
意
し
て
い
た
。
同
時
に
鳩
山
「
自
由
民
主
党
」（
以
下
、
自
民
党
）
総
裁
の
退
任
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
次
期
総
裁
に

一
体
誰
が
選
出
さ
れ
る
か
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
で
は
東
京
の
米
大
使
館
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
省
は
、
上
記
の
二
つ
の
問

題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　

⑴　

日
中
貿
易
関
係
と
石
橋
通
産
相

　

そ
も
そ
も
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
二
月
一
〇
日
に
成
立
し
た
鳩
山
内
閣
は
、〝
米
国
一
辺
倒
〟
の
吉
田
（
茂
）
外
交
を
是
正
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す
る
こ
と
を
一
大
目
標
と
し
、
ソ
連
や
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
中
国
）
な
ど
共
産
主
義
陣
営
と
の
関
係
改
善
を
掲
げ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
指
針
が
東
西
冷
戦
体
制
下
、
反
共
主
義
を
貫
く
米
国
政
府
の
対
日
警
戒
心
を
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
ダ
レ
ス
（John 

F. D
ulles

）
国
務
長
官
以
下
の
国
務
省
当
局
は
、
日
本
が
〝
中
立
化
〟
へ
と
進
む
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
た
。
一
方
、
鳩
山

率
い
る
与
党
「
日
本
民
主
党
」
は
、
翌
五
五
年
二
月
の
総
選
挙
で
一
八
五
議
席
を
得
て
、
一
一
四
議
席
の
吉
田
「
自
由
党
」
と
の
立

場
を
逆
転
さ
せ
、
三
月
一
九
日
、
第
二
次
鳩
山
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
総
選
挙
で
躍
進
し
た
左
右
両
派
社
会
党
が
一

〇
月
に
再
統
一
す
る
と
、
紆
余
曲
折
の
末
、
民
主
党
と
自
由
党
は
一
一
月
一
五
日
に
保
守
合
同
し
、
衆
議
院
二
九
九
名
、
参
議
院
一

一
八
名
と
い
う
巨
大
な
自
民
党
を
誕
生
さ
せ
た
。
こ
こ
に
政
治
的
に
安
定
し
た
〝
五
五
年
体
制
〟
が
成
立
し
、
同
月
二
二
日
に
は
第

三
次
鳩
山
内
閣
が
発
足
す
る
。

　

こ
の
間
、
石
橋
は
三
度
通
産
相
と
い
う
閣
僚
地
位
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
三
木
武
吉
総
務
会
長
、
河
野
一
郎
農
林
相
、
岸
幹
事
長

ら
の
政
権
主
流
か
ら
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
た
。
そ
の
契
機
は
石
橋
が
宿
望
し
た
蔵
相
の
地
位
を
前
日
銀
総
裁
一
万
田
尚
登
に
奪

わ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
米
国
側
や
国
内
の
経
済
界
主
流
が
石
橋
を
〝
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ス
ト
〟
と
見
な
し
て
、
そ
の
蔵
相
就
任

を
忌
避
し
た
と
の
理
由
ば
か
り
で
な
く
、
一
万
田
の
政
治
資
金
力
に
主
流
派
が
期
待
を
寄
せ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
石
橋

は
日
中
貿
易
の
促
進
に
全
力
を
投
入
し
た
。
石
橋
の
日
中
貿
易
促
進
論
の
趣
旨
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
中
国
は
戦
前
か
ら
日
本
の
原
材
料
の
供
給
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
製
品
の
有
力
市
場
で
あ
り
、
今
後
も
日
中
経
済

関
係
の
緊
密
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
第
二
に
、
と
こ
ろ
が
〝
東
西
冷
戦
〟
が
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
た
め
、
そ
の
早
期
終
結
を
希
望
す

る
と
と
も
に
、
両
国
間
の
経
済
・
文
化
上
の
交
流
の
回
復
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
に
、
日
中
貿
易
の
増
進
は
、
日
本
が
政
治
的
、
思

想
的
に
共
産
主
義
陣
営
と
同
調
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
第
四
に
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
南
米
な
ど
の
実
情
は
日
本
の
資
源
の
供
給

な
ら
び
に
製
品
の
輸
出
市
場
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
西
欧
諸
国
か
ら
ガ
ッ
ト
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
三
五
条
援
用
と
い
う
差
別
待
遇
ば
か
り
か
、

米
国
か
ら
日
本
商
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
受
け
る
現
況
で
は
、
や
は
り
対
中
貿
易
の
拡
大
を
意
図
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
五
に
、
た
だ
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し
中
国
は
相
互
の
立
場
を
理
解
し
、
日
本
を
共
産
化
す
る
た
め
に
経
済
・
文
化
交
流
を
利
用
す
べ
き
で
は
な
い（（
（

。

　

上
記
の
よ
う
な
基
本
的
立
場
か
ら
、
石
橋
通
産
相
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
三
月
二
八
日
に
来
日
し
た
雷
任
民
団
長
以
下
の

中
国
貿
易
使
節
団
と
「
第
三
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
」
を
め
ぐ
る
交
渉
を
裏
面
か
ら
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
米
国
側
が
こ
の
日
中

交
渉
に
留
意
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
詳
細
は
拙
稿
「
第
三
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応（（
（

」
に
譲
る
が
、
ア

リ
ソ
ン
（John A

lison

）
米
大
使
以
下
の
大
使
館
員
が
五
月
四
日
の
調
印
に
至
る
一
カ
月
余
の
動
向
を
克
明
に
分
析
し
、
ダ
レ
ス
長

官
へ
逐
次
報
告
し
て
い
た
。
ま
た
前
後
し
て
米
対
外
活
動
本
部
（
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
の
ス
タ
ッ
セ
ン
（H

arold E. Stassen

）
長
官
が
来
日
し
、

鳩
山
首
相
、
重
光
葵
外
相
、
高
碕
達
之
助
経
済
審
議
庁
（
の
ち
経
済
企
画
庁
）
長
官
、
そ
し
て
石
橋
と
も
相
次
い
で
会
見
し
、
日
中

貿
易
に
「
余
り
深
入
り
し
な
い
よ
う
に
」
と
〝
忠
告
〟
し
て
帰
国
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
鳩
山
政
権
と
し
て
は
、
対
中
貿
易
に
つ
い
て
米

国
側
に
コ
コ
ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
お
よ
び
チ
ン
コ
ム
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｍ（

（
（

）
に
基
づ
く
規
制
緩
和
を
要
請
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
現

状
を
了
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
態
度
に
止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
中
貿
易
促
進
論
を
唱
え
る
石
橋
で
さ
え
、「
中
共
貿
易
は

進
め
る
が
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
問
題
が
あ
る
か
ら
、
余
り
多
く
を
期
待
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
」
と
の
慎
重
論
を
口
に
す
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
三
月
二
七
日
、
四
月
一
三
日
）。

　

結
局
米
大
使
館
の
カ
ー
（Peyton K

err

）
一
等
書
記
官
は
、
五
月
三
一
日
付
の
本
省
宛
の
長
文
報
告
書
（
主
題
「
中
国
貿
易
使
節

団
訪
日
の
結
果
」）
の
中
で
、
中
国
側
は
自
国
へ
の
厳
重
な
貿
易
統
制
を
緩
和
さ
せ
、
日
本
政
府
を
中
国
承
認
の
方
向
へ
と
踏
み
出
さ

せ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
と
い
う
二
つ
の
政
治
目
的
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
失
敗
し
た
、
と
の
結
論
を
下
し
た（（
（

。

　

し
か
し
日
本
政
府
は
、
以
後
も
執
拗
に
米
国
側
に
対
し
て
コ
コ
ム
・
チ
ン
コ
ム
に
お
け
る
対
中
貿
易
の
統
制
緩
和
の
た
め
に
努
力

を
重
ね
た
こ
と
が
、
国
務
省
の
文
書
か
ら
浮
か
び
上
が
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
月
五
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の

駐
米
大
使
館
の
島
（
重
信
）
公
使
が
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（H

ow
ard P. Jones

）
経
済
担
当
国
務
次
官
補
と
会
見
し
、
コ
コ
ム
と
チ
ン
コ
ム

と
の
格
差
を
問
題
視
し
た
上
で
、
チ
ン
コ
ム
規
制
に
該
当
す
る
一
一
品
目
を
例
外
と
し
て
認
め
る
こ
と
、
今
や
イ
ギ
リ
ス
も
対
中
貿
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易
の
緩
和
に
乗
出
し
て
い
る
こ
と
に
論
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
チ
ン
コ
ム
に
コ
コ
ム
以
上
の
厳
し
い
段
差
を
設

け
る
意
義
を
強
調
し
、
日
本
側
が
提
起
す
る
品
目
の
除
外
措
置
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
も
、
日
米
双
方
が
日
本
側
の
事
情
と

チ
ン
コ
ム
統
制
の
現
状
と
の
関
連
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た（（
（

。
次
い
で
一
二
日
、
今
度
は
外
務
省
経
済
局
の
二
階

（
重
人
）
部
長
が
米
大
使
館
員
と
昼
食
を
同
伴
し
た
折
、
外
務
省
は
ま
だ
通
産
省
か
ら
そ
の
一
一
品
目
に
関
す
る
資
料
を
入
手
で
き

ず
困
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
上
で
、「
中
国
側
が
日
本
の
貿
易
見
本
市
で
展
示
さ
れ
る
品
目
す
べ
て
を
輸
出
許
可
と
す
る
よ
う

要
求
し
て
い
る
」
が
、
こ
れ
は
外
務
省
に
と
っ
て
日
米
関
係
を
揺
る
が
す
衝
撃
的
な
要
求
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
の
、
国
会
か
ら
の

圧
力
に
よ
っ
て
外
務
省
は
そ
れ
に
同
意
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
言
明
し
た（（
（

。
要
す
る
に
、
外
務
省
も
対
中
貿
易
を
促
進

し
よ
う
と
す
る
通
産
省
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
姿
勢
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

井
上
正
也
教
授
に
よ
れ
ば
、
当
時
外
務
省
の
板
垣
修
初
代
香
港
総
領
事
（
の
ち
通
産
省
通
商
局
長
、
本
省
ア
ジ
ア
局
長
）、
小
川
平

四
郎
ア
ジ
ア
局
第
二
課
長
（
の
ち
香
港
総
領
事
、
ア
ジ
ア
局
長
、
初
代
駐
中
国
大
使
）、
岡
田
晃
事
務
官
（
の
ち
香
港
総
領
事
）
ら
の
中

国
専
門
家
は
、
北
京
の
共
産
党
政
権
が
支
配
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
現
状
を
詳
細
に
観
察
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
中
国
政
策
を
構
築

す
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
同
年
一
月
に
ア
ジ
ア
局
第
二
課
（
中
国
課
）
が
刊
行
し
た
五
〇
〇
頁
に
及
ぶ
『
中
共
分

析
』
は
大
き
な
反
響
を
も
た
ら
し
た
。
彼
ら
は
も
は
や
吉
田
系
列
の
中
国
通
外
交
官
を
「
時
代
遅
れ
の
存
在
」
と
見
な
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
前
年
八
月
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
始
さ
れ
て
い
た
米
中
大
使
級
協
議
に
日
本
も
乗
り
遅
れ
ま
い
と
い
う
焦
慮
感
す
ら
抱
い

て
い
た（（
（

。

　

一
方
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
一
～
二
月
、
極
東
担
当
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（W

alter S. Robertson

）
国
務
次
官
補
を
中
心
に
、
中
国
と

の
通
商
に
関
す
る
統
制
緩
和
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
国
防
総
省
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
専
門
家
と
と
も
に
、
①
中
国

の
軍
事
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
輸
出
品
目
、
②
自
由
主
義
諸
国
に
と
っ
て
比
較
的
早
期
に
利
益
を
も
た
ら
す
輸
出
品
目
、
③
日
本
に

と
っ
て
比
較
的
早
期
に
利
益
を
も
た
ら
す
輸
出
品
目
の
三
種
類
に
分
類
し
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
日
本
の
要
求
す
る
削
減
品
目
と
、
米
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議
会
が
重
視
す
る
「
バ
ト
ル
法
（Battle A

ct

）」
と
の
関
連
を
検
討
し
た
結
果
、
戦
略
的
に
重
要
性
が
乏
し
い
品
目
、
中
国
側
に
利

益
を
も
た
ら
す
品
目
な
ど
が
抽
出
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
問
題
が
な
い
が
、
日
本
の
場
合
は
「
共
産
中
国
の
軍
事
的
潜
在
力
に

も
っ
と
も
利
す
る
」
も
の
と
判
定
さ
れ
た（（1
（

。
つ
ま
り
、
日
本
側
の
制
限
緩
和
の
要
望
は
「
受
け
入
れ
難
い
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

次
い
で
三
月
に
は
、
極
東
調
査
課
か
ら
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
へ
、「
最
新
の
日
中
関
係
の
動
向
」
に
関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
中
で
、
①
日
本
の
与
野
党
政
治
家
が
挙
っ
て
、
政
府
に
対
し
て
中
国
と
の
通
商
拡
大
を
要
求
し
て
い
る
、
②
鳩
山
首
相
ま
で
も
、

先
の
総
選
挙
で
、
中
国
と
の
関
係
正
常
化
を
公
約
し
た
、
③
日
本
人
は
朝
鮮
戦
争
の
終
結
で
輸
出
が
後
退
し
た
た
め
、
経
済
・
軍

事
・
外
交
上
の
困
難
さ
を
何
ら
か
の
方
法
で
打
開
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
、
④
日
本
の
対
中
輸
出
は
、
一
九
五
五
年
に
倍
増

し
て
戦
後
最
高
を
記
録
し
た
、
⑤
同
年
に
は
八
〇
〇
人
も
の
日
本
人
が
訪
中
（
こ
れ
は
外
国
人
訪
問
客
の
半
分
）
し
、
逆
に
中
国
人
の

日
本
訪
問
は
一
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
い
が
、
厳
選
さ
れ
て
お
り
、
在
日
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
い
る
、
⑥
中
国
見
本
市
が
東
京
と
大
阪

で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
朝
日
・
読
売
・
毎
日
な
ど
主
要
新
聞
が
後
援
し
て
い
る
、
⑦
日
本
国
内
で
は
対
中
禁
輸
の
緩
和
を
求
め
る
動

き
が
強
ま
っ
て
お
り
、
二
月
二
一
日
に
石
橋
通
産
相
が
「
中
国
と
の
自
由
な
貿
易
を
働
き
か
け
る
」
と
国
会
で
答
弁
し
た
、
⑧
日
本

人
が
共
産
主
義
の
脅
威
に
無
頓
着
な
の
は
、
過
去
に
中
国
人
を
上
手
に
扱
い
得
た
と
の
自
信
が
あ
る
と
同
時
に
、
北
京
が
台
北
を
制

圧
し
て
台
湾
政
権
を
崩
壊
さ
せ
る
危
局
を
恐
れ
て
い
る
、
な
ど
を
報
告
し
た（（1
（

。

　

た
だ
し
ア
リ
ソ
ン
か
ら
は
別
の
情
報
も
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
一
月
末
に
会
見
し
た
岸
幹
事
長
の
発
言
で
あ
っ
た
。
岸
は
、
鳩
山

は
じ
め
保
守
党
幹
部
が
反
共
主
義
者
で
あ
り
、
将
来
に
お
け
る
日
本
の
対
中
政
策
は
、
米
国
の
政
策
に
沿
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

保
守
党
や
政
府
内
か
ら
は
対
中
貿
易
を
拡
大
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
中
国
承
認
を
求
め
る
よ
う
な
圧
力
は

な
い
、
と
証
言
し
た（（1
（

。
こ
れ
は
日
本
政
府
の
動
き
に
不
安
を
募
ら
せ
る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
ら
に
は
朗
報
で
あ
っ
た
ろ
う（（1
（

。

　

そ
れ
で
も
日
本
側
の
対
中
貿
易
促
進
の
動
き
は
収
ま
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
前
年
一
一
月
に
通
産
省
が
主
導
し
て
民
間
諸
団
体
の
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対
中
窓
口
を
「
日
中
輸
出
入
組
合
」
へ
と
統
合
し
た
結
果
、
加
速
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
三
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
で

「
努
力
目
標
」
と
さ
れ
た
通
商
代
表
部
の
相
互
設
置
が
、
次
第
に
現
実
性
を
帯
び
て
き
た
。
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
に
加
え
て
フ
ラ
ン
ス

が
、
中
国
に
対
し
て
通
商
・
文
化
代
表
の
派
遣
を
決
定
し
た
こ
と
も
追
い
風
と
な
っ
た
。
英
仏
両
国
で
も
中
国
に
対
す
る
貿
易
差
別

待
遇
の
是
正
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、
ダ
レ
ス
や
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
を
苦
慮
さ
せ
て
い
た（（1
（

。

　

五
月
二
五
日
、
東
京
の
大
使
館
は
国
務
長
官
に
対
し
て
、「
日
本
政
府
は
、
北
京
と
通
商
代
表
の
交
換
を
是
認
す
る
」
と
の
報
告

を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
月
二
二
日
の
閣
僚
会
議
で
重
光
外
相
は
、
石
橋
通
産
相
と
と
も
に
、
中
国
と
の
民
間
通
商
代
表
の
交
換

に
原
則
と
し
て
同
意
し
、
外
務
省
に
当
該
問
題
の
検
討
を
指
示
し
た
。
中
国
側
は
そ
の
通
商
代
表
に
〝
準
〟
外
交
特
権
を
付
与
す
る

よ
う
主
張
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
終
始
こ
れ
に
反
対
し
て
お
り
、
通
商
代
表
の
交
換
事
項
に
関
し
て
、
外
務
・
通
産
・
法
務
三

省
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
今
回
の
日
本
の
決
定
は
、
①
フ
ラ
ン
ス
が
中
国
と
の
貿
易
使
節
交
換
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
、
②

イ
ギ
リ
ス
が
対
中
禁
輸
へ
の
例
外
措
置
を
拡
大
す
る
意
図
を
公
表
し
た
こ
と
、
③
エ
ジ
プ
ト
が
中
国
政
権
を
承
認
し
た
こ
と
、
か
ら

促
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
重
光
外
相
は
本
使
（
ア
リ
ソ
ン
）
に
対
し
て
、
当
分
の
間
、
通
商
代
表
問
題
へ
の
決
定
的
な
措
置
は
回

避
す
る
旨
を
証
言
し
て
い
る
、
と
付
言
し
た（（1
（

。

　

同
日
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
東
京
支
局
か
ら
も
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
部
に
対
し
て
、「
日
本
、
北
京
と
の
貿
易
使
節
団
交
換
の
決
定
近
づ
く
」

と
題
す
る
報
告
が
送
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
日
本
政
府
は
急
速
に
、
中
国
と
非
公
式
な
貿
易
代
表
を
交
換
す
る
方
向
へ
と
動
き
出

し
て
お
り
、
二
三
日
、
日
本
の
某
高
官
は
、
重
光
外
相
と
石
橋
通
産
相
が
原
則
と
し
て
そ
の
交
換
に
合
意
し
た
こ
と
を
、
米
大
使
館

に
伝
え
て
き
た
。
②
ま
だ
閣
議
決
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
重
光
と
外
務
省
の
影
響
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
た
め
、
政
府
の
早
期
承

認
は
あ
り
得
る
。
外
務
省
に
よ
れ
ば
、
重
光
は
党
内
孤
立
か
ら
脱
す
る
た
め
、
来
る
参
議
院
選
挙
戦
に
向
け
た
人
気
取
り
政
策
に
同

調
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
③
中
国
は
民
間
代
表
部
を
公
的
な
代
表
部
へ
と
変
え
よ
う
し
て
い
る
が
、
日
本
側
の
抵
抗
に
直
面
し
、
こ

の
要
求
を
し
ば
ら
く
放
棄
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
北
京
は
貿
易
制
限
の
撤
廃
を
東
京
に
引
き
続
き
求
め
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る
で
あ
ろ
う（（1
（

。

　

上
記
の
二
つ
の
報
告
の
と
お
り
、
日
本
政
府
内
で
は
日
中
貿
易
積
極
論
の
石
橋
の
意
向
が
、
消
極
論
の
重
光
を
抑
え
る
形
で
進
行

し
て
い
た
。
四
月
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
（
国
貿
促
）
の
村
田
省
蔵
会
長
と
日
中
貿
易
促
進
議
員
連
盟
常
任
理
事
の
池
田
政
之

輔
衆
院
議
員
が
連
名
で
、
第
三
次
民
間
貿
易
協
定
の
一
カ
年
延
長
を
中
国
政
府
へ
申
し
入
れ
る
と
、
翌
五
月
に
中
国
側
は
こ
れ
を
受

諾
し
た
。
そ
こ
で
同
月
二
二
日
の
閣
議
で
は
、
政
府
代
表
部
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
民
間
代
表
部
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら
、
通
商

代
表
部
の
日
本
設
置
を
認
め
る
具
体
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る（（1
（

。

　

さ
ら
に
石
橋
は
、
六
月
五
日
、
イ
ギ
リ
ス
が
対
中
国
貿
易
の
制
限
緩
和
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、「
こ
の
機
会
に
日
本
は
イ

ギ
リ
ス
に
な
ら
っ
て
中
国
本
土
と
の
貿
易
を
促
進
す
べ
き
だ
」
と
の
強
い
声
明
を
発
表
し
た
が
、
重
光
は
七
日
、
通
商
と
承
認
と
い

う
二
つ
の
中
国
問
題
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
、
と
牽
制
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
リ
ソ
ン
は
、
日
本
政
府
が
急
速
に
北
京
と
の
経
済

関
係
を
「
公
的
な
方
向
」
へ
主
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
石
橋
の
主
張
は
必
ず
し
も
通
産
省
の
政
策
を
反
映
し
て
い
な
い
し
、
も

し
中
国
の
通
商
代
表
部
が
日
本
に
置
か
れ
る
と
、
代
表
部
員
が
政
治
的
活
動
を
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
中
国
側
に
ど
の
程
度
の
特

権
を
与
え
る
か
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
本
省
に
コ
メ
ン
ト
し
た（（1
（

。

　

は
た
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
対
中
姿
勢
は
強
硬
で
あ
っ
た
。
米
国
は
英
仏
両
国
か
ら
強
い
圧
力
を
受
け
て
も
、
日
本
の
西
欧
追
随
に

は
容
赦
が
無
か
っ
た
。
五
月
二
五
日
、
日
本
政
府
の
決
定
に
対
し
て
パ
ー
ソ
ン
ズ
（H

ow
ard L. Parsons

）
北
東
ア
ジ
ア
課
長
補
佐

代
理
（
の
ち
課
長
）
が
、
民
間
通
商
代
表
部
で
あ
っ
て
も
米
国
の
「
反
発
は
強
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
回
答
し
た
。
訪
米
し

た
外
務
省
の
湯
川
盛
夫
経
済
局
長
と
千
葉
皓
欧
米
局
長
（
石
橋
通
産
相
の
女
婿
）
に
対
し
て
も
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
六
月
二
五
日
、

教
条
的
な
反
共
主
義
に
沿
っ
た
回
答
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
よ
う
に
米
政
権
は
終
始
鳩
山
政
権
の
対
共
産
圏
外
交
を
警
戒
し
続
け
、

日
中
政
府
間
協
議
は
元
よ
り
、
民
間
レ
ベ
ル
の
通
商
協
定
に
対
し
て
も
露
骨
な
干
渉
姿
勢
を
堅
持
し
た
。
他
方
、
中
国
側
は
〝
積
み

上
げ
方
式
〟
に
基
づ
く
「
政
経
不
可
分
」
原
則
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
対
し
て
民
間
レ
ベ
ル
か
ら
政
府
間
レ
ベ
ル
へ
の
通
商
代
表
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部
の
格
上
げ
要
求
を
執
拗
に
求
め
た
。
そ
の
た
め
、
鳩
山
政
権
は
完
全
に
米
中
対
立
の
劈
頭
に
立
ち
尽
く
す
状
態
と
な
っ
た（（1
（

。

　

こ
う
し
て
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
日
中
経
済
関
係
は
重
要
な
山
場
を
迎
え
た
。
九
月
下
旬
、
村
田
国
貿
促
会
長
が
訪
中
し
、

一
〇
月
六
日
か
ら
北
京
で
初
め
て
日
本
商
品
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
す
る
と
連
日
の
大
盛
況
と
な
っ
た
。
初
日
に
は
鳩
山
首
相
、

石
橋
通
産
相
、
高
碕
経
済
企
画
庁
長
官
の
三
首
脳
と
周
恩
来
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
異
例
に
も
毛
沢
東
主
席
が
直
接
会

場
を
視
察
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
側
の
対
日
貿
易
へ
の
期
待
と
関
心
が
い
か
に
大
き
い
か
を
物
語
っ
て
い
た
。
続
い
て

日
中
議
連
の
池
田
常
務
理
事
が
「
第
四
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
」
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
訪
中
し
、
一
〇
月
一
五
日
、
共
同
声
明

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
代
表
部
を
来
年
五
月
四
日
ま
で
に
設
置
す
る
よ
う
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
い
よ
い
よ
日
中
の
「
政

経
分
離
」
原
則
は
「
政
経
不
可
分
」
原
則
へ
と
収
斂
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

な
お
同
時
期
、
モ
ス
ク
ワ
で
は
鳩
山
首
相
自
ら
最
後
の
対
ソ
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
日
、
つ
い
に
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
が
発

表
さ
れ
て
、
こ
こ
に
宿
願
の
日
ソ
国
交
正
常
化
が
実
現
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
日
中
友
好
ム
ー
ド
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

し
か
し
そ
の
前
途
に
は
米
国
政
府
の
厚
い
壁
が
立
ち
は
だ
か
り
、
外
務
省
と
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
に
終
始
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た（（2
（

。

　

九
月
二
一
日
、
東
京
の
大
使
館
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
省
に
対
し
て
、
日
中
関
係
の
現
状
を
俯
瞰
す
る
長
文
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

冒
頭
、
米
国
に
と
っ
て
日
本
が
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
恒
久
的
か
つ
親
密
な
関
係
を
持
続
で
き
る
国
家
で
あ
り
、
日
本
の
戦
略
的
価
値
は

大
き
い
旨
を
強
調
し
た
。
次
い
で
日
中
関
係
に
つ
い
て
、
日
本
は
地
理
的
文
化
的
に
中
国
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
日
本
人
は
中
国

事
情
に
特
別
な
関
心
と
経
験
を
自
認
し
て
お
り
、
米
国
を
し
て
こ
の
事
実
を
認
め
さ
せ
、
中
国
問
題
へ
の
特
別
配
慮
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
は
妥
当
な
要
請
で
あ
る
。
し
か
し
米
国
は
二
つ
の
中
国
問
題
に
関
し
て
、
日
本
の
指
導
者
と
率
直
な
協
議
を
行
わ
ず
、
わ
が
方

の
見
解
を
告
げ
て
支
持
を
得
て
い
る
。
こ
れ
で
は
実
質
的
な
日
米
関
係
を
進
展
さ
せ
得
な
い
。
日
米
両
国
が
ア
ジ
ア
で
協
力
す
る
に

は
中
国
問
題
は
避
け
ら
れ
ず
、
政
府
間
の
自
由
な
意
見
交
換
が
継
続
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（（2
（

。
こ
れ
は
日
本
の
現
場
を
知
る
立

場
か
ら
、
日
本
を
平
等
な
同
盟
国
と
し
て
扱
う
よ
う
助
言
す
る
と
同
時
に
、
本
省
の
高
圧
的
な
対
日
姿
勢
に
修
正
を
求
め
る
論
旨
で
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も
あ
っ
た
。

　

同
様
に
一
〇
月
、
大
使
館
経
済
部
は
定
期
的
な
経
済
通
報
の
中
で
、
⒜
第
四
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
を
め
ぐ
る
日
中
交
渉
、
⒝
日

中
経
済
貿
易
関
係
の
現
況
、
⒞
北
京
で
の
日
本
商
品
展
覧
会
の
動
向
を
詳
細
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
⒜
に
関
し
て
は
、「
通
商
代
表
部

員
は
日
本
の
外
国
人
登
録
法
に
よ
る
指
紋
捺
印
を
例
外
的
に
除
外
さ
れ
る
」
と
の
中
国
側
の
要
求
は
斥
け
ら
れ
た
が
、
第
四
次
協
定

は
翌
五
七
年
五
月
四
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
同
時
に
、
①
当
該
期
間
中
に
恒
久
的
な
民
間
通
商
代
表
部
の
相
互
設
置
に
努
力
す
る
、

②
相
互
に
貿
易
量
を
増
大
さ
せ
る
、
③
両
国
の
銀
行
が
外
国
為
替
に
関
し
て
直
接
協
議
を
行
う
、
④
両
国
は
技
術
協
力
の
強
化
に
努

力
す
る
、
⑤
両
政
府
間
の
通
商
協
定
の
締
結
促
進
に
努
力
す
る
、
と
の
五
点
で
合
意
し
た
。
次
の
⒝
に
関
し
て
は
、
通
産
省
の
予
測

で
は
、
一
九
五
七
年
度
の
対
中
輸
出
は
七
〇
三
五
万
ド
ル
へ
と
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
化
学
製
品
、
非
鉄
金
属
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
輸

出
増
加
に
よ
る
。
ま
た
「
特
別
割
当
承
認
制
度
」
に
よ
る
自
動
車
部
品
な
ど
機
械
類
の
輸
出
も
増
加
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
同
年

度
に
総
額
一
九
〇
〇
万
ド
ル
に
達
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
⒞
の
展
示
会
は
、
毎
日
平
均
七
万
人
（
日
曜
日
に
一
二
万
人
）
が
来
場
す

る
ほ
ど
中
国
側
に
大
人
気
を
博
し
た
。
と
く
に
自
動
織
機
や
精
密
機
械
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。
中
国
側
の
会
長
は
開
会
挨
拶
の
中
で
、

こ
の
展
示
会
で
は
コ
コ
ム
禁
輸
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
品
目
が
展
示
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
数
年
間
、
日
中
二
国
間
貿
易

は
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
コ
コ
ム
規
制
品
を
わ
が
国
に
輸
出
し
よ
う
と
す
る
日
本
政
府
の
姿
勢
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
、
と
述
べ
た（（2
（

。

　

上
記
⒜
に
関
連
し
て
、
一
一
月
一
三
日
、
一
万
田
蔵
相
が
ア
リ
ソ
ン
大
使
に
重
要
な
問
い
合
わ
せ
を
し
て
き
た
。
日
中
議
連
、
国

貿
促
、
日
中
輸
出
入
組
合
の
三
団
体
が
中
国
側
と
、
①
日
本
の
外
国
為
替
銀
行
と
中
国
銀
行
と
の
直
接
契
約
、
②
預
金
口
座
な
い
し

貸
出
延
長
契
約
、
③
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
ン
ド
決
済
、
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
外
国
為
替
規
定

な
い
し
米
国
の
法
令
等
に
合
致
す
る
か
否
か
、
第
二
に
、
日
中
間
で
直
接
取
引
契
約
が
な
さ
れ
た
場
合
、
日
本
銀
行
は
米
国
連
邦
銀

行
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
か
否
か
に
関
し
て
、
大
蔵
省
は
至
急
米
国
の
公
式
見
解
を
得
た
い
、
と
の
主
旨
で
あ
っ
た（（2
（

。
日

中
経
済
関
係
の
深
化
は
、
米
国
側
の
対
日
警
戒
心
を
さ
ら
に
高
め
た
で
あ
ろ
う
。
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他
面
、
一
一
月
六
日
、
米
大
統
領
選
挙
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
再
選
さ
れ
た
が
、
こ
の
前
後
に
〝
米
中
接
近
〟
を
模
索
す
る
動
き

と
、
こ
れ
を
恐
れ
る
日
本
外
務
省
の
動
き
を
示
唆
す
る
文
書
が
散
見
さ
れ
る
。
七
日
付
の
「
共
産
中
国
に
対
す
る
日
本
の
将
来
の
態

度
」
と
題
す
る
文
書
と
、
日
時
不
明
の
大
使
館
員
Ｒ
Ｈ
Ｌ
（Richard H

. Lam
b

二
等
書
記
官
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｍ
（George 

A
. M

organ

参
事
官
と
思
わ
れ
る
）
宛
の
個
人
文
書
で
あ
る
。
前
者
で
は
、「
今
回
の
大
統
領
選
挙
後
、
早
急
に
わ
れ
わ
れ
の
北
京
承

認
政
策
と
意
思
決
定
を
日
本
政
府
に
対
し
て
、
か
な
り
高
度
の
政
策
レ
ベ
ル
で
公
的
な
い
し
極
秘
に
伝
達
す
る
こ
と
が
当
然
求
め
ら

れ
る
」
と
あ
り
、
後
者
で
は
、「
共
産
中
国
と
の
関
係
〝
調
整
〟
を
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
ワ
シ
ン
ト
ン
のM

r. X

が
取
り
上
げ
る
だ
ろ

う
。
わ
れ
わ
れ
は
度
々
否
定
し
て
い
る
が
、
日
本
は
米
国
が
選
挙
後
に
対
中
国
政
策
を
変
更
す
る
準
備
が
あ
る
、
と
確
信
し
て
い
る
。

今
回
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
行
く
（
日
本
の
）
使
節
は
、
こ
の
問
題
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
提
起
す
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
日
本
は
か
な
り

近
い
将
来
に
北
京
政
権
を
承
認
す
る
と
の
案
件
も
取
り
上
げ
る
、
と
私
は
思
う
。
米
国
が
強
く
反
対
し
て
も
、
日
本
は
単
独
で
も
中

国
承
認
を
進
め
る
と
明
言
し
よ
う
」
と
あ
る（（2
（

。
こ
の
米
中
接
近
の
経
緯
は
、
米
国
政
府
内
の
一
体
ど
の
レ
ベ
ル
で
検
討
さ
れ
て
い
た

の
か
不
透
明
な
が
ら
、
水
面
下
で
米
中
接
近
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
外
務
省
が
こ
れ
を
察
知
し

警
戒
し
て
い
た
が
、
以
後
の
推
移
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
動
き
は
具
体
的
成
果
が
得
ら
れ
ず
に
消
滅
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
日
中
接
近
の
動
き
は
一
段
と
米
国
政
府
の
主
要
関
心
事
と
な
り
、
そ
れ
相
応
に
石
橋
通
産
相
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
で

あ
ろ
う
。
自
民
党
総
裁
選
挙
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

自
民
党
総
裁
選
挙
と
石
橋
通
産
相

　

国
務
省
文
書
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
米
大
使
館
が
日
本
国
内
に
多
種
多
様
な
情
報
網
を
張
り
巡
ら
し
て
い
た
、
と
の
事
実
で
あ
る
。

そ
の
主
な
人
的
情
報
源
（
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
）
は
、
政
界
に
止
ま
ら
ず
、
官
界
・
財
界
・
言
論
界
の
要
人
な
ど
幅
広
い
。
中
で
も
群
を

抜
い
て
頻
出
す
る
の
が
、
岸
信
介
幹
事
長
で
あ
る
。
そ
れ
は
米
国
側
が
岸
本
人
を
ポ
ス
ト
鳩
山
の
最
有
力
候
補
と
認
定
し
て
い
た
か
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ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
じ
総
裁
候
補
で
も
石
橋
は
、
岸
に
比
較
し
て
論
及
頻
度
は
小
さ
く
、
石
井
光
次
郎
総
務
会
長
に
至
っ
て
は

さ
ら
に
小
さ
い
。

　

で
は
米
国
側
、
と
く
に
米
大
使
館
員
は
こ
れ
ら
三
候
補
者
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
。

　

総
裁
選
が
行
わ
れ
る
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
一
月
三
一
日
、
ア
リ
ソ
ン
大
使
は
岸
と
一
時
間
に
わ
た
り
会
談
し
た
。
そ
の

際
、
岸
は
来
る
総
裁
選
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
①
緒
方
（
竹
虎
元
副
首
相
）
の
死
で
、
鳩
山
が
初
代
自
民
党
党
首
に
選
ば

れ
る
の
は
確
実
に
な
っ
た
。
②
た
だ
し
鳩
山
は
健
康
上
、
一
〇
月
以
降
は
職
責
を
果
た
せ
な
い
と
党
幹
部
は
見
て
い
る
。
③
首
相
の

後
任
候
補
は
岸
を
含
め
て
四
名
で
あ
る
が
、
重
光
、
正
力
（
松
太
郎
）
の
選
出
は
な
く
、
石
橋
の
力
は
着
実
に
衰
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
予
期
し
な
い
事
態
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
自
分
が
首
相
に
選
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
ア
リ
ソ
ン
は
今
後
も
岸
と
率
直
な
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た（（2
（

。

　

三
月
二
六
日
、
同
年
で
は
初
め
て
石
橋
に
焦
点
を
当
て
た
ア
リ
ソ
ン
の
論
評
が
国
務
長
官
へ
送
付
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
石
橋
は
新

党
結
成
で
活
躍
し
た
が
、
鳩
山
内
閣
で
は
人
事
面
で
無
視
さ
れ
て
通
産
相
へ
「
追
い
や
ら
れ
た
」
た
め
、
そ
の
政
治
力
は
衰
え
て
い

る
、
と
の
論
旨
で
あ
っ
た（（2
（

。
こ
れ
は
前
記
の
岸
証
言
を
踏
ま
え
た
も
の
と
い
え
る
。

　

七
月
二
〇
日
夜
、
河
野
一
郎
農
林
相
が
内
閣
官
房
副
長
官
の
フ
ラ
ン
ク
松
本
（
瀧
蔵
）
を
伴
っ
て
ア
リ
ソ
ン
を
訪
ね
、
選
挙
後
の

状
況
に
つ
い
て
語
っ
た
。
①
八
月
か
九
月
に
鳩
山
の
後
任
者
が
決
ま
れ
ば
、
鳩
山
は
辞
任
に
同
意
す
る
。
②
河
野
自
身
は
岸
を
そ
の

後
任
に
据
え
た
い
が
、
か
な
り
反
対
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に
は
時
間
を
要
す
る
。
③
石
橋
に
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
岸
以
上
の

反
対
が
あ
る
。
④
九
月
末
に
行
わ
れ
る
内
閣
改
造
で
、
岸
は
入
閣
し
、
河
野
は
岸
の
後
任
と
し
て
党
幹
事
長
に
就
任
す
る
。
⑤
一
一

月
の
通
常
国
会
召
集
ま
で
の
短
期
間
、
鳩
山
が
首
相
の
座
に
留
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
⑥
来
春
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
保
守

勢
力
が
三
分
の
二
の
多
数
を
獲
得
し
て
勝
利
し
よ
う
、
と
い
っ
た
要
旨
で
あ
っ
た（（2
（

。

　

一
〇
月
九
日
、
岸
は
来
日
し
た
ダ
レ
ス
（A

llen W
. D

ulles

）
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
（
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
実
弟
）
と
会
見
（
ア
リ
ソ
ン
ほ
か



108

法学研究 95 巻 2 号（2022：2）

大
使
館
員
五
名
も
同
席
）
し
、
日
ソ
国
交
回
復
に
伴
う
共
産
主
義
対
策
と
ロ
シ
ア
人
の
破
壊
活
動
防
止
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ
か
、

後
任
総
裁
問
題
に
関
し
て
、
①
鳩
山
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
帰
国
後
に
退
陣
し
、
一
一
月
の
臨
時
国
会
で
新
首
相
が
任
命
さ
れ
、
新
内
閣

が
成
立
す
る
、
②
新
内
閣
は
一
二
月
に
始
ま
る
通
常
国
会
で
次
年
度
予
算
が
国
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
国
会
を
解
散
し
て
総
選
挙
を

行
う
、
③
吉
田
元
首
相
を
支
え
る
忠
臣
は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
た
め
、
吉
田
派
が
（
鳩
山
訪
ソ
問
題
で
）
自
民
党
を
分
裂
さ
せ
る
危

局
は
起
こ
ら
ず
、
む
し
ろ
同
派
は
次
の
選
挙
で
敗
北
の
目
に
遭
う
だ
ろ
う
、
と
述
べ
た（（2
（

。

　

二
日
後
の
一
一
日
、
ア
リ
ソ
ン
は
焦
眉
の
自
民
党
総
裁
問
題
に
つ
い
て
重
要
な
分
析
と
予
想
を
本
省
へ
伝
え
た
。
①
日
ソ
共
同
宣

言
の
批
准
は
、
一
一
月
中
旬
の
国
会
会
期
中
に
行
わ
れ
る
。
②
そ
の
間
に
鳩
山
は
辞
任
し
、
新
内
閣
が
発
足
す
る
。
③
新
内
閣
は
通

常
国
会
で
新
年
度
予
算
を
成
立
さ
せ
た
の
ち
に
国
会
を
解
散
し
、
四
月
か
五
月
に
総
選
挙
を
行
う
。
④
鳩
山
後
継
候
補
の
岸
、
石
橋
、

石
井
三
者
の
う
ち
、
石
井
は
下
落
傾
向
に
あ
り
、
岸
か
石
橋
が
首
相
と
な
れ
ば
副
首
相
に
な
る
と
の
噂
が
あ
る
。
⑥
石
橋
は
最
近
の

党
内
抗
争
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
る
た
め
、「
暫
定
的
」
に
首
相
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
⑦
吉
田
派
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
石
橋

は
、
政
治
的
牽
引
者
（political w

heel horse

）
と
し
て
鳩
山
と
密
接
で
あ
り
、
元
改
進
党
の
松
村
謙
三
が
石
橋
支
持
を
推
進
し
て

い
る
。
⑧
石
橋
と
石
井
が
着
実
に
選
挙
戦
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
岸
は
後
退
気
味
で
あ
る
。
⑨
河
野
派
お
よ
び
党
主
流
か
ら
支
持

を
得
て
い
る
岸
は
、
経
済
界
や
言
論
界
や
一
般
国
民
か
ら
も
人
気
が
あ
る
が
、
大
物
の
支
持
者
が
不
在
で
あ
り
、
ま
た
河
野
と
の
連

携
が
部
分
的
に
支
持
を
失
っ
て
い
る
。
⑩
岸
は
各
派
閥
と
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ク
松
本
は

「
問
題
な
く
」
岸
が
次
期
首
相
と
な
る
と
明
言
し
た
。
⑪
た
だ
し
予
想
を
難
し
く
し
て
い
る
の
が
日
ソ
交
渉
の
行
方
で
あ
り
、
も
し

鳩
山
・
河
野
が
党
の
政
策
（
歯
舞
・
色
丹
の
即
時
返
還
と
南
千
島
の
継
続
審
議
）
を
達
成
で
き
な
け
れ
ば
、
非
難
の
嵐
に
直
面
す
る
。

⑫
岸
や
党
首
脳
は
、
日
ソ
交
渉
が
保
守
党
の
大
多
数
と
国
民
世
論
か
ら
何
と
か
容
認
さ
れ
る
方
に
賭
け
て
い
る
が
、
も
し
こ
の
賭
け

に
失
敗
す
れ
ば
、（
岸
の
）
後
継
は
完
全
に
消
え
て
、
党
内
部
の
争
い
は
継
続
す
る
だ
ろ
う（（2
（

。

　

こ
こ
で
ア
リ
ソ
ン
は
岸
の
勝
利
が
万
全
で
は
な
く
、
日
ソ
交
渉
の
結
果
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
と
、
石
橋
優
位
の
可
能
性
に
言
及
し
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た
こ
と
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
来
ア
リ
ソ
ン
は
岸
の
勝
利
を
楽
観
視
し
て
き
た
が
、
今
や
そ
の
見
解
か
ら
離
れ
て
、
初
め

て
石
橋
勝
利
の
可
能
性
に
論
及
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

翌
一
二
日
に
ア
リ
ソ
ン
は
国
務
長
官
に
続
報
し
た
。
①
鳩
山
訪
ソ
に
反
対
す
る
吉
田
派
は
脱
党
者
を
十
分
集
め
ら
れ
ず
、
手
を
引

か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
②
各
派
閥
は
鳩
山
引
退
に
同
意
し
て
い
る
が
、
後
継
者
へ
の
妥
協
は
成
立
し
て
い
な
い
。
③
そ
の
筆
頭
は

岸
、
次
い
で
石
橋
、
石
井
の
順
で
あ
り
、
石
井
は
鳩
山
主
流
派
と
手
切
れ
し
て
、
吉
田
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
④
岸
は
党

の
分
裂
回
避
と
対
ソ
交
渉
の
成
功
に
賭
け
て
お
り
、
そ
の
成
功
で
党
に
確
固
た
る
地
位
を
築
き
、
反
対
派
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
④
し
か
し
現
段
階
で
も
後
継
者
は
確
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
ソ
交
渉
が
裏
目
に
出
て
、
そ
れ
が
国
民
や
党
の
反
発
を
招
い
て
権

力
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
場
合
に
は
、
岸
の
計
画
は
挫
折
す
る
。
⑤
岸
は
昨
日
「
鳩
山
の
辞
任
は
『
確
実
』
で
は
あ
る
が
、
以
後
は
『
神

の
み
ぞ
知
る
』
だ
」
と
大
使
館
員
に
語
っ
た（（3
（

。
こ
の
よ
う
に
ア
リ
ソ
ン
ら
大
使
館
側
は
、
日
ソ
交
渉
が
自
民
党
総
裁
選
の
帰
趨
を
左

右
す
る
と
分
析
し
て
い
た
。

　

な
お
鳩
山
一
行
は
共
同
宣
言
に
署
名
後
、
二
五
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て
二
七
日
ま
で
滞
在
し
た
。
二
六
日
、
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
は
鳩
山
を
表
敬
訪
問
し
た
の
ち
、
旧
知
の
フ
ラ
ン
ク
松
本
か
ら
次
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
。
①
鳩
山
は
日
本
の
国
連
加
盟
に
関

し
て
、
ソ
連
首
相
か
ら
そ
れ
を
確
認
す
る
証
書
を
得
た
。
②
ソ
連
側
は
歯
舞
・
色
丹
の
み
に
交
渉
を
限
定
し
、
日
本
が
要
望
す
る
択

捉
・
国
後
へ
の
論
及
を
許
さ
な
か
っ
た
が
、
将
来
の
問
題
と
し
て
「
保
留
す
る
」
こ
と
に
同
意
し
た
。
③
ソ
連
は
歯
舞
・
色
丹
と
沖

縄
を
関
連
づ
け
よ
う
と
し
た
が
、
河
野
が
拒
否
し
た
。
④
鳩
山
は
歯
舞
・
色
丹
地
域
で
の
日
本
の
漁
業
権
益
保
持
に
満
足
し
、
河
野

は
択
捉
・
国
後
に
関
す
る
時
間
稼
ぎ
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
⑤
鳩
山
・
河
野
は
、
米
国
と
の
事
前
協
議
な
し
に
中
国
と
の
関
係

を
変
え
る
意
図
は
な
い
、
と
言
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
米
国
が
日
本
の
国
連
加
盟
を
支
援
す
る
旨
を
約
束
し
、

そ
れ
が
最
も
有
用
で
あ
る
、
と
述
べ
た（（3
（

。
た
だ
し
米
国
側
が
日
ソ
交
渉
の
結
果
を
、
自
民
党
総
裁
選
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
た
か

は
定
か
で
は
な
い
。
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一
一
月
二
日
、
大
使
館
の
モ
ー
ガ
ン
（George A

. M
organ

）
参
事
官
は
『
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』
編
集
者
で
外
交
評
論
家
の

平
沢
和
重
か
ら
、
岸
・
石
橋
の
決
戦
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
し
た
が
、
平
沢
の
岸
評
価
は
低
く
、
逆
に
石
橋
評
は
高
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
岸
の
戦
時
中
と
戦
後
の
記
録
は
上
司
へ
の
裏
切
り
の
反
復
で
あ
り
、
そ
の
策
謀
を
も
っ
て
利
益
を
追
求
す
る
姿
勢
に
不
信
感

と
疑
惑
が
広
が
っ
て
い
る
。
岸
は
米
国
に
確
固
た
る
約
束
を
し
て
い
る
が
、
一
旦
首
相
の
座
を
得
れ
ば
、
そ
の
確
約
を
実
行
す
る
か

ど
う
か
疑
わ
し
い
。
石
橋
は
不
器
用
な
が
ら
、
独
立
の
気
概
あ
る
人
物
で
十
分
信
頼
さ
れ
て
い
る
。
石
橋
は
岸
と
違
っ
て
官
僚
で
は

な
く
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
り
、
日
本
の
対
中
国
貿
易
に
不
当
な
制
約
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
日
米
関
係
を
危
険
に
晒
す
よ
う
な

行
動
は
決
し
て
取
ら
な
い
。
三
者
間
の
争
い
で
は
岸
が
勝
つ
と
思
っ
て
い
た
が
、
石
井
が
競
争
か
ら
離
脱
し
て
石
橋
側
に
加
担
す
れ

ば
、
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
（
石
橋
）
が
勝
利
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
れ
に
対
し
て
モ
ー
ガ
ン
は
、
こ
の
平
沢
発
言
は
石
橋
を
支
持
す

る
三
木
武
夫
の
意
見
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
点
を
割
り
引
く
べ
き
で
あ
る
が
、
石
橋
が
「
共
産
中
国
に
好
意
的
な
危
険
人
物
」
で

あ
り
、
岸
は
「
米
国
か
ら
絶
対
的
信
頼
を
得
て
い
る
」
と
い
っ
た
既
成
評
価
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た（（3
（

。

　

続
い
て
モ
ー
ガ
ン
は
、
岸
に
近
い
須
藤
新
八
と
吉
田
派
の
北
沢
直
吉
（
と
も
に
衆
院
議
員
）
と
相
次
ぎ
会
見
し
、
そ
の
結
果
を
二

九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
北
東
ア
ジ
ア
課
長
に
送
付
し
た
。
ま
ず
須
藤
か
ら
は
、
吉
田
派
の
重
鎮
池
田
勇
人
は
、「
岸
が

鳩
山
を
含
む
河
野
と
袂
を
分
か
つ
と
公
言
す
る
な
ら
ば
、
吉
田
派
は
岸
を
支
持
す
る
」
が
、「
岸
が
そ
れ
を
鮮
明
に
し
な
い
場
合
、

吉
田
派
は
石
井
を
支
持
す
る
」
と
言
い
渡
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
須
藤
は
、「
第
一
回
目
の
投
票
で
三
者
の
誰
も
が
過
半
数
を
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
上
位
二
者
の
決
選
投
票
に
な
る
だ
ろ
う
。（
し
か
し
）
岸
が
吉
田
派
の
要
求
に
屈
し
て
声
明
を
発
す
れ
ば
、
あ
る
程

度
の
票
を
失
う
だ
ろ
う
」
と
の
否
定
的
な
証
言
を
得
た
。

　

こ
の
貴
重
な
須
藤
情
報
は
、
北
沢
の
次
の
よ
う
な
証
言
で
立
証
さ
れ
た
。
一
七
日
、
吉
田
は
岸
の
実
弟
佐
藤
栄
作
を
招
き
、
岸
が

河
野
と
の
関
係
を
絶
つ
意
思
を
明
確
に
し
な
い
限
り
、
岸
を
支
持
し
な
い
旨
を
告
げ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
も
し
岸
が
勝
利
す
れ
ば
、

岸
内
閣
は
鳩
山
政
権
の
〝
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
〟
に
な
る
。
河
野
が
党
・
政
府
の
両
面
で
実
権
を
握
れ
ば
、
政
府
の
政
策
に
ま
っ
た
く
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変
化
が
起
ら
な
い
か
ら
だ
」。
岸
・
河
野
に
対
す
る
吉
田
派
の
不
信
感
は
強
く
、「
吉
田
派
は
岸
の
支
持
を
取
り
止
め
、
石
井
支
持
へ

と
変
更
す
る
方
針
を
固
め
た
」。
岸
側
は
「
鳩
山
が
党
首
と
し
て
一
人
の
後
継
者
（
岸
）
を
選
ぶ
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
党
首
は
公
開
選
挙
で
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
退
任
す
る
首
相
が
後
継
者
を
指
名
す
る
な
ど
で
き
な
い
。

北
沢
は
数
日
前
に
岸
に
会
っ
て
翻
意
を
迫
っ
た
が
、
岸
は
「
そ
れ
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。
拒
否
す
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、

「
も
し
岸
が
吉
田
側
の
要
請
に
応
じ
る
な
ら
ば
、
総
裁
に
選
出
さ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
岸
は
三
人
の
中
で
最
善
で
あ
り
、
河
野

と
の
関
係
を
除
け
ば
岸
に
反
対
す
る
理
由
は
何
も
な
い（（3
（

」。
モ
ー
ガ
ン
は
上
記
二
人
の
証
言
に
基
づ
い
て
、
と
く
に
岸
・
河
野
連
携

の
「
デ
ィ
レ
ン
マ
」
に
依
拠
し
て
、〝
岸
優
位
説
〟
に
疑
問
を
抱
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
が
必
然
的
に
〝
石
橋
勝
利
説
〟

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
実
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
方
が
大
使
館
よ
り
も
、
総
裁
選
に
関
す
る
分
析
と
予
測
で
は
一
歩
先
ん
じ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
〇
月

一
八
日
の
文
書
で
は
、
①
岸
は
各
派
閥
と
等
距
離
の
姿
勢
、
ど
ち
ら
つ
か
ず
の
態
度
を
長
く
続
け
て
き
た
が
、
結
局
鳩
山
・
河
野
主

流
派
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
、
②
し
か
し
主
流
派
か
ら
権
力
を
奪
回
し
よ
う
と
す
る
松
村
文
相
ら
の
党
内
外
の
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
が

鳩
山
後
に
中
立
的
選
択
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
、
③
石
井
総
務
会
長
と
石
橋
通
産
相
は
、
こ
の
動
き
の
中
で
も
っ
と
も
目
立
つ

人
物
で
あ
る
、
と
予
測
し
て
い
た
。
ま
た
一
一
月
一
六
日
の
文
書
で
は
、
①
岸
は
鳩
山
後
継
レ
ー
ス
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
見
ら
れ

て
い
る
が
、
地
方
の
党
代
表
（
地
方
代
議
員
）
が
投
票
す
る
た
め
、
そ
の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
最
後
ま
で
わ
か
ら
な
い
、
②

次
期
政
権
は
よ
り
自
主
独
立
の
方
向
へ
と
進
む
だ
ろ
う
し
、
日
米
関
係
の
不
平
等
の
解
消
を
目
指
す
だ
ろ
う
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

さ
ら
に
二
九
日
の
主
題
「
日
本
の
次
期
政
権
」
で
は
、
①
鳩
山
後
継
者
を
事
前
に
決
め
よ
う
と
い
う
数
カ
月
間
の
努
力
も
む
な
し
く
、

日
本
で
は
極
め
て
異
例
な
党
大
会
で
の
公
開
投
票
が
決
定
さ
れ
よ
う
、
②
党
総
裁
公
選
の
勝
者
が
一
二
月
二
〇
日
に
新
首
相
と
し
て

選
任
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
総
選
挙
を
行
う
だ
ろ
う
、
③
党
総
裁
は
衆
院
議
員
二
九
七
名
、
参
院
議
員
一
二
四
名
、
地
方
代
表
議
員
九

二
名
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
半
数
が
中
立
で
あ
る
た
め
、
最
後
の
駆
引
が
勝
敗
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
、
④
三
者
の
う
ち
岸
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だ
け
が
安
定
し
た
政
権
を
樹
立
で
き
る
が
、
他
の
石
橋
・
石
井
の
場
合
は
、
強
力
な
指
導
者
が
現
れ
る
ま
で
の
〝
中
継
ぎ
政
権
〟
と

な
る
だ
ろ
う
、
⑤
岸
は
ア
リ
ソ
ン
に
対
し
て
、
新
首
班
は
ど
の
人
物
に
な
っ
て
も
外
交
上
米
国
と
協
調
す
る
が
、
米
軍
撤
退
の
期
日

を
含
む
日
米
安
保
条
約
の
改
正
を
求
め
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
客
観
的
な
分
析
と
予
想
を
立
て
て
い
た（（3
（

。

　

一
方
、
大
使
館
側
も
総
裁
レ
ー
ス
の
行
方
に
全
力
を
傾
注
し
た
。
一
一
月
二
七
日
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
（W

illiam
 B. Coolidge

）
一
等

書
記
官
は
、
岸
、
石
橋
、
石
井
い
ず
れ
も
ま
だ
勝
利
を
確
定
し
て
い
な
い
と
の
前
提
で
、
岸
・
石
橋
の
各
支
持
勢
力
を
明
ら
か
に
し

た
。
す
な
わ
ち
、
岸
に
は
河
野
・
鳩
山
派
内
の
限
定
的
な
支
持
と
旧
進
歩
党
の
大
麻
派
、
衆
議
院
の
旧
民
主
党
議
員
の
大
半
、
各
県

の
地
方
組
織
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
が
、
旧
自
由
党
が
多
数
を
占
め
る
参
議
院
で
も
っ
と
も
弱
く
、
河
野
を
極
端
に
嫌
う
吉
田
・
池

田
派
の
支
持
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
岸
は
藤
山
愛
一
郎
や
若
い
財
界
人
の
支
持
を
得
て
い
る
が
、
財
界
主
流
は
岸
に
冷
淡
で
あ

る
。
そ
れ
は
岸
が
河
野
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
と
、
岸
が
戦
時
中
に
実
施
し
た
〝
統
制
経
済
〟
へ
の
反
発
に
あ
る
。
他
方
石
橋
は
、

小
派
閥
な
が
ら
、
旧
進
歩
党
の
松
村
・
三
木
派
の
ほ
か
、
鳩
山
周
辺
の
古
手
政
治
家
多
数
（
河
野
の
命
令
で
や
む
な
く
岸
を
支
持
す
る

も
の
の
、
鳩
山
な
ど
は
石
橋
に
好
意
的
と
の
噂
が
あ
る
）
か
ら
支
持
さ
れ
て
お
り
、
参
議
院
で
も
強
い
基
盤
を
固
め
た
（
元
議
長
の
松
野

鶴
平
が
舞
台
裏
で
石
橋
支
援
の
た
め
に
動
い
て
い
る
）。
経
済
界
で
も
中
小
企
業
の
経
営
者
が
支
持
す
る
が
、
反
面
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ニ
ス
ト
と
い
う
評
判
が
金
融
界
や
産
業
資
本
家
の
支
持
を
遠
ざ
け
て
い
る（（3
（

。

　

な
お
大
使
館
の
ホ
ー
セ
イ
（O

uterbridge H
orsey

）
臨
時
代
理
大
使
は
、
一
二
月
五
日
、
シ
ー
ボ
ル
ト
（W

illiam
 J. Sebald

）

国
務
次
官
代
理
に
対
し
て
、
石
井
総
務
会
長
と
岸
幹
事
長
と
会
談
し
た
結
果
を
伝
え
た
。
そ
れ
は
、
①
日
本
の
新
政
権
の
代
表
が
訪

米
を
望
ん
で
い
る
、
も
し
詳
細
な
準
備
の
上
で
来
年
一
月
に
訪
米
が
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、「
訪
問
は
非
常
に
有
益
と
な
る
」、
②
日

本
の
目
的
は
、
日
米
安
全
保
障
と
共
産
中
国
と
の
関
係
に
な
る
だ
ろ
う
、
③
た
だ
し
訪
問
が
決
定
さ
れ
て
も
、
日
本
は
米
国
か
ら

「
現
状
維
持
」
を
高
圧
的
に
告
げ
ら
れ
て
、
日
本
側
に
は
不
満
足
な
結
果
と
な
ろ
う
、
④
訪
米
時
期
が
問
題
で
あ
り
、
わ
が
方
が
主

導
権
を
握
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
論
点
で
あ
っ
た（（3
（

。
こ
れ
は
の
ち
の
石
橋
訪
米
計
画
の
始
点
と
も
い
え
る
。
と
す
れ
ば
、
米
大
使
館
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は
早
々
と
総
裁
選
前
か
ら
勝
利
者
を
訪
米
さ
せ
る
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

は
た
し
て
総
裁
選
前
日
の
一
三
日
、
大
使
館
の
ホ
ー
セ
イ
と
モ
ー
ガ
ン
は
国
務
長
官
に
対
し
て
そ
の
勝
敗
の
予
測
を
伝
達
し
た
。

す
な
わ
ち
、
自
民
党
は
候
補
者
を
一
人
に
選
定
で
き
ず
、
岸
、
石
井
、
石
橋
三
者
が
支
持
獲
得
の
た
め
に
最
後
の
一
分
ま
で
奮
闘
し

て
い
る
。
大
量
の
資
金
が
投
入
さ
れ
た
と
噂
さ
れ
て
い
る
。
勝
敗
の
鍵
は
反
岸
の
石
橋
・
石
井
連
携
の
成
否
に
あ
り
、「
石
橋
・
石

井
の
連
携
が
成
功
し
て
石
橋
が
選
出
さ
れ
、
岸
の
勝
利
は
わ
ず
か
し
か
な
い
」
と
い
う
の
が
多
数
意
見
で
あ
る（（3
（

。
つ
い
に
米
大
使
館

は
前
日
の
時
点
で
「
石
橋
勝
利
」
の
判
定
を
下
す
に
至
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
的
中
す
る
。

第
二
段
階　

自
民
党
総
裁
選
か
ら
首
相
就
任
ま
で

　

で
は
石
橋
勝
利
へ
の
足
跡
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
日
米
双
方
か
ら
考
察
す
る
。

　

⑴　

自
民
党
総
裁
選
勝
利
の
経
緯

　
『
読
売
新
聞
』
の
宮
崎
吉
政
は
、
石
橋
周
辺
を
終
始
密
着
取
材
し
た
政
治
部
記
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
な
日
記
か
ら
石
橋

側
の
動
向
が
明
ら
か
と
な
る
。
宮
崎
に
よ
れ
ば
、
早
く
も
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
二
月
初
旬
に
側
近
の
石
田
博
英
ら
が
「
石
橋

総
裁
擁
立
に
自
信
を
も
ち
は
じ
め
」
た
。
四
月
、「
鳩
山
派
九
十
四
名
東
京
会
館
に
集
る
（
岸
系
を
除
く
）、
一
説
に
は
『
石
橋
擁

立
』」
と
な
っ
た
。
七
月
、「
石
橋
総
裁
運
動
は
潜
行
中
、
近
く
三
木
武
夫
氏
を
参
謀
に
本
格
的
に
や
る
」、
三
木
は
「
石
橋
内
閣
の

公
算
は
益
々
強
い
」
と
発
言
し
た
。
た
だ
肝
心
の
石
橋
は
「
総
裁
よ
り
、
保
守
政
治
の
将
来
、
権
謀
、
金
力
政
治
の
一
掃
な
ど
」
を

論
じ
、「
僕
は
別
段
総
裁
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
。
し
か
し
や
れ
と
い
う
な
ら
や
る
」
と
恬
淡
と
し
て
い
た
。
九
月
、
宮
崎
は
「
岸
、

石
井
相
打
ち
、
石
橋
総
裁
が
強
い
」
と
逆
転
劇
を
予
想
す
る
。
そ
し
て
一
一
月
九
日
、
石
橋
が
大
阪
で
正
式
に
立
候
補
を
声
明
し
、
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一
二
月
八
日
に
大
野
が
石
橋
支
持
（
大
野
は
岸
・
佐
藤
兄
弟
や
石
井
と
不
仲
で
あ
っ
た
）
を
表
明
し
た
時
点
で
、
宮
崎
は
「
石
橋
優
勢
」

を
確
信
す
る（（3
（

。

　

し
か
し
一
〇
月
二
七
日
の
石
橋
日
記
に
は
、「
総
裁
問
題
に
て
岸
、
石
井
両
氏
と
相
争
う
体
勢
と
な
り
、
金
銭
ま
で
散
布
す
る
に

至
つ
て
は
心
外
至
極
な
り
。
…
…
候
補
に
推
さ
れ
（
た
）
こ
と
を
む
し
ろ
辞
退
す
べ
き
（
か
）」
と
あ
り
、
周
囲
か
ら
推
さ
れ
て
立

候
補
を
受
諾
し
た
経
緯
が
明
ら
か
と
な
る（（3
（

。
半
面
、
石
橋
の
信
条
か
ら
す
れ
ば
、
太
平
洋
戦
争
を
主
導
し
た
東
条
内
閣
の
主
要
閣
僚

を
務
め
、
Ａ
級
戦
犯
と
な
っ
た
岸
が
党
総
裁
・
総
理
と
な
る
こ
と
に
強
い
疑
念
を
抱
い
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
実
際
こ
の
点
を

重
視
し
て
岸
支
持
を
忌
避
し
た
政
治
家
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
三
木
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
宮
崎
と
同
じ
く
『
読
売
新

聞
』
政
治
部
記
者
（
の
ち
社
主
）
の
渡
邉
恒
雄
は
、「
僕
ら
の
岸
反
対
」
は
「
東
条
内
閣
の
閣
僚
が
総
理
大
臣
に
な
る
と
は
何
だ
」

と
い
う
反
感
が
あ
っ
た
、
と
証
言
す
る（（4
（

。

　

た
だ
し
湛
山
側
の
弱
点
は
選
挙
資
金
難
に
あ
っ
た
。
堤
康
次
郎
の
一
〇
〇
〇
万
円
、
松
永
安
左
エ
門
と
鮎
川
義
介
の
各
五
〇
〇
万

円
な
ど
が
大
口
で
あ
り
、
そ
の
他
は
経
済
倶
楽
部
会
員
な
ど
か
ら
集
め
た
小
口
が
圧
倒
的
に
多
く
、
財
政
面
を
担
当
し
た
新
報
社
会

長
の
宮
川
三
郎
が
東
奔
西
走
し
た
。
そ
の
結
果
、
石
田
が
使
っ
た
金
は
七
、
八
千
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
岸
派
は
そ
の
二
倍
を

超
え
る
一
億
五
千
万
か
ら
二
億
円
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。「
巨
額
の
カ
ネ
を
動
か
し
て
人
脈
と
権
力
を
培
養
し
、
人
脈
と
権
力
を

動
か
し
て
カ
ネ
を
集
め
る
と
い
う
手
法
」
を
得
意
と
し
た
岸
は
、
周
囲
に
長
州
閥
、
官
僚
閥
、
満
州
閥
の
人
脈
や
金
脈
を
縦
横
に
張

り
巡
ら
し
て
い
た
。
さ
ら
に
米
国
か
ら
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
通
じ
て
密
か
に
カ
ネ
が
渡
っ
た（（4
（

。

　

で
は
小
派
閥
の
石
橋
が
大
派
閥
の
岸
に
逆
転
勝
利
を
収
め
た
背
景
に
は
、
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
。

　

ま
ず
勝
利
の
最
大
要
因
は
、
石
橋
派
と
石
井
派
と
の
〝
二
三
位
連
合
〟
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
選
挙
で
三
位
と
な
っ
た
側
が
二

位
の
側
に
投
票
す
る
」、「
勝
っ
た
者
が
総
理
、
負
け
た
者
が
副
総
理
と
な
る
」
と
の
盟
約
で
あ
る
。
石
田
に
よ
れ
ば
、
こ
の
連
合
が

成
立
し
た
の
は
総
裁
選
前
日
の
一
二
月
一
三
日
夜
で
あ
り
、「
紀
尾
井
町
の
福
田
屋
で
三
木
、
池
田
の
話
し
合
い
で
最
終
的
に
決
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ま
っ
た
」
と
い
う
。
当
初
は
「
候
補
者
の
一
本
化
を
は
か
る
」
た
め
の
協
議
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
池
田
は
終
始
石
井
へ
の
一
本
化

を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
交
渉
は
難
航
し
て
夜
半
に
及
ん
だ
。
し
か
し
こ
れ
は
土
壇
場
ま
で
石
井
票
を
分
散
さ
せ
な
い
た
め
の
演
技
で

も
あ
り
、
二
三
位
連
合
に
つ
な
げ
る
た
め
の
作
戦
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
翌
一
四
日
の
総
裁
選
当
日
朝
、
東
京
会
館
で
石
井
・
石

橋
両
派
の
「
合
同
懇
親
会
」
が
開
か
れ
、
席
上
、
三
木
・
池
田
の
合
意
通
り
に
二
三
位
連
合
の
盟
約
が
正
式
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

懇
談
会
に
は
議
員
、
代
議
員
併
せ
て
二
六
〇
余
名
が
集
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
岸
側
は
こ
の
石
橋
・
石
井
連
合
の
動
き
を
軽
視
し

て
票
読
み
を
誤
り
、
そ
れ
が
総
裁
選
敗
北
の
主
原
因
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
岸
側
は
油
断
し
た
こ
と
に
な
る（（4
（

。

　

第
二
の
勝
因
は
、
参
議
院
議
員
と
地
方
代
議
員
対
策
が
効
を
奏
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
保
守
合
同
時
の
自
民
党
の
「
総
裁
公
選
規

定
」
は
、
参
院
議
員
と
地
方
代
議
員
（
各
県
二
名
）
に
投
票
権
を
付
与
し
て
い
た
。
同
時
に
、「
一
回
目
の
投
票
で
過
半
数
を
占
め

る
者
が
な
い
場
合
、
上
位
二
者
に
よ
る
決
戦
投
票
を
行
な
う
」
と
の
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
起
草
委
員
長
の
石
田
の

発
案
で
あ
っ
た
。
石
田
は
当
初
か
ら
参
院
議
員
票
と
地
方
代
議
員
票
を
重
視
し
て
お
り
、
し
か
も
決
戦
投
票
の
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し

て
い
た
。
当
時
の
参
院
自
民
党
は
ま
だ
派
閥
の
系
列
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
石
橋
派
に
と
っ
て
参
院
議
員
一
二
四
名
は
魅
力
あ
る
票

田
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
か
つ
て
参
院
議
員
で
あ
っ
た
加
藤
常
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
動
い
た
。
そ
の
上
、
旧
民
主
党
系
の
鶴
見
祐

輔
が
早
く
か
ら
石
橋
支
持
で
動
い
て
お
り
、
幹
部
の
大
野
木
秀
次
郎
、
平
井
太
郎
、
苫
米
地
義
三
も
協
力
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、
地

方
代
議
員
対
策
は
佐
藤
虎
次
郎
衆
院
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
皆
が
手
分
け
し
て
行
っ
た
。「
上
京
し
た
代
議
員
を
上
野
駅
な
ど
で
出

迎
え
、
旅
館
に
カ
ン
ヅ
メ
に
し
て
接
待
攻
勢
を
か
け
る
」
と
い
う
手
荒
な
方
法
を
取
っ
た
。
こ
れ
ら
の
戦
術
が
石
橋
票
獲
得
に
相
当

な
効
果
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
松
野
鶴
平
ら
党
長
老
連
の
支
持
も
勝
利
に
寄
与
し
た（（4
（

。

　

逆
に
岸
側
の
敗
因
は
、
第
一
に
河
野
と
の
連
携
に
あ
っ
た
。
従
来
岸
は
幹
事
長
と
し
て
各
派
閥
と
等
距
離
を
保
ち
、
是
々
非
々
の

立
場
を
維
持
し
て
き
た
が
、
終
盤
、
河
野
派
（
こ
れ
は
鳩
山
派
の
大
部
分
）
と
提
携
す
る
方
針
を
固
め
た
。
し
か
し
こ
れ
が
河
野
を

極
端
に
嫌
う
吉
田
・
池
田
派
や
財
界
主
流
の
反
発
を
招
き
、
旧
自
由
党
系
の
衆
参
両
院
議
員
の
離
反
を
も
た
ら
し
た
。
も
し
も
岸
が
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吉
田
側
の
要
求
、
つ
ま
り
岸
と
河
野
と
の
離
別
を
表
明
し
た
な
ら
ば
、
総
裁
選
に
勝
利
し
た
可
能
性
が
あ
る（（4
（

。
な
お
大
久
保
留
次
郎

ら
一
〇
数
名
は
河
野
と
の
対
立
の
末
、
鳩
山
派
か
ら
石
橋
派
に
移
る
経
緯
が
あ
っ
た
。
第
二
は
政
界
の
裏
面
に
精
通
し
た
盟
友
三
木

武
吉
の
死
去
で
あ
っ
た
。
三
木
は
総
裁
選
の
五
カ
月
前
の
七
月
に
他
界
し
た
。
も
し
三
木
が
生
存
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
巧
妙
な

政
治
力
を
駆
使
し
て
岸
を
鳩
山
の
後
継
者
へ
と
誘
導
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
第
三
の
要
因
は
、
岸
が
戦
時
下
の
東
条
内
閣
商
工

大
臣
と
し
て
〝
統
制
経
済
〟
を
強
力
に
推
進
し
た
責
任
者
で
あ
り
、
戦
後
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
巣
鴨
刑
務
所
に
抑
留
さ
れ
た
事
実
で
あ

る
。
つ
ま
り
岸
の
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
要
因
が
石
橋
に
逆
転
勝
利
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、

石
橋
の
勝
利
と
い
う
よ
り
も
岸
の
敗
北
と
い
っ
た
方
が
事
実
と
し
て
正
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
二
月
一
四
日
、
鳩
山
総
裁
の
後
継
者
を
決
め
る
第
三
回
自
民
党
大
会
が
大
手
町
の
産
経
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
鳩
山
総
裁
の

退
任
が
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
直
ち
に
後
任
公
選
の
投
票
が
単
記
無
記
名
で
衆
院
議
員
、
参
院
議
員
、
地
方
代
議
員
の
順
で
行
わ
れ
た
。

開
票
の
結
果
、
投
票
総
数
五
一
一
票
の
う
ち
、
岸
二
二
三
票
、
石
橋
一
五
一
票
、
石
井
一
三
七
票
で
あ
っ
た
。
石
田
の
事
前
の
予
想

か
ら
す
る
と
、
石
橋
票
は
二
〇
票
ほ
ど
少
な
か
っ
た
が
、
予
想
通
り
に
石
井
を
抜
い
て
二
位
と
な
っ
た
。
し
か
し
三
者
と
も
に
過
半

数
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
規
定
上
、
上
位
の
岸
・
石
橋
二
人
の
決
戦
投
票
と
な
り
、
開
票
の
結
果
、
投
票
総
数
五
一
〇
票
の
う
ち
、

石
橋
二
五
八
票
、
岸
二
五
一
票
、
無
効
一
票
で
石
橋
が
新
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
午
後
一
時
三
七
分
に
、
保
守
党
創
設
以

来
初
の
総
裁
公
選
大
会
が
閉
幕
し
た（（4
（

。

　

な
お
会
場
現
場
で
決
戦
投
票
を
見
守
っ
た
渡
邉
は
、「
二
、
三
位
連
合
の
約
束
を
し
て
い
て
も
本
番
で
は
…
…
危
な
か
っ
た
ん
だ

け
ど
、
こ
の
時
は
う
ま
く
機
能
し
て
余
り
落
ち
こ
ぼ
れ
な
か
っ
た
（
計
算
上
、
第
一
回
の
石
井
一
三
七
票
か
ら
決
戦
投
票
に
お
け
る
岸
票

へ
の
移
動
は
二
八
票
）。
七
票
差
で
石
橋
さ
ん
は
勝
っ
た
（
が
）
…
…
四
票
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
た
ら
負
け
て
い
た
」
と
回
顧
す
る（（4
（

。

ま
さ
に
薄
氷
を
踏
む
勝
利
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
石
橋
内
閣
の
組
閣
上
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。



117

石橋湛山内閣の成立と米国政府の対応
　

⑵　

米
大
使
館
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
総
裁
選
分
析

　

で
は
米
国
政
府
は
こ
の
政
局
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の
か
。
再
び
米
国
側
資
料
に
依
拠
し
て
石
橋
総
裁
選
勝
利
か
ら
新
政
権
発

足
に
至
る
対
応
を
順
次
追
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
一
二
月
一
四
日
、
ホ
ー
セ
イ
臨
時
代
理
大
使
は
総
裁
選
当
日
の
状
況
を
国
務
長
官
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
七
二
歳
の
石

橋
通
産
相
が
党
大
会
で
自
民
党
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
。
選
挙
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
整
然
と
民
主
的
に
行
わ
れ
た
。
石
橋
は
二
〇

日
の
通
常
国
会
で
次
期
首
相
に
選
ば
れ
、
年
末
ま
で
に
新
内
閣
を
組
閣
す
る
。
石
橋
は
党
の
結
束
に
全
力
を
集
中
し
、
組
閣
上
、
反

対
派
を
含
め
た
全
派
閥
に
配
慮
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
岸
は
石
橋
・
石
井
同
盟
に
よ
っ
て
敗
北
を
喫
し
た
が
、
も
し
石
橋
が
岸
陣

営
を
公
平
に
扱
う
な
ら
ば
、
新
体
制
に
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
党
の
結
束
は
維
持
さ
れ
る
よ
う
だ
。
石
橋
は
高
齢
な
が
ら
、

心
身
と
も
に
壮
健
か
つ
知
的
で
有
能
で
あ
る
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
占
領
軍
に
よ
る
追
放
に
憤
慨
し
て
い
る
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
週
間
、
日
米
関
係
の
「
調
整
」
の
必
要
性
に
論
及
し
て
い
る
。
ま
た
共
産
中
国
と
の
通
商
拡
大
に
も
確

言
し
て
い
る
。
他
面
、
石
橋
は
賢
明
な
経
済
人
と
し
て
、
米
国
お
よ
び
自
由
世
界
と
の
緊
密
な
協
力
が
日
本
外
交
の
基
本
で
あ
る
と

繰
り
返
し
公
言
し
て
い
る
。
同
時
に
鳩
山
以
上
に
米
国
に
対
し
て
日
本
の
意
思
と
行
動
を
示
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る（（4
（

。

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
も
翌
一
五
日
に
石
橋
勝
利
を
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
報
告
し
た
が
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
は
大
使
館
よ
り
も
直
截
的
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
①
自
民
党
総
裁
選
で
石
橋
が
選
出
さ
れ
た
が
、
僅
差
の
勝
利
は
、
石
橋
政
権
が
派
閥
政
治
を
継
続
す
る
に
は
弱
体
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
②
石
橋
は
、
来
年
に
向
け
た
主
要
な
外
交
政
策
は
北
京
と
の
国
交
正
常
化
で
あ
る
と
述
べ
た
。
日
中
の
公
式

な
外
交
関
係
が
現
在
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
貿
易
拡
大
こ
そ
が
そ
れ
を
実
現
す
る
究
極
的
方
法
で
あ
る
と
信
じ

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
中
国
禁
輸
の
緩
和
が
望
ま
し
い
と
確
信
し
て
い
る
。
③
石
橋
は
米
国
と
の
継
続
的
な
協
調
が
日
本
に
と
っ
て
現

実
的
価
値
を
持
つ
と
考
え
な
が
ら
も
、
よ
り
〝
平
等
〟
な
日
米
関
係
を
求
め
て
お
り
、
日
本
の
防
衛
力
の
増
強
と
同
時
に
日
米
安
保

条
約
の
改
正
を
肯
定
し
て
い
る（（4
（

。
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一
方
、
大
使
館
の
ホ
ー
セ
イ
は
一
七
日
、
次
の
よ
う
な
現
状
報
告
を
本
省
へ
送
っ
た
。
石
橋
と
側
近
達
は
新
内
閣
の
成
立
と
党
人

事
へ
の
事
前
協
議
を
始
め
た
。
石
橋
は
す
で
に
石
井
か
ら
確
実
な
支
持
を
得
て
お
り
、
岸
か
ら
も
仮
の
誓
約
を
得
て
い
る
。
岸
を
支

持
し
て
敗
北
し
た
河
野
側
に
は
協
力
ム
ー
ド
は
な
い
。
石
橋
は
岸
派
に
譲
歩
し
、
党
の
調
和
を
再
構
築
す
る
決
意
を
表
明
し
た
。
岸

に
は
副
首
相
と
外
相
の
ポ
ス
ト
を
用
意
す
る
ば
か
り
か
、
岸
支
持
派
に
も
閣
僚
ポ
ス
ト
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
問
題
は
石
橋

勝
利
に
貢
献
し
た
派
閥
、
つ
ま
り
三
木
武
夫
以
下
の
旧
進
歩
党
系
、
石
井
・
大
野
・
池
田
各
派
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
大
野
派
以
外
は

鳩
山
・
河
野
政
権
下
で
〝
冷
飯
〟
を
食
わ
さ
れ
た
連
中
で
あ
り
、
勝
者
が
敗
者
と
同
列
に
扱
わ
れ
た
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
デ
ィ

レ
ン
マ
が
解
消
さ
れ
ず
、
ま
た
岸
陣
営
が
納
得
し
な
け
れ
ば
、
鳩
山
時
代
に
吉
田
派
が
〝
党
内
の
党
〟
と
し
て
反
発
し
た
危
局
の
再

現
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
般
に
は
妥
協
が
成
立
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
岸
派
の
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
そ
の
協
力
を
担
保
と
し

て
党
の
結
束
を
損
な
わ
な
い
よ
う
処
理
す
る
だ
ろ
う
。
な
お
石
橋
は
「
近
い
将
来
の
国
会
解
散
は
な
い
」
と
記
者
団
に
語
っ
て
お
り
、

来
春
ま
で
の
延
期
を
示
唆
し
て
い
る（（4
（

。
こ
の
よ
う
に
大
使
館
側
は
石
橋
政
権
の
今
後
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
大
使
館
内
で
は
、
一
七
日
、
各
専
門
家
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
報
告
書
を
ま
と
め
て
本
省
へ
提
出
し
た
。
新
政
権

は
本
格
的
に
始
動
し
た
が
、
重
要
な
閣
僚
人
事
が
未
定
で
あ
り
、
新
チ
ー
ム
が
機
能
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の

大
枠
と
し
て
は
、
①
新
政
権
は
「
三
カ
月
し
か
持
続
で
き
な
い
」
と
の
説
か
ら
す
れ
ば
、
次
の
総
選
挙
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
を
最

優
先
課
題
と
し
、
す
べ
て
の
政
策
は
こ
の
目
的
に
収
斂
さ
れ
よ
う
、
②
も
し
来
年
一
月
の
会
期
末
に
国
会
解
散
と
総
選
挙
を
実
施
す

る
場
合
、
現
在
の
予
算
枠
で
対
処
す
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
施
策
と
選
挙
公
約
内
で
有
権
者
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
③
各

派
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
に
〝
中
間
コ
ー
ス
〟
を
取
る
と
と
も
に
、
減
税
措
置
で
中
小
企
業
の
支
持
を
得
る
一
方
で
、
巨
大
資

本
や
産
業
界
の
利
益
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

外
交
政
策
と
し
て
は
、
①
吉
田
の
対
米
一
辺
倒
外
交
が
ア
ジ
ア
軽
視
と
な
っ
た
た
め
、
対
ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
賠
償
交
渉
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
改
善
を
強
調
し
よ
う
、
②
日
米
関
係
の
重
要
性
を
認
め
る
基
本
は
変
え
な
い
ま
ま
、
懸
案
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の
ガ
リ
オ
ア
や
ビ
キ
ニ
問
題
で
吉
田
時
代
と
異
な
る
解
決
策
を
示
す
だ
ろ
う
、
③
対
共
産
圏
外
交
は
新
政
権
の
自
主
外
交
を
国
民
に

印
象
づ
け
る
た
め
に
積
極
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
、
中
国
と
の
貿
易
拡
大
と
か
正
常
化
に
関
す
る
声
明
が
多
く
出
る
と
予
想
さ
れ
る
、
④

し
か
し
基
本
的
に
は
〝
慎
重
路
線
〟
を
取
り
、
日
米
関
係
を
阻
害
す
る
行
為
は
避
け
る
だ
ろ
う（（5
（

。

　

続
い
て
一
八
日
に
は
、
こ
こ
数
日
間
の
石
橋
の
日
米
関
係
に
関
す
る
発
言
を
整
理
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
日
本
は
本
質
的
に
米
国

と
の
関
係
を
維
持
す
る
が
、
占
領
時
代
の
風
潮
が
未
だ
残
っ
て
お
り
、
ま
た
米
国
は
日
本
お
よ
び
極
東
の
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て

い
な
い
。
こ
の
誤
り
を
正
す
た
め
に
米
国
側
と
率
直
に
話
し
合
い
た
い
。
②
外
交
政
策
は
基
本
的
に
鳩
山
政
権
の
政
策
を
踏
襲
し
て

米
国
と
協
力
す
る
が
、
こ
れ
は
米
国
へ
の
「
盲
目
的
な
服
従
」
を
意
味
し
な
い
。
米
国
も
政
策
の
多
く
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
③
日
本
の
防
衛
問
題
を
米
国
と
率
直
に
話
し
合
う
が
、
安
全
保
障
条
約
と
行
政
協
定
は
直
ち
に
改
定
で
き
な
い
。
日
本
が
義
務

を
果
た
し
、
米
国
と
対
等
な
立
場
に
立
っ
た
の
ち
に
改
定
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
④
自
己
の
追
放
に
つ
い
て
、
米
国
に
は
悪
感
情

を
抱
い
て
い
な
い
。
占
領
軍
に
不
人
気
で
あ
っ
た
の
は
、
自
身
の
英
語
力
が
乏
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
⑤
中
国
に
関
し
て
は
貿
易

拡
大
を
望
む
が
、
外
交
を
再
構
築
す
る
意
図
は
な
い
。
つ
ま
り
、
自
由
主
義
諸
国
の
頭
越
し
に
対
中
政
策
を
進
め
る
意
図
は
な
く
、

「
中
国
問
題
の
解
決
は
米
国
と
の
協
力
と
指
導
力
に
よ
る
解
決
」
を
目
指
す（（5
（

。

　

は
た
し
て
同
日
、
密
か
に
検
討
さ
れ
て
い
た
〝
石
橋
訪
米
〟
の
件
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
表
面
化
し
た
。
現
地
の
『
読
売
新
聞
』
特
派

員
が
一
四
日
、「
懸
案
中
の
日
米
問
題
を
討
議
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
、
米
国
は
石
橋
の
訪
米
を
歓
迎
す
る
」
と
の
国
務
省
筋
の

非
公
式
発
言
を
報
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
訪
問
の
適
当
な
時
期
は
国
会
明
け
の
来
年
五
月
か
六
月
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
点
ま
で

に
米
国
の
新
し
い
対
日
政
策
が
決
定
さ
れ
よ
う
。
両
首
脳
の
会
談
が
行
わ
れ
れ
ば
、
具
体
的
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
」
と
の
要
旨
で

あ
っ
た
。
従
来
、「
石
橋
の
訪
米
招
待
」
を
直
接
報
道
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
石
橋
は
一
七
日
の
記
者
会
見
で
、「
も
し
時
期
と

事
情
が
許
せ
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
る
意
思
が
あ
る
」
と
言
明
し
て
お
り
、
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
と
な
っ
た（（5
（

。
折
し
も
極
東

問
題
担
当
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
が
来
日
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
情
報
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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⑶　

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
訪
日
と
石
橋
訪
米
計
画
の
浮
上

　

一
二
月
一
九
日
、
上
記
の
よ
う
な
お
膳
立
て
の
下
で
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
米
国
政
府
の
先
陣
を
切
っ
て
、
石
橋
新
総
裁
に
通
産
省

で
対
面
し
た
。
同
席
者
は
石
橋
の
女
婿
の
千
葉
欧
米
局
長
、
ホ
ー
セ
イ
臨
時
代
理
大
使
と
ラ
ム
（Richard H

. Lam
b

）
二
等
書
記
官

で
あ
り
、
日
米
関
係
に
つ
い
て
一
時
間
半
の
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
双
方
は
、
総
裁
当
選
と
日
本
の
国
連
加
入
へ
の
祝
意
と
謝
意
を
交
換
し
、
本
題
に
入
っ
た
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
日
米
間
の

緊
密
な
協
力
の
必
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、
中
ソ
の
共
産
主
義
勢
力
が
日
米
離
反
を
試
み
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
。
石
橋

は
、
日
本
は
完
全
に
米
国
と
協
力
す
る
決
意
で
あ
り
、
共
産
党
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
米
国
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た

上
で
、
日
本
の
経
済
力
の
脆
弱
さ
に
危
険
が
潜
ん
で
お
り
、
経
済
力
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
日
米
間
の
小
さ
な
問
題
を

放
置
す
る
と
、
二
国
間
関
係
を
弱
く
す
る
機
会
に
も
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
米
国
市
場
に
お
け
る
「
日
本
綿

製
品
へ
の
輸
入
制
限
」
に
論
及
し
た
。
そ
し
て
石
橋
は
、
米
国
は
一
方
で
日
本
の
対
中
貿
易
に
制
約
を
加
え
な
が
ら
、
他
方
で
日
本

に
経
済
貿
易
上
の
圧
力
を
か
け
て
い
る
た
め
、
政
府
は
非
常
に
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
バ
ー

ト
ソ
ン
は
、
日
本
側
の
対
米
輸
出
の
〝
自
主
制
限
〟
を
も
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
回
答
す
る
と
と
も
に
、
石
橋
訪
米
の
際
に
決

着
を
図
る
よ
う
求
め
て
、「
石
橋
の
訪
米
を
歓
迎
す
る
」
と
言
明
し
た
。

　

次
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
対
中
貿
易
に
関
す
る
米
国
の
政
策
と
理
由
を
説
明
し
た
。
国
際
共
産
主
義
が
〝
世
界
制
覇
〟
を
目
指
し

て
お
り
、
中
国
は
台
湾
へ
の
武
力
行
使
を
放
棄
せ
ず
、
西
側
と
の
平
和
共
存
を
求
め
て
い
な
い
。
こ
の
潜
在
的
な
戦
争
状
態
を
阻
止

す
る
の
が
米
国
の
政
策
で
あ
り
、
こ
れ
は
米
国
一
国
だ
け
の
利
益
で
は
な
く
、
日
本
を
含
む
自
由
世
界
の
利
益
で
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
安
全
保
障
体
制
の
責
任
上
、
米
国
は
西
側
諸
国
に
対
し
て
「
共
産
圏
貿
易
へ
の
制
限
」
に
協
力
を
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ

ら
に
貿
易
の
短
期
的
利
益
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
全
体
の
長
期
的
な
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

石
橋
は
、「
チ
ン
コ
ム
と
コ
コ
ム
の
制
限
」
の
相
違
に
言
及
し
、
日
中
間
の
戦
略
物
資
の
貿
易
は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
西
欧
諸
国
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は
ソ
連
・
東
欧
を
介
し
て
相
当
量
の
制
限
品
目
を
中
国
へ
輸
出
し
て
い
る
「
矛
盾
」
を
指
摘
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
両
者
が
異

な
る
理
由
を
詳
細
に
説
明
し
、
あ
る
程
度
の
戦
略
物
資
が
中
国
に
流
入
し
て
い
る
事
実
を
認
め
な
が
ら
も
、
間
接
ル
ー
ト
に
よ
る
遅

延
性
と
コ
ス
ト
高
に
よ
っ
て
、
中
国
の
兵
器
製
造
に
厳
し
い
制
約
を
課
し
て
い
る
と
答
え
た
。
石
橋
は
、
日
本
政
府
が
対
中
貿
易
で

米
国
や
自
由
諸
国
と
歩
調
を
合
さ
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
米
国
は
日
本
の
経
済
状
況
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
と
、
日
本
が
対
外
貿
易

に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
最
後
に
双
方
は
、
両
国
政
府
が
今
後
も
協
力
し
て
諸
問
題
に
対
処
す
る

こ
と
を
確
約
し
、
会
談
を
終
了
し
た（（5
（

。

　

そ
の
翌
二
〇
日
、
召
集
さ
れ
た
通
常
国
会
の
初
日
、
鳩
山
内
閣
が
総
辞
職
す
る
と
同
時
に
、
石
橋
は
鈴
木
茂
三
郎
社
会
党
委
員
長

を
衆
議
院
で
二
九
一
票
対
一
五
〇
票
、
参
議
院
で
も
一
五
〇
票
対
七
七
票
と
い
う
大
差
を
も
っ
て
新
内
閣
総
理
大
臣
に
選
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
ホ
ー
セ
イ
は
、「
す
べ
て
の
派
閥
が
満
足
す
る
よ
う
な
同
意
に
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
一
両
日
中
に

新
内
閣
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
画
期
的
な
仕
事
を
期
待
さ
れ
て
い
る
」、「
石
橋
は
党
首
選
で
大
揺
れ
し
た
党
の
調
和
を
取
り
戻
す
決

心
を
し
て
お
り
、
敵
方
に
も
寛
大
な
措
置
を
施
す
つ
も
り
で
あ
る
。
と
く
に
岸
派
に
は
閣
僚
と
党
の
ポ
ス
ト
を
用
意
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
石
橋
の
勝
利
は
党
内
の
勢
力
交
代
を
促
し
て
お
り
、
河
野
は
権
力
の
圏
外
に
置
か
れ
、
三
木
・
石
井
・
池
田
三
派
が
新

主
流
派
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
僅
差
の
勝
利
は
反
対
派
へ
の
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
が
、
現
況
で
は
石
橋
は
有
能
か
つ
強

固
な
意
志
を
も
っ
て
統
率
し
、
前
任
者
よ
り
も
強
力
で
効
果
的
な
指
導
力
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。
一
般
国
民
の
石
橋
に
対
す
る
信
頼

は
決
定
的
な
資
産
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
へ
の
姿
勢
で
は
、
鳩
山
政
権
よ
り
も
さ
ら
に
「
独
立
」
路
線
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る

が
、
米
国
お
よ
び
自
由
世
界
と
の
協
調
路
線
は
継
続
さ
れ
る
、
と
報
告
し
た（（5
（

。

　

し
か
し
ま
も
な
く
、
大
使
館
側
の
分
析
と
予
想
は
楽
観
的
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
二
〇
日
の
首
相
就
任
か
ら
二
三
日
の
石
橋

内
閣
の
組
閣
に
至
る
四
日
間
、
稀
に
見
る
政
治
的
混
乱
が
続
く
か
ら
で
あ
る
。
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第
三
段
階　

石
橋
内
閣
誕
生
か
ら
石
橋
内
閣
退
陣
ま
で

　

石
橋
は
す
で
に
首
相
官
邸
入
り
す
る
前
か
ら
組
閣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
し
か
し
総
裁
選
の
後
遺
症
が
尾
を
引
き
、
と
く
に
岸
・

石
井
・
大
野
の
三
派
閥
が
そ
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
熾
烈
な
争
い
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
閣
僚
や
党
役
員
人
事
が
停
滞
す
る
に
至
っ
た
。

支
持
票
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
石
橋
側
が
要
職
ポ
ス
ト
の
〝
空
手
形
〟
を
頻
発
し
た
こ
と
も
事
態
の
悪
化
を
強
め
た
で
あ
ろ
う
。
総

裁
選
翌
日
の
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
二
月
一
五
日
の
『
毎
日
新
聞
』
は
、「
主
流
・
反
主
流
が
逆
に
―
党
内
は
複
雑
化
」
と

見
出
し
を
掲
げ
、
①
大
野
派
が
旧
主
流
派
の
戦
列
か
ら
抜
け
て
、
石
橋
・
石
井
連
合
軍
の
同
志
に
転
じ
た
こ
と
は
、
内
部
に
動
揺
を

も
た
ら
し
た
、
②
政
界
刷
新
論
者
の
松
村
謙
三
は
岸
・
大
野
体
制
排
撃
を
唱
え
て
き
た
が
、
大
野
派
の
参
入
で
理
論
面
に
矛
盾
が
生

じ
た
、
③
石
井
派
に
も
反
大
野
感
情
が
あ
る
、
と
新
体
制
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
以
後
の
新
政
権

の
〝
迷
走
〟
を
予
告
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
二
三
日
の
組
閣
に
至
る
ま
で
、
石
橋
側
は
か
つ
て
な
い
苦
難
を
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑴　

石
橋
内
閣
の
成
立

　

石
橋
人
事
は
、
最
大
の
功
労
者
の
三
木
武
夫
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
二
月
一
四
日
の
総
裁
選
勝
利
直
後
、
石
橋
は
三
木
に
外
相
を
打

診
し
た
が
、
三
木
が
党
幹
事
長
を
望
ん
だ
た
め
内
々
に
こ
れ
を
了
承
し
た
。
そ
こ
で
二
〇
日
午
前
、
岸
と
の
会
談
で
幹
事
長
は
石
橋

支
持
派
か
ら
、
総
務
会
長
は
岸
派
か
ら
出
す
こ
と
で
合
意
し
た
（『
毎
日
新
聞
』
一
二
月
二
〇
日
夕
刊
）。
次
い
で
官
房
長
官
に
最
側
近

の
石
田
博
英
を
決
定
し
、
石
田
、
三
木
、
池
田
勇
人
ら
を
組
閣
参
謀
と
し
て
閣
僚
人
事
を
本
格
化
さ
せ
た
。
同
日
夕
刻
、
石
橋
は
石

井
・
岸
と
自
民
党
六
役
に
つ
い
て
協
議
し
、
幹
事
長
に
三
木
、
総
務
会
長
に
砂
田
重
政
（
河
野
派
）、
政
調
会
長
に
小
笠
原
三
九
郎

（
石
井
派
）
な
ど
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
石
井
は
同
意
し
た
が
、
岸
は
三
木
の
幹
事
長
就
任
に
難
色
を
示
し
た
ば
か
り
か
、
岸
派
と

し
て
八
閣
僚
を
要
求
す
る
強
硬
な
態
度
に
出
た
（『
毎
日
新
聞
』
一
二
月
二
一
日
）。
そ
の
際
に
岸
は
、
今
度
の
組
閣
は
「
党
内
の
結
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束
」
に
主
眼
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
総
裁
選
挙
で
の
「
論
功
行
賞
」
に
あ
る
の
か
と
問
い
、
も
し
後
者
な
ら
ば
「
私
は
石
橋
さ
ん

と
闘
っ
た
の
だ
か
ら
、
入
閣
す
る
の
は
お
か
し
い
し
、
石
井
さ
ん
を
副
総
理
に
し
て
、
私
に
入
閣
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
…
…

論
功
行
賞
だ
と
受
け
取
る
。
だ
か
ら
石
井
副
総
理
の
も
と
に
私
が
入
る
わ
け
に
は
い
か
ん
」
と
反
駁
し
た（（5
（

。
要
す
る
に
、
石
橋
・
石

井
連
合
に
釘
を
刺
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
石
橋
側
は
、
翌
二
一
日
午
前
、
三
木
人
事
へ
の
強
行
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
八
閣
僚
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い

旨
を
回
答
し
た
。
結
局
岸
側
も
妥
協
し
、
三
木
の
幹
事
長
と
小
笠
原
に
代
わ
る
砂
田
の
総
務
会
長
就
任
は
本
決
ま
り
と
な
っ
た
。
と

は
い
え
、
岸
の
処
遇
が
内
閣
の
帰
趨
を
左
右
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
副
総
裁
は
当
分
も
う
け
な
い
が
、
副
総

理
を
置
く
か
ど
う
か
」
は
岸
の
態
度
次
第
と
な
っ
た
（『
毎
日
新
聞
』
一
二
月
二
一
日
夕
刊
）。
と
こ
ろ
が
同
日
夜
に
石
橋
・
三
木
・
砂

田
三
者
で
閣
僚
名
簿
を
作
成
し
、
岸
ら
を
招
い
て
入
閣
予
定
者
と
個
別
折
衝
に
入
っ
た
が
、
各
派
か
ら
苦
情
が
続
出
し
て
、
組
閣
工

作
は
挫
折
す
る
に
至
っ
た
。
閣
僚
候
補
者
が
松
村
・
三
木
派
三
人
に
対
し
て
、
岸
派
三
人
、
石
井
派
と
大
野
派
二
人
と
の
配
分
が
主

な
理
由
で
あ
っ
た
。
結
局
岸
は
、
入
閣
要
請
を
拒
ん
で
帰
宅
し
た
。
副
総
裁
を
望
む
大
野
も
、
副
総
理
を
望
む
石
井
も
、
閣
僚
数
の

増
加
を
強
く
要
求
し
た
（『
毎
日
新
聞
』
一
二
月
二
二
日
）。
石
橋
を
支
持
し
た
石
井
・
大
野
両
派
が
、
今
や
岸
側
と
連
携
す
る
形
と
な

り
、
こ
こ
に
組
閣
構
想
は
練
り
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

石
橋
は
、
三
木
・
池
田
・
石
田
ラ
イ
ン
に
よ
る
党
・
政
府
の
主
導
権
独
占
が
組
閣
を
頓
挫
さ
せ
た
と
の
指
摘
を
受
け
て
、
岸
派
と

の
〝
決
戦
態
勢
〟
を
避
け
、
夜
を
徹
し
て
各
派
と
の
調
整
に
全
力
を
上
げ
た
。
と
く
に
石
井
・
大
野
と
個
別
に
協
議
し
て
合
意
を
得

た
上
で
、
岸
派
と
折
衝
す
る
作
戦
を
取
っ
た
（『
毎
日
新
聞
』
一
二
月
二
二
日
）。
こ
の
時
点
で
大
野
の
処
遇
を
重
視
し
た
な
ら
ば
、
情

勢
は
好
転
し
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
が
、
現
実
は
逆
で
あ
っ
た
。
石
橋
は
鳩
山
新
党
（
分
自
党
）
結
成
の
際
、
大
野
が
示
し
た
非
協

力
的
姿
勢
に
強
い
不
信
感
を
抱
き
、「
彼
の
義
理
人
情
な
ど
、
ご
都
合
主
義
」
と
見
下
し
て
お
り
、
大
野
の
副
総
裁
就
任
を
斥
け
た（（5
（

。

大
野
は
こ
れ
に
怒
り
、
閣
僚
四
人
を
要
求
す
る
と
同
時
に
、
三
木
幹
事
長
・
池
田
蔵
相
の
人
事
案
に
抵
抗
し
た
。
岸
・
河
野
・
石
井
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各
派
も
池
田
蔵
相
阻
止
で
足
並
み
を
揃
え
た
。
二
一
日
の
停
滞
原
因
は
閣
僚
の
割
当
数
に
あ
っ
た
が
、
今
回
は
池
田
排
撃
が
主
因
と

な
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
二
月
二
三
日
）。
こ
う
し
て
組
閣
工
作
は
完
全
に
行
き
詰
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
石
橋
は
迅
速
に
動
い
た
。
党
長
老
の
松
村
、
松
野
鶴
平
、
大
野
を
相
次
い
で
訪
問
し
意
見
を
交
わ
し
た
上
で
、
石
井
・
岸

と
も
会
談
し
、
党
役
員
・
閣
僚
人
事
に
関
す
る
「
瀬
踏
み
」
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
岸
の
処
遇
が
枢
要
と
な
っ
た
。
岸
は
「
人
事
問

題
は
幹
事
長
（
岸
）、
総
務
会
長
（
石
井
）
な
ど
の
党
の
正
式
機
関
に
は
か
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
一
部
の
長
老
連
と
協
議
す

る
石
橋
を
牽
制
し
た
。
党
内
は
石
橋
陣
営
と
岸
陣
営
に
割
れ
て
談
合
す
る
な
ど
、
次
第
に
緊
迫
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
業
を
煮
や
し
た
石
橋
は
、
決
断
を
下
し
た
。
た
と
え
岸
派
の
協
力
が
得
ら
れ
な
く
と
も
、
組
閣
を
強
行
す
る
構
え
を
見
せ

た
の
で
あ
る
。
翌
二
三
日
午
前
一
〇
時
半
、
石
橋
は
皇
居
で
首
相
た
だ
一
人
の
任
命
式
に
臨
み
、
未
決
定
の
各
閣
僚
職
を
首
相
兼
務

と
す
る
と
の
異
例
の
処
置
に
出
た
。
こ
れ
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
の
片
山
哲
内
閣
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
当

初
の
組
閣
構
想
通
り
に
池
田
蔵
相
に
強
く
就
任
を
求
め
、
池
田
も
応
諾
し
た
。
こ
の
よ
う
な
石
橋
の
想
定
外
の
強
硬
な
動
き
に
は
、

岸
・
大
野
・
石
井
各
派
も
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
結
局
、
参
議
院
か
ら
の
入
閣
予
定
者
三
名
（
郵
政
相
、
防
衛
庁
長
官
、

北
海
道
開
発
庁
長
官
）
を
石
橋
が
兼
任
し
、
そ
れ
以
外
の
閣
僚
一
六
名
を
即
時
決
定
し
て
、
同
日
夜
八
時
過
ぎ
、
よ
う
や
く
石
橋
内

閣
が
発
足
し
た（（5
（

。

　

閣
僚
と
所
属
派
閥
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
石
橋
首
相
（
石
橋
）、
中
村
梅
吉
法
相
（
岸
）、
岸
外
相
（
岸
）、
池
田
蔵
相
（
吉

田
）、
灘
尾
弘
吉
文
相
（
石
井
）、
神
田
博
厚
相
（
大
野
）、
井
出
一
太
郎
農
林
相
（
三
木
）、
水
田
三
喜
男
通
産
相
（
大
野
）、
宮
澤
胤

勇
運
輸
相
（
大
麻
）、
石
橋
郵
政
相
（
の
ち
平
井
太
郎
・
参
院
）、
松
浦
周
太
郎
労
相
（
三
木
）、
南
條
徳
男
建
設
相
兼
首
都
圏
整
備
委

員
長
（
岸
）、
大
久
保
留
次
郎
国
務
相
・
国
家
公
安
委
員
長
兼
行
政
管
理
庁
長
官
（
石
橋
）、
石
橋
国
務
相
・
北
海
道
開
発
庁
長
官

（
の
ち
川
村
松
助
・
参
院
）、
田
中
伊
三
次
国
務
相
・
自
治
庁
長
官
（
石
井
）、
石
橋
防
衛
庁
長
官
（
の
ち
小
瀧
彬
・
参
院
）、
宇
田
耕
一

経
済
企
画
庁
長
官
兼
科
学
技
術
庁
長
官
（
三
木
）、
石
田
官
房
長
官
（
石
橋
）、
林
修
三
法
制
局
長
官
（
無
）。
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こ
れ
ら
の
閣
僚
を
派
閥
別
に
見
れ
ば
、
石
橋
・
三
木
・
岸
・
石
井
派
が
各
三
名
、
大
野
派
が
二
名
、
吉
田
・
大
麻
派
が
各
一
名
、

参
院
三
名
と
な
っ
た
。
当
初
の
石
橋
側
の
組
閣
構
想
に
照
ら
せ
ば
、
池
田
・
三
木
・
石
田
の
人
事
で
は
成
功
し
た
も
の
の
、「
適
材

適
所
と
派
閥
解
消
」
は
大
き
く
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
終
始
抵
抗
し
た
岸
は
、
副
首
相
で
は
な
く
副
首
相
〝
格
〟
の
外
相

と
し
て
入
閣
し
、
文
相
就
任
を
予
定
し
て
い
た
石
井
は
派
内
事
情
か
ら
入
閣
せ
ず
に
終
っ
た
。
以
後
こ
れ
が
両
者
の
明
暗
を
分
け
る

こ
と
と
な
る
。

　

な
お
岸
の
入
閣
を
め
ぐ
る
秘
話
が
今
明
か
さ
れ
て
い
る
。
恒
例
に
よ
り
、
石
橋
が
急
遽
出
来
上
が
っ
た
閣
僚
名
簿
を
昭
和
天
皇
に

内
奏
す
る
と
、
天
皇
が
深
刻
そ
う
な
表
情
を
さ
れ
て
、「
ど
う
し
て
岸
を
外
務
大
臣
に
し
た
か
。
彼
は
先
般
の
戦
争
に
於
て
責
任
が

あ
る
。
そ
の
重
大
さ
は
東
条
以
上
で
あ
る
と
自
分
は
思
う
」
と
発
言
さ
れ
た
。
石
橋
は
「
こ
の
言
を
聞
い
て
、
そ
の
き
び
し
さ
に
驚

き
且
つ
恐
縮
し
た
。
…
…
若
し
旧
憲
法
（
明
治
憲
法
）
時
代
に
於
て
、
か
か
る
こ
と
が
起
っ
た
と
す
れ
ば
、
私
は
直
ち
に
責
を
引
か

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
総
理
辞
職
）
で
あ
ろ
う
」
が
、「
百
方
事
を
尽
く
し
て
了
解
を
求
む
る
の
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
か
の
一
人
の

人
も
、
そ
の
上
更
に
深
く
追
及
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
そ
う
い
う
わ
け
な
ら
宜
し
い
が
、
と
に
か
く
彼
は
東
条
以
上
の
戦
争
責
任
者
で

あ
る
」
と
繰
り
返
さ
れ
た（（5
（

。
昭
和
天
皇
が
「
岸
は
東
条
以
上
の
戦
争
責
任
者
で
あ
る
」
と
、
再
度
論
及
さ
れ
た
真
因
は
不
明
で
は
あ

る
が
、
岸
が
か
つ
て
辣
腕
を
振
る
っ
た
満
州
国
三
カ
年
の
時
期
、
あ
る
い
は
戦
時
体
制
下
の
商
工
大
臣
期
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
異
例
続
き
の
末
に
石
橋
内
閣
は
船
出
し
た
が
、
組
閣
の
難
航
ぶ
り
が
新
政
権
の
前
途
を
暗
く
し
た
。
そ
の
た
め
か
、

総
裁
・
総
理
と
し
て
の
石
橋
の
発
言
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
一
四
日
の
初
の
記
者
会
見
で
は
、「
経
済
の
拡
大
―
完
全
雇
用
の
実
現
は

私
の
理
想
で
あ
る
。
…
…
私
の
政
治
生
命
は
こ
の
経
済
政
策
の
達
成
に
あ
る
」
と
経
済
重
視
を
鮮
明
に
す
る
と
同
時
に
、「
自
主
外

交
の
立
場
」
か
ら
円
滑
な
日
米
関
係
を
目
指
す
が
、
日
米
安
保
条
約
改
定
は
望
ま
な
い
旨
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
日
中
経
済
面
を
密

接
化
し
て
い
く
が
、「
中
共
と
の
国
交
回
復
は
き
わ
め
て
難
し
く
、
当
面
の
課
題
に
は
な
ら
な
い
」
と
政
経
分
離
を
明
か
に
し
た
。
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二
四
日
の
記
者
会
見
で
も
総
裁
公
選
の
後
遺
症
を
否
定
し
た
上
で
、
池
田
蔵
相
を
配
し
た
積
極
経
済
政
策
に
自
信
を
示
す
と
と
も
に
、

解
散
・
総
選
挙
に
慎
重
な
姿
勢
を
表
明
し
、
社
会
党
と
の
政
策
協
議
を
活
発
化
さ
せ
た
い
旨
を
語
っ
た（（5
（

。
実
際
石
橋
は
、
首
班
指
名

直
後
に
社
会
党
の
鈴
木
茂
三
郎
委
員
長
、
浅
沼
稲
次
郎
書
記
長
と
会
談
し
、
与
野
党
協
議
の
定
期
的
開
催
に
合
意
し
て
い
た
（『
朝

日
新
聞
』
一
二
月
二
一
日
）。

　

さ
ら
に
二
六
日
の
外
国
メ
デ
ィ
ア
と
の
会
見
で
も
、
日
米
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
「
早
期
訪
米
を
考
慮
し
て
い
る
」、
日
中
貿

易
の
拡
大
は
「
自
由
世
界
と
国
連
が
課
し
て
い
る
制
限
の
ワ
ク
内
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」、
日
本
の
国
連
加
盟
が
実
現
し
た
が
、

「
国
連
の
警
察
行
動
に
協
力
す
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
の
憲
法
や
国
内
事
情
を
考
慮
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
言
明
し
た
。
な

お
後
日
、「
国
連
に
加
盟
し
て
国
際
的
に
口
を
き
く
た
め
に
は
、
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
連
の
保
護
だ
け
要
求
し
て
、
協

力
は
イ
ヤ
だ
と
い
う
の
で
は
、
日
本
は
国
際
間
に
一
人
前
に
立
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」、
ま
た
「
こ
の
ま
ま
ゆ
け
ば
、
第

三
次
大
戦
が
起
ら
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
」、
日
本
は
微
力
な
が
ら
「
戦
争
を
防
止
す
る
と
い
う
努
力
を
す
べ
き
だ
」、
冷
戦
の
緩

和
に
つ
い
て
は
米
ソ
両
国
と
も
に
「
反
省
し
て
も
ら
う
点
が
あ
る
」
と
、〝
脱
冷
戦
〟
の
実
現
に
も
論
及
し
た（（6
（

。
こ
れ
は
日
本
の
政

治
家
と
し
て
は
異
例
の
発
言
で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
別
の
動
き
が
進
行
し
て
い
た
。
ま
ず
日
中
関
係
で
は
、
国
交
回
復
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
経
済
貿
易
拡
大
を
目
指
す
方
針

を
固
め
て
い
た
。
組
閣
直
後
の
一
二
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
初
閣
議
で
は
、
積
極
経
済
政
策
と
並
ん
で
対
中
国
政
策
が
中
心
議
題
と

な
り
、
そ
の
結
果
、
①
中
国
と
の
国
交
回
復
は
、
国
連
お
よ
び
自
由
主
義
国
家
と
の
調
整
が
つ
い
た
以
後
に
行
う
、
②
対
中
貿
易
は

従
来
以
上
に
積
極
化
し
て
い
く
、
③
コ
コ
ム
の
制
限
緩
和
を
目
指
し
、
特
認
制
度
な
ど
の
活
用
を
図
る
、
④
対
中
貿
易
促
進
の
た
め

に
党
内
に
新
機
構
を
設
け
、
民
間
の
対
中
貿
易
関
係
団
体
も
統
合
し
て
日
本
側
窓
口
の
一
本
化
に
努
め
、
近
い
将
来
、
民
間
通
商
代

表
部
の
交
換
を
目
指
す
、
と
の
方
針
を
決
定
し
た
。
石
橋
は
上
記
④
に
関
し
て
、
高
碕
達
之
助
を
対
中
国
関
係
の
窓
口
に
す
る
よ
う

石
田
に
指
示
し
た
。
ま
た
年
末
、
石
田
は
石
橋
の
命
に
よ
り
吉
田
元
首
相
（
こ
の
時
点
で
自
民
党
入
党
）
を
訪
ね
、
日
中
国
交
回
復
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へ
の
了
解
を
得
よ
う
と
す
る
と
、「
そ
れ
は
結
構
」
だ
が
、「
中
ソ
は
い
ま
一
枚
岩
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
の
二
つ
は
い
つ

か
喧
嘩
す
る
よ
」
と
回
答
し
た
と
い
う
。
中
ソ
対
立
を
見
据
え
た
吉
田
の
慧
眼
で
あ
っ
た（（6
（

。
し
か
も
ま
も
な
く
中
国
は
、
毛
沢
東
の

指
導
の
下
で
、〝
反
右
派
闘
争
〟
を
経
て
〝
大
躍
進
政
策
〟
へ
と
進
み
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
満
ち
た
激
変
期
を
迎
え
る
。
そ
の
よ
う

な
政
治
環
境
の
中
で
、
は
た
し
て
日
本
が
中
国
と
国
交
回
復
交
渉
を
上
手
く
推
進
で
き
た
か
ど
う
か
、
は
な
は
だ
疑
問
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

　

⑵　

米
大
使
館
の
石
橋
内
閣
に
対
す
る
波
状
的
評
価

　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
二
月
二
〇
日
の
石
橋
首
班
指
名
か
ら
二
三
日
の
石
橋
内
閣
成
立
に
至
る
、
醜
悪
な
政
治
舞
台
の
混

乱
は
、
国
内
世
論
か
ら
厳
し
い
批
判
を
招
く
と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
楽
観
論
に
立
っ
て
い
た
米
大
使
館
側
の
石
橋
評
価
を
後
退
さ
せ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

二
四
日
に
ホ
ー
セ
イ
臨
時
代
理
大
使
は
ワ
シ
ン
ト
ン
宛
の
報
告
書
の
中
で
、
そ
の
異
例
な
組
閣
の
遅
延
に
論
及
し
、
石
橋
は
就
任

時
、〝
派
閥
政
治
〟
を
排
除
し
て
、
閣
僚
は
「
適
材
適
所
」
を
基
本
に
任
命
す
る
と
確
約
し
た
が
、
最
終
的
に
は
政
治
圧
力
に
屈
し

て
各
政
治
家
の
資
質
・
能
力
に
配
慮
せ
ず
、
派
閥
を
基
準
に
割
当
を
行
っ
た
。
結
局
新
内
閣
は
〝
派
閥
代
表
の
寄
せ
集
め
〟
と
な
っ

た
。「
石
橋
の
選
出
を
熱
狂
的
に
迎
え
た
報
道
陣
は
、
新
内
閣
の
成
立
経
緯
に
失
望
し
、
石
橋
内
閣
は
お
そ
ら
く
暫
定
政
権
と
な
ろ

う
と
予
測
し
て
い
る
」
と
伝
達
し
た（（6
（

。
そ
れ
は
ま
た
米
大
使
館
自
体
の
見
解
で
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
ホ
ー
セ
イ
は
二
六
日
の
国
務
長
官
宛
文
書
で
、
石
橋
の
記
者
会
見
で
の
発
言
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
石
橋
内
閣
の

初
閣
議
で
は
、
①
北
京
と
の
関
係
正
常
化
と
承
認
問
題
は
、
国
連
、
自
由
主
義
諸
国
、
米
国
と
「
意
見
調
整
」
を
行
っ
た
後
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
、
②
日
中
貿
易
拡
大
に
関
し
て
は
、
チ
ン
コ
ム
の
制
限
緩
和
に
期
待
し
て
早
急
に
開
始
す
る
が
、
当
分
は
「
例
外
措
置

（
特
認
制
度
）」
を
最
大
限
利
用
す
る
、
③
自
民
党
内
に
新
組
織
を
設
置
し
て
日
中
貿
易
を
進
展
さ
せ
、
民
間
の
貿
易
組
織
を
含
む
す
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べ
て
の
組
織
を
統
合
し
て
い
く
ほ
か
、
日
韓
関
係
を
修
復
す
る
、
一
九
五
七
年
度
予
算
を
来
年
一
月
二
八
日
に
国
会
へ
提
出
し
て
補

正
予
算
を
不
要
と
し
、
本
会
計
年
度
終
了
以
前
に
国
会
承
認
を
得
る
、
な
ど
の
方
針
も
伝
え
た
。
さ
ら
に
石
橋
が
二
六
日
の
外
国
人

記
者
会
見
で
、「
石
橋
か
岸
か
い
ず
れ
か
が
日
米
関
係
の
諸
問
題
を
討
議
す
る
た
め
に
訪
米
す
る
」、「
防
衛
予
算
問
題
で
米
国
と
の

意
見
調
整
が
図
ら
れ
る
（
た
だ
し
石
橋
は
安
保
条
約
の
主
な
変
更
を
希
望
し
て
い
な
い
）」
と
言
明
し
た
こ
と
も
付
言
し
た（（6
（

。

　

さ
ら
に
二
八
日
、
ホ
ー
セ
イ
は
次
の
よ
う
に
石
橋
内
閣
の
現
状
を
本
省
に
報
告
し
た
。
新
政
権
は
不
安
定
か
つ
流
動
的
で
あ
り
、

内
部
の
軋
轢
や
様
々
な
弱
点
が
表
出
し
て
い
る
が
、
通
常
国
会
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
地
位

は
安
定
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
未
定
の
防
衛
庁
長
官
人
事
で
は
、
野
村
吉
三
郎
元
海
軍
大
将
（
元
外
相
）
を
充
て
よ
う
と
し
た
が
、

主
要
幹
部
は
「（
野
村
が
）
元
軍
人
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
反
対
し
た
。
そ
こ
で
石
橋
は
、
津
島
寿
一
参
院
議
員
を
任
命
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
津
島
は
参
院
自
民
党
の
支
持
が
な
け
れ
ば
辞
退
す
る
と
の
報
道
も
あ
る
。
そ
の
際
ホ
ー
セ
イ
は
、「
防
衛
庁
長
官
の

選
任
は
、
自
民
党
内
の
派
閥
争
い
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た（（6
（

。
ま
さ
し
く
こ
の
長
官
人
事
は
、
先
の
総
裁
選
の
延

長
線
上
に
あ
り
、
反
対
派
の
意
図
は
新
指
導
部
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

実
は
野
村
と
は
旧
知
の
元
海
軍
中
将
保
科
善
四
郎
（
当
時
衆
院
議
員
）
が
、
元
米
海
軍
作
戦
部
長
の
バ
ー
ク
（A

rleigh Burke

）

大
将
に
書
簡
を
送
り
、
そ
の
中
で
野
村
・
石
橋
両
者
を
弁
護
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
保
科
は
河
野
の
政
界
で
の
専
横
ぶ
り
を
批
判

し
た
上
で
、
も
し
鳩
山
が
後
継
者
を
指
名
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
河
野
の
〝
操
り
人
形
〟
に
な
り
、
党
は
堕
落
し
、
政
府
は
よ
り

親
共
産
主
義
的
な
政
策
へ
進
む
」
こ
と
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
一
方
、
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
石
橋
首
相
に
悪
い
印
象
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
石
橋
は
自
由
世
界
の
側
に
立
つ
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
り
、（
ソ
連
な
ど
）
外
国
の
誘
惑
に
容
易
く
取
り

込
ま
れ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
。
石
橋
は
野
村
提
督
を
防
衛
庁
長
官
に
抜
擢
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
河
野
派
と
三
木
の
反
対
で

入
閣
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。
石
橋
は
派
閥
間
政
治
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
て
い
る
た
め
、
非
常
に
慎
重
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
政
治
状
況
を
い
か
に
打
開
し
て
い
く
か
を
検
討
中
で
あ
る
。
貴
国
の
大
使
が
わ
れ
わ
れ
と
協
調
す
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
な
お
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こ
の
保
科
の
訴
状
は
、
バ
ー
ク
か
ら
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
へ
、
さ
ら
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
北
東
ア
ジ
ア
課
長
へ
と
転
送
さ
れ
、
一
定
の
効
果
を

上
げ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（（6
（

。

　

三
一
日
、
ホ
ー
セ
イ
は
本
省
へ
二
度
の
報
告
を
行
っ
た
。
一
つ
は
岸
外
相
の
発
言
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
①
北
京
と
の
経
済
関
係
は

拡
大
す
る
が
、
共
産
中
国
と
の
外
交
関
係
樹
立
の
意
図
は
な
い
、
②
韓
国
に
拘
留
さ
れ
て
い
る
日
本
の
漁
協
関
係
者
の
解
放
を
優
先

し
、
日
韓
関
係
を
調
整
す
る
、
③
反
対
派
を
含
む
政
界
や
経
済
界
か
ら
支
持
を
得
て
、「
強
力
な
外
交
政
策
」
を
展
開
す
る
、
④
秘

密
外
交
を
排
除
し
て
国
民
の
支
持
を
得
る
、
⑤
日
本
は
自
由
世
界
の
一
員
と
し
て
、
欧
米
諸
国
と
協
調
し
た
政
策
を
遂
行
す
る
、
⑥

日
本
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
諸
国
の
一
員
で
あ
る
、
⑦
日
本
の
外
交
は
国
連
中
心
主
義
で
あ
り
、
中
立
の
立
場
も
親
共
産
圏
の
立
場

も
取
ら
な
い
、
⑧
中
国
は
国
連
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
米
国
そ
の
他
主
要
国
の
承
認
を
得
て
い
な
い
た
め
、
日
本
が
中
国
を
承
認
す

る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、
中
国
と
の
経
済
関
係
は
、
戦
略
物
資
の
輸
出
を
除
い
た
コ
コ
ム
の
制
約
内
で
進
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、

⑧
日
米
関
係
に
は
わ
ず
か
な
疑
惑
も
誤
解
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
旨
を
明
ら
か
に
し
た（（6
（

。
こ
れ
は
岸
が
石
橋
政
権
の
不

安
定
さ
を
見
越
し
た
上
で
、
石
橋
外
交
と
の
違
い
を
顕
現
さ
せ
た
発
言
で
あ
り
、
岸
の
自
信
の
現
れ
で
も
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
が
閣
僚
人
事
に
関
す
る
報
告
で
あ
り
、
郵
政
相
に
平
井
、
北
海
道
開
発
庁
長
官
に
松
川
が
任
命
さ
れ
て
、
残
す
は
防
衛

庁
長
官
の
み
と
な
っ
た
、
と
伝
達
し
た
。
同
時
に
大
使
館
側
の
岸
外
相
に
関
す
る
分
析
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
岸
の
地

位
は
一
面
で
石
橋
反
対
派
の
リ
ー
ダ
ー
、
他
面
で
石
橋
支
援
の
主
要
閣
僚
と
い
う
〝
変
則
的
〟
立
場
に
あ
る
。
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
、

岸
が
直
前
ま
で
外
相
に
就
任
す
べ
き
か
否
か
躊
躇
し
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
岸
支
持
者
の
多
く
が
、
外
相
就
任
は
石
橋
政
権
の
政

策
決
定
に
共
同
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
と
警
告
し
、
次
の
政
権
獲
得
の
機
会
を
失
う
危
険
が
あ
る
と
注
意
し
た
。
し
か
も
岸
は
三
木
の

幹
事
長
就
任
と
池
田
の
蔵
相
任
命
を
阻
止
で
き
ず
、
そ
の
政
治
的
立
場
が
弱
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
石
橋
協
力
路
線
を
選
択
し
た
こ
と

で
、
岸
は
石
橋
の
後
継
者
と
な
る
燭
光
が
見
え
始
め
た
。
岸
は
外
交
に
不
慣
れ
な
が
ら
も
行
政
手
腕
が
巧
み
で
あ
り
、
政
治
的
影
響

力
も
あ
る
た
め
、
党
の
支
持
が
な
か
っ
た
重
光
前
外
相
よ
り
も
、
一
段
と
強
力
で
効
果
的
な
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
岸
と
石
橋
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に
は
強
調
点
の
違
い
は
あ
る
が
、
外
交
政
策
の
基
本
に
相
違
は
な
い
。
し
か
も
外
交
に
無
知
な
石
橋
は
、
岸
に
自
由
裁
量
権
を
与
え

る
旨
を
示
唆
し
て
い
る
。
政
治
的
ラ
イ
バ
ル
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
両
者
は
結
束
し
て
上
手
に
運
営
し
て
い
る
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た（（6
（

。

　

上
記
二
つ
の
報
告
は
、
米
大
使
館
が
岸
の
動
向
に
か
な
り
の
比
重
を
置
き
始
め
た
こ
と
と
、
依
然
石
橋
内
閣
の
存
続
を
予
想
し
な

が
ら
も
、
石
橋
・
岸
両
者
間
の
対
中
・
対
米
外
交
の
相
違
に
着
目
し
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　

⑶　

石
橋
内
閣
の
始
動
と
石
橋
招
待
の
決
定

　

石
橋
新
内
閣
の
基
本
目
標
は
、
翌
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
の
一
月
八
日
、
石
橋
が
自
民
党
の
演
説
会
で
発
表
し
た
「
わ
が

『
五
つ
の
誓
い
』」
の
中
に
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
維
新
期
の
明
治
天
皇
の
「
五
カ
条
の
御
誓
文
」
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
①

国
会
運
営
の
正
常
化
、
②
政
界
官
界
の
綱
紀
粛
正
、
③
雇
用
と
生
産
の
増
大
、
④
福
祉
国
家
の
建
設
、
⑤
世
界
平
和
の
確
立
、
を
掲

げ
て
い
た
。
鳩
山
前
政
権
と
比
較
す
る
と
、
福
祉
社
会
面
の
重
視
と
い
っ
た
基
本
政
策
で
は
連
続
性
を
示
し
て
い
た
が
、
憲
法
改
正

や
再
軍
備
強
化
と
い
っ
た
民
族
主
義
・
国
家
主
義
的
な
方
針
は
姿
を
消
し
て
い
た
。

　

上
記
の
①
と
②
は
、
石
橋
の
言
論
人
時
代
か
ら
一
貫
し
た
主
義
主
張
で
あ
り
、
与
野
党
間
の
協
議
と
運
営
方
法
の
改
善
、
派
閥
の

解
消
、
国
民
へ
の
「
ご
機
嫌
取
り
政
治
は
や
ら
な
い
」
等
を
提
言
し
た
。
③
は
積
極
経
済
政
策
の
具
体
的
な
一
大
目
標
で
あ
り
、
石

橋
は
「
経
済
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
イ
ン
フ
レ
を
起
さ
ず
に
す
ま
せ
る
自
信
が
あ
る
。
経
済
の
拡
大
・
完
全
雇
用
の
実
現
は
私
の
理
想

で
あ
る
」
と
明
言
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ
し
く
〝
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
宰
相
〟
を
目
指
す
と
の
意
思
表
示
で
あ
り
、
こ
の
「
完
全
雇

用
の
実
現
」
と
併
せ
て
「
一
千
億
減
税
・
一
千
億
施
策
」
を
内
政
上
の
最
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
。
④
と
⑤
は
、
国
内
・
国
際
社
会

に
お
け
る
湛
山
の
究
極
目
標
で
あ
り
、
年
来
の
理
想
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
⑤
は
、
大
正
期
以
来
の
〝
小
日
本
主

義
〟
の
延
長
線
上
に
あ
る
大
胆
な
提
言
で
あ
っ
た
。
日
本
は
国
連
加
盟
を
果
た
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、「
世
界
に
平
和
を
も
た
ら
し

た
い
。
こ
の
た
め
に
は
全
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
は
、
単
な
る
美
辞
麗
句
で
は
な
く
、
政
治
家
の
本
分
を
超
え
た
思
想
家
・
宗
教
家
と
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し
て
の
本
領
を
発
揮
し
て
い
た（（6
（

。

　

つ
ま
り
石
橋
は
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
は
、
米
ソ
両
超
大
国
が
〝
共
存
共
栄
〟
へ
と
進
み
、
全
世
界
が
一
致
し
て
こ
れ
に
邁

進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
深
く
信
じ
、
そ
の
た
め
に
日
本
が
率
先
す
る
覚
悟
を
示
そ
う
と
し
た
。
た
と
え
政
界
に
身
を
置
い
て

も
、
宗
教
家
と
し
て
の
矜
持
と
決
意
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
一
月
二
五
日
に
予
定
さ
れ
た
外
国
人
記
者
団
へ
の
「
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ

演
説
草
案
」
に
は
、
そ
の
意
思
が
強
く
綴
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
冷
戦
は
世
界
の
不
安
定
要
因
で
あ
り
、
米
ソ
両
国
は
相
互
に

疑
心
暗
鬼
を
棄
て
る
べ
き
で
あ
る
。「
人
間
の
幸
福
」
が
最
終
目
的
で
あ
る
点
で
は
、〝
資
本
主
義
〟
も
〝
共
産
主
義
〟
も
同
じ
で
あ

る
。「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
本
来
人
間
に
奉
仕
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
が
、
今
は
逆
に
「
人
間
の
生
活
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
奉
仕

さ
せ
る
」
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
が
世
界
の
緊
張
や
対
立
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
い
か
な
る
主
義
主
張
も
そ
れ
が
「
人
類
の
幸
福
を

増
進
す
る
」
も
の
な
ら
ば
、
忌
み
嫌
う
理
由
は
な
い
。
た
と
え
「
共
産
主
義
を
国
是
と
す
る
国
で
あ
ろ
う
と
も
、
共
存
共
栄
の
道
を

歩
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
」。
こ
こ
に
は
元
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か
ら
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
介
し
て
、
広
く
世
界
に
訴

え
た
い
と
い
う
熱
意
が
根
底
に
あ
っ
た
。
し
か
し
惜
し
く
も
こ
の
演
説
は
、
同
日
朝
に
石
橋
が
倒
れ
た
た
め
に
未
発
表
と
な
っ
た（（6
（

。

　

ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ikita K
hrushchev

）
首
相
が
、
核
戦
争
回
避
の
た
め
の
「
米
ソ
平
和
共
存
」（
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
）
を
表
明
し
た
の
は
、
前
年
の
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
冷
戦
の
〝
雪
解
け
〟
を
象
徴
す
る
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド

で
の
米
ソ
首
脳
会
談
は
、
そ
の
二
年
後
に
開
催
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
最
高
指
導
者
と
な
っ
た
石
橋
が
、
そ
の
歴
史
的
分
岐
点
を
見
据

え
て
、
日
本
の
保
守
政
界
で
唯
一
人
、〝
脱
冷
戦
の
テ
ー
ゼ
〟
を
旗
色
鮮
明
に
し
た
歴
史
的
意
義
は
、
決
し
て
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
他
面
、
厳
然
た
る
冷
戦
を
前
に
し
て
、
理
念
先
行
型
の
首
相
に
は
様
々
な
試
練
が
待
ち
構
え
て
い
た
。

　

一
月
二
日
、
ホ
ー
セ
イ
臨
時
代
理
大
使
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、
石
橋
は
年
頭
に
当
た
り
、
日
本
は
国
連
の
新
メ
ン
バ
ー
と
し

て
義
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
減
税
措
置
の
ほ
か
、
生
産
性
向
上
と
雇
用
の
増
大
、
国
際
収
支
の
均
衡
と
経
済
の
拡
大
な
ど
を
実
施

す
る
と
声
明
し
た
、
と
報
告
し
た（（7
（

。
ま
た
翌
三
日
、
ウ
ェ
ア
リ
ン
グ
（F. A

. W
aring

）
参
事
官
は
帰
任
し
た
ア
リ
ソ
ン
大
使
に
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「
日
米
経
済
関
係
の
現
状
」
と
題
す
る
報
告
を
送
り
、
そ
の
中
で
、
新
政
権
の
財
政
方
針
（
社
会
保
障
や
公
共
事
業
拡
大
、
完
全
雇
用

促
進
）
が
、
イ
ン
フ
レ
を
招
来
す
る
ば
か
り
か
、
日
本
の
自
衛
力
強
化
を
目
指
す
来
年
度
防
衛
予
算
の
増
額
が
見
送
ら
れ
る
と
の
公

算
に
触
れ
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
当
局
に
と
っ
て
は
失
望
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
加
え
て
、
新
政
権
は
対
中
国
貿
易
で
の
制
限
緩

和
に
関
し
て
、
米
国
と
の
協
調
姿
勢
を
欠
い
て
い
る
と
批
判
し
た（（7
（

。

　

四
日
、
ア
リ
ソ
ン
は
国
務
長
官
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
第
一
に
政
治
情
勢
に
関
し
て
、
①
石
橋
は
防
衛
庁
長
官
人
事

ば
か
り
か
、
各
省
の
政
務
次
官
や
国
会
の
各
委
員
会
委
員
長
も
選
任
で
き
て
い
な
い
、
②
石
橋
は
八
日
か
ら
全
国
遊
説
を
開
始
し
、

新
政
権
の
政
策
を
国
民
に
説
明
し
て
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
、
③
二
一
日
の
国
会
再
開
以
前
に
、
自
民
党
年
次
大
会
に
臨
ん
だ

の
ち
、
石
橋
内
閣
は
五
七
年
度
予
算
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
、
と
説
明
し
た
上
で
、「
新
政
権
は
堅
実
か
つ
具
体
的
に
政
策
決
定

を
行
っ
て
い
る
。
政
権
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
、
石
橋
は
本
年
中
に
総
選
挙
を
行
う
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
石
橋
の
遊
説
は
そ
の
選

挙
運
動
の
前
哨
戦
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
第
二
に
既
述
の
岸
の
外
交
方
針
を
説
明
し
た
上
で
、
そ
の
見
解
は
石
橋
と
完
全
に

一
致
し
て
お
り
、
鳩
山
時
代
の
よ
う
な
〝
二
極
外
交
〟
は
起
ら
な
い
と
の
岸
発
言
に
論
及
し
、「
新
政
権
は
共
産
中
国
問
題
に
つ
い

て
注
意
深
く
進
め
て
い
る
。
日
中
貿
易
の
拡
大
は
米
国
と
の
協
議
と
現
在
の
国
際
的
枠
組
み
内
で
の
み
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
国
連
多

数
が
現
状
を
変
更
し
な
い
限
り
、
中
国
を
承
認
す
る
措
置
は
取
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。（
第
三
の
国
連
政
策
は
省
略
。）

第
四
に
日
本
の
防
衛
力
強
化
に
関
し
て
石
橋
は
、
①
先
ず
は
地
上
軍
よ
り
も
、
海
・
空
軍
の
防
衛
力
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
②
防
衛
力
増
強
よ
り
も
、
防
衛
装
備
の
革
新
が
重
要
で
あ
る
、
③
日
米
安
保
条
約
と
行
政
協
定
の
改
定
は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
、

④
防
衛
装
備
に
関
わ
る
防
衛
産
業
を
改
善
す
べ
き
で
あ
る
、
と
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
ア
リ
ソ
ン
は
、「
石
橋
の
声
明
は
『
質
と

量
』
を
志
向
し
て
お
り
、
近
代
的
な
防
衛
力
を
強
調
し
て
い
る
が
、
防
衛
力
目
標
に
関
す
る
実
質
的
な
意
見
は
定
か
で
は
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た（（7
（

。

　

一
〇
日
、
ア
リ
ソ
ン
は
ま
た
次
の
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
伝
え
た
。
①
現
政
権
は
、
敵
対
す
る
諸
派
閥
と
不
安
定
な
連
携
を
保
ち
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つ
つ
、
総
選
挙
後
に
大
幅
な
内
閣
改
造
を
行
う
だ
ろ
う
。
②
石
橋
支
持
勢
力
（
三
木
、
池
田
、
石
田
）
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お

り
、
河
野
は
勢
力
基
盤
を
失
い
、
石
井
は
も
は
や
主
要
人
物
で
は
な
い
。
③
岸
は
入
閣
し
た
こ
と
で
河
野
と
の
連
携
か
ら
離
れ
、
反

対
派
と
し
て
で
は
な
く
、
協
力
関
係
を
固
め
て
、
石
橋
の
後
継
者
と
し
て
頭
角
を
現
わ
し
つ
つ
あ
る
。
④
鳩
山
時
代
に
比
べ
る
と
、

新
指
導
部
は
世
代
の
若
返
り
を
求
め
る
国
民
の
要
望
に
沿
っ
て
い
る
。
⑤
石
橋
は
一
般
国
民
の
信
頼
を
得
て
、
経
済
界
は
じ
め
各
界

か
ら
支
持
を
得
て
船
出
し
た
が
、
石
橋
の
政
治
的
立
場
は
不
安
定
で
あ
り
、〝
ハ
ネ
ム
ー
ン
〟
は
長
続
き
し
な
い
だ
ろ
う
。
⑥
新
政

権
の
主
な
関
心
は
、
地
盤
を
固
め
る
こ
と
と
、
二
月
の
予
算
成
立
後
の
四
月
か
五
月
、
遅
く
と
も
九
月
ま
で
に
総
選
挙
を
実
施
す
る

こ
と
に
あ
る
。
⑦
石
橋
、
岸
、
そ
の
他
幹
部
が
目
下
全
国
を
遊
説
中
で
あ
り
、
も
し
国
民
の
反
応
が
良
け
れ
ば
、
予
算
成
立
以
前
に

急
遽
選
挙
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

以
上
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
ア
リ
ソ
ン
は
、
①
総
選
挙
の
実
施
如
何
に
拘
ら
ず
、
保
守
派
は
結
束
し
、
石
橋
側
は
当
面
政
権
を

主
導
し
て
い
く
だ
ろ
う
、
②
初
期
の
模
索
段
階
を
終
え
て
、
石
橋
政
権
は
力
を
増
し
、
前
政
権
よ
り
も
一
層
効
果
的
に
統
治
し
て
い

く
だ
ろ
う
、
③
石
橋
と
そ
の
支
持
者
は
日
米
関
係
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
前
任
者
よ
り
も
率
直
か
つ
力
強
く
自
己
の
見
解
を

表
明
し
、
重
要
な
政
策
分
野
で
は
米
国
と
の
協
調
を
継
続
す
る
だ
ろ
う
、
と
予
測
し
た（（7
（

。
や
や
波
状
的
評
価
な
が
ら
、
米
大
使
館
は

現
政
権
に
対
し
て
、
肯
定
的
姿
勢
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
て
石
橋
は
、
ア
リ
ソ
ン
が
触
れ
た
と
お
り
、
一
週
間
に
及
ぶ
地
方
遊
説
に
乗
り
出
し
た
。
政
治
的
に
不
安
定
な
窮
状
を
打
開
す

る
に
は
、〝
石
橋
人
気
〟
に
乗
じ
て
早
期
に
「
国
会
解
散
」
へ
と
踏
み
切
り
、「
強
固
な
石
橋
体
制
を
築
く
」
以
外
に
な
い
、
と
の
三

木
・
池
田
・
石
田
ラ
イ
ン
の
強
い
意
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
石
橋
は
、
八
日
の
日
比
谷
公
会
堂
を
皮
切
り
と
し
て
、
九

日
札
幌
、
一
一
日
大
阪
、
一
二
日
福
岡
、
一
三
日
名
古
屋
、
そ
し
て
一
四
日
に
東
京
に
戻
る
ま
で
精
力
的
な
全
国
遊
説
を
実
施
し
、

か
な
り
の
成
果
を
収
め
た
。
米
大
使
館
員
は
こ
の
石
橋
遊
説
を
詳
細
に
追
っ
た
。
コ
ル
カ
ッ
ト
（A

drian B. Colquitt

）
領
事
は
初

日
の
日
比
谷
公
会
堂
の
大
会
に
つ
い
て
、「
三
千
名
の
聴
衆
を
前
に
し
て
石
橋
、
岸
、
池
田
、
三
木
ら
が
新
政
権
の
政
策
と
目
標
を
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表
明
し
た
」
が
、
通
常
批
判
的
な
報
道
を
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
「
非
常
に
成
功
し
た
」
と
評
価
し
て
お
り
、「〝
石
橋
ブ
ー
ム
〟
は

進
行
し
つ
つ
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た（（7
（

。
ま
た
ク
ー
リ
ッ
ジ
一
等
書
記
官
も
、「〝
静
か
な
石
橋
ブ
ー
ム
〟
が
起
き
て
い
る
」
と
の
三

木
発
言
に
つ
い
て
、「
こ
の
評
価
は
石
橋
に
同
行
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
政
治
評
論
家
の
間
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
」
と
認
め
た

上
で
、
各
地
で
の
歓
迎
ぶ
り
は
、
二
年
前
の
鳩
山
就
任
時
ほ
ど
熱
狂
的
で
は
な
い
が
、「
鳩
山
ブ
ー
ム
は
気
ま
ぐ
れ
的
で
衝
動
的
」

で
あ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
今
回
の
石
橋
支
持
は
「〝
合
理
的
〟
か
つ
〝
安
定
的
〟」
で
あ
り
、
そ
れ
は
石
橋
の
唱
え
る
「
積
極
財

政
」
が
こ
の
国
に
適
合
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
と
の
信
頼
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
「
石
橋
が
そ
の

決
意
と
能
力
面
で
尊
敬
さ
れ
て
」
お
り
、
聴
衆
を
確
実
に
理
解
さ
せ
る
だ
け
の
能
力
を
備
え
て
お
り
、
鳩
山
よ
り
も
手
腕
を
発
揮
し

て
統
治
し
て
い
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
高
く
評
価
し
た
。
そ
し
て
ク
ー
リ
ッ
ジ
は
、
石
橋
は
「
首
相
指
名
以
後
の
混
乱
の
日
々

を
通
じ
て
不
安
が
見
ら
れ
た
」
が
、
各
地
の
演
説
会
で
歓
迎
を
受
け
た
結
果
、「
自
信
と
確
信
」
を
得
て
、
東
京
に
戻
る
ま
で
に
は

「
す
で
に
長
く
権
力
の
座
に
い
る
か
の
よ
う
な
人
物
と
な
っ
て
い
た
」
と
総
括
し
た（（7
（

。

　

上
記
の
よ
う
な
館
員
の
報
告
に
基
づ
き
、
一
一
日
、
ア
リ
ソ
ン
も
こ
の
石
橋
遊
説
に
関
し
て
、「
石
橋
は
国
民
の
支
持
を
得
て
い

る
」、
マ
ス
コ
ミ
も
現
政
権
に
対
し
て
「
同
調
的
、
好
意
的
」
で
あ
り
、「〝
石
橋
ブ
ー
ム
〟
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
ワ
シ
ン
ト

ン
に
報
告
し
た
。
大
使
館
は
新
政
権
に
高
得
点
を
付
け
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
で
「
石
橋
の
訪
米
」
に
論
及
し
た
。「
一
月
五
日
、

石
橋
は
伊
勢
神
宮
参
拝
の
折
、
米
国
が
承
認
す
れ
ば
訪
米
す
る
準
備
が
あ
る
と
述
べ
た
。
六
日
、
三
木
幹
事
長
が
今
年
中
に
石
橋
訪

米
は
実
現
し
そ
う
だ
と
断
言
し
た
。
九
日
に
は
岸
が
、
自
身
か
石
橋
が
米
国
と
の
誤
解
を
解
消
す
る
た
め
に
訪
米
す
べ
き
だ
と
述
べ

た
」
等
を
踏
ま
え
て
ア
リ
ソ
ン
は
、
日
本
政
府
首
脳
の
訪
米
は
、
日
本
政
治
の
将
来
に
対
す
る
米
国
の
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
に
、

ま
た
日
米
関
係
の
〝
再
調
整
〟
を
求
め
る
日
本
の
要
求
を
満
た
す
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
石
橋
の
威
信
向
上
に
寄
与
す
る
、
と
進
言

し
た（（7
（

。
こ
こ
に
は
石
橋
訪
米
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
最
高
レ
ベ
ル
か
ら
承
認
を
得
た
い
、
と
い
う
大
使
館
側
の
思
惑
が
現
れ
て
い
た
。

　

実
は
す
で
に
水
面
下
で
石
橋
訪
米
計
画
は
進
ん
で
い
た
。
日
本
側
首
脳
の
訪
米
発
言
ば
か
り
で
な
く
、
米
メ
デ
ィ
ア
も
石
橋
招
待
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の
意
向
を
示
す
米
政
府
筋
の
動
き
を
取
り
上
げ
、「
五
月
な
い
し
六
月
訪
米
説
」
を
報
じ
て
い
た
が
、
日
本
側
は
国
会
で
の
予
算
承

認
が
あ
る
こ
と
や
、
英
仏
指
導
者
と
の
会
談
が
先
で
あ
ろ
う
と
の
観
測
も
あ
り
、
不
確
定
な
状
況
が
続
い
て
い
た（（7
（

。

　

明
ら
か
に
推
進
論
者
の
ア
リ
ソ
ン
は
、
こ
の
状
態
に
苛
立
っ
て
い
た
。
七
日
、
国
務
長
官
に
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。「
大
使
館
は

ま
だ
訪
問
旅
行
に
つ
い
て
日
本
政
府
か
ら
正
式
な
い
し
非
公
式
の
要
請
を
受
け
て
い
な
い
」
が
、「
今
春
ワ
シ
ン
ト
ン
訪
問
を
実
施

す
る
計
画
が
新
政
権
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」。
時
期
や
議
題
な
ど
具
体
的
作
業
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、「
石
橋
や
幹
部
の
声

明
は
、
米
国
か
ら
招
待
を
引
き
出
す
よ
う
な
意
図
を
漂
わ
せ
て
い
る
」。「
私
は
新
聞
に
訪
米
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
公
式

チ
ャ
ネ
ル
で
そ
れ
を
決
め
る
時
期
が
到
来
し
た
と
思
う
。
わ
が
方
は
日
本
の
対
応
を
待
つ
べ
き
で
は
な
く
、
主
導
権
を
取
っ
て
直
ち

に
招
待
を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
。
国
務
省
が
最
速
に
進
め
る
よ
う
勧
告
す
る
」。
石
橋
内
閣
の
将
来
が
依
然
不
透
明
で
あ
り
、
通
常

国
会
の
終
了
以
前
に
国
会
を
解
散
し
、
総
選
挙
を
実
施
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、「
日
本
政
府
は
即
答
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
」

が
、「
石
橋
が
し
ば
ら
く
権
力
の
座
に
止
ま
る
」
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
わ
が
方
が
招
待
を
遅
ら
せ
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。
日
米

連
帯
を
改
め
て
強
化
す
る
た
め
に
も
、「
石
橋
を
早
期
に
米
国
へ
招
待
す
る
こ
と
が
緊
要
な
第
一
歩
で
あ
る（（7
（

」。
こ
の
よ
う
に
ア
リ
ソ

ン
は
自
信
を
込
め
て
進
言
し
た
。

　

す
る
と
効
果
が
現
れ
た
。
九
日
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
か
ら
マ
ー
フ
ィ
ー
（Robert D

. M
urphy

）
国
務
次
官
代
理
を
介

し
て
、
国
務
長
官
へ
書
簡
（
主
題
「
日
本
首
相
の
ワ
シ
ン
ト
ン
招
待
」）
が
送
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
、
①
去
る
一
二
月
二
六
日
に
大
統

領
と
国
務
長
官
が
会
談
し
た
折
、「
石
橋
を
一
九
五
七
年
五
月
初
旬
ま
で
の
適
当
な
日
時
に
米
国
に
招
待
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
」

と
私
は
理
解
し
て
い
る
、
②
東
京
の
大
使
館
は
、
日
時
設
定
以
前
に
公
式
招
待
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
、
③
「
も
し
石

橋
が
招
待
を
受
け
れ
ば
そ
の
作
業
を
開
始
す
る
。
…
…
私
は
谷
（
正
之
）
大
使
と
こ
の
件
で
協
議
し
た
。
谷
は
最
終
決
定
ま
で
〝
秘

密
〟
を
保
持
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
」、
と
あ
っ
た（（7
（

。
こ
れ
は
ア
リ
ソ
ン
に
と
っ
て
待
望
の
朗
報
で
あ
っ
た
。
翌
一
〇
日
、
彼

は
国
務
長
官
に
対
し
て
、「
私
は
一
月
一
六
日
、
石
橋
が
遊
説
を
終
え
て
帰
京
し
た
際
、
石
橋
と
会
う
予
定
の
た
め
、
米
国
政
府
か
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ら
招
待
の
申
し
出
を
許
可
す
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
打
診
し
た（（8
（

。

　

一
一
日
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
国
務
長
官
に
、「
石
橋
首
相
の
公
式
訪
問
の
た
め
の
招
待
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
覚
書
を
送
っ
た
。

「
私
は
石
橋
首
相
の
ワ
シ
ン
ト
ン
訪
問
へ
の
招
待
状
を
発
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
一
二
月
二
六
日
に
お
け
る
貴
殿
と
大

統
領
と
の
会
談
で
は
、
こ
の
件
が
明
確
に
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
旨
を
承
知
し
て
い
る
。
大
統
領
は
〝
極
東
メ
ニ
ュ
ー
〟
が
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
統
領
の
）
マ
グ
サ
イ
サ
イ
、（
次
が
）
石
橋
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
」。
し
か
し
「
石
橋
は
国
家
元
首
で
は
な
く
、
そ
の

訪
問
は
大
統
領
に
多
く
の
時
間
を
使
わ
せ
な
い
。
昼
食
会
と
実
質
的
討
議
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
貴
殿
が
石
橋
と
複
数
回
の

討
議
を
も
つ
こ
と
は
望
ま
し
い
。
石
橋
も
ワ
シ
ン
ト
ン
で
そ
の
他
の
高
官
と
の
面
会
を
望
ん
で
い
る
」。「
石
橋
訪
問
が
予
定
さ
れ
て

い
る
五
月
初
め
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
〝
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〟
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
」
が
、「
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
す

で
に
谷
大
使
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
石
橋
招
待
を
発
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る（（8
（

」。

　

し
か
し
ダ
レ
ス
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
一
二
日
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に
対
し
て
、「
長
官
が
石
橋
訪
問
を
承
認
し
て
い

な
い
」、
長
官
の
見
解
は
「（
去
る
大
統
領
と
の
会
談
で
は
）
マ
グ
サ
イ
サ
イ
が
来
訪
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
み
、
石
橋
を
招
待
す

る
」
と
の
決
定
で
あ
っ
た
た
め
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
特
別
の
要
請
を
出
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
、
と
伝
え
た
。
そ
こ
で

マ
ー
フ
ィ
ー
は
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
自
身
が
長
官
に
対
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
石
橋
訪
問
の
承
認
を
求
め
る
文
書
を
添
え
て
、
石

橋
招
待
を
進
言
す
る
よ
う
提
案
し
た（（8
（

。
か
つ
て
石
橋
は
追
放
中
、
鳩
山
、
石
井
と
と
も
に
ダ
レ
ス
と
密
か
に
会
見
し
て
お
り
、
面
識

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ダ
レ
ス
は
石
橋
に
好
印
象
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
元
来
ダ
レ
ス

が
岸
を
贔
屓
に
し
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い（（8
（

。

　

そ
れ
で
も
石
橋
訪
米
計
画
は
着
実
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
一
四
日
に
石
橋
か
ら
マ
ー
フ
ィ
ー
に
対
し
、
首
相
就
任
時
の
祝
辞
へ
の

返
礼
文
書
が
届
け
ら
れ
た（（8
（

。
米
国
側
は
こ
れ
を
訪
米
承
諾
の
証
左
と
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
二
三
日
に
は
、
石
橋
が
ワ
シ
ン

ト
ン
を
公
式
訪
問
し
た
際
の
「
見
積
も
り
経
費
」
が
提
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
三
日
間
の
公
式
訪
問
で
米
国
政
府
の
ゲ
ス
ト
の
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場
合
（
大
統
領
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
車
台
、
国
務
長
官
主
催
の
大
規
模
デ
ィ
ナ
ー
お
よ
び
二
回
の
昼
食
会
、
そ
の
他
の
雑
支
出
）
計
六
千
ド

ル
。
非
公
式
訪
問
の
場
合
（
国
務
長
官
に
よ
る
大
規
模
晩
餐
会
、
二
回
の
昼
食
会
、
そ
の
他
の
支
出
）
計
四
五
〇
〇
ド
ル
。（
以
下
省
略
）」

で
あ
っ
た（（8
（

。

　

こ
う
し
て
マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
二
五
日
、
国
務
長
官
宛
の
覚
書
（
主
題
「
石
橋
の
訪
問
」）
の
中
で
、「
日
本
の
石
橋
首
相
に
対
し
て

『
一
九
五
七
年
五
月
の
米
国
訪
問
の
招
待
を
発
す
べ
き
で
あ
る
』
と
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
勧
告
に
同
意
す
る
。
石
橋
の
訪
問
は
日
米

関
係
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と
の
主
文
に
続
き
、
同
年
前
半
期
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
「
公
式
招
待
者

リ
ス
ト
」（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
サ
ウ
ド
王
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
英
女
王
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
英
首
相
な
ど
）
を
示
し
た
上
で
、「
国
務
省
は
五
月
に

石
橋
首
相
へ
の
招
待
発
出
を
大
統
領
に
承
認
し
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
…
…
も
し
大
統
領
が
承
認
す
れ
ば
、
大
統
領
は
石

橋
と
の
朝
食
会
を
開
く
こ
と
を
望
む
」
旨
を
明
ら
か
に
し
た（（8
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
よ
う
や
く
石
橋
の
「
五
月
訪
米
」
が
固
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
（
大
統
領
の
正
式
決
定
は
二
月
四

日
（
（8
（

）。
要
す
る
に
米
国
政
府
と
し
て
は
、
石
橋
新
政
権
が
不
安
定
要
素
を
抱
え
な
が
ら
も
、「
今
後
安
定
へ
と
向
う
」
と
の
予
測
に
基

づ
き
、
石
橋
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
招
待
し
、
親
米
路
線
へ
と
誘
導
す
る
た
め
に
訪
米
の
実
現
が
好
ま
し
い
、
と
の
大
局
的
判
断
に
立
つ

に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

⑷　

石
橋
の
急
病
と
石
橋
内
閣
の
退
陣

　

と
こ
ろ
が
事
態
は
急
変
す
る
。
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
月
二
五
日
朝
、
石
橋
首
相
は
脳
梗
塞
を
発
生
し
て
自
宅
で
倒
れ
た

の
で
あ
る
。
比
類
の
無
い
ほ
ど
健
康
を
誇
っ
た
石
橋
が
、
一
体
な
ぜ
倒
れ
た
の
か
。

　

そ
の
最
大
原
因
は
、
過
密
な
全
国
遊
説
日
程
に
あ
っ
た
。
既
述
の
通
り
、
組
閣
時
の
混
乱
か
ら
石
橋
政
権
の
脆
弱
性
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
三
木
幹
事
長
、
池
田
蔵
相
、
石
田
官
房
長
官
ら
幹
部
は
、
早
期
に
国
会
を
解
散
し
、
総
選
挙
に
よ
っ
て
政
界
を
再
編
し
、
政
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治
的
安
定
を
確
保
す
る
と
の
政
治
戦
略
を
描
い
た
。
そ
の
た
め
に
石
橋
自
ら
が
、「
一
千
億
減
税
、
一
億
施
策
」、「
完
全
雇
用
の
実

現
」、「
社
会
福
祉
の
充
実
」
等
の
新
政
策
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
全
国
遊
説
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
七
二
歳
の
老

齢
を
押
し
て
の
東
奔
西
走
は
、
石
橋
を
疲
労
困
憊
の
極
へ
と
追
い
や
っ
た
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
月
九
日
札
幌
、
一
一
日
大
阪
・
名

古
屋
、
一
二
日
福
岡
、
一
三
日
名
古
屋
と
遊
説
が
続
き
、
翌
一
四
日
帰
京
す
る
や
、
皇
室
主
催
の
鴨
猟
（
千
葉
県
行
徳
）
へ
出
向
く

が
、
そ
の
時
に
石
橋
は
疲
労
で
倒
れ
、
新
橋
第
一
ホ
テ
ル
に
担
ぎ
込
ま
れ
た
と
の
秘
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
や
は
り
遊
説
が
過
労

と
な
り
、
悪
い
前
兆
が
発
覚
し
て
い
た（（8
（

。

　

も
し
周
囲
が
こ
れ
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
健
康
管
理
の
善
後
策
を
講
じ
て
い
た
な
ら
ば
、
以
後
の
情
勢
も
異
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
三
日
、
石
橋
は
母
校
早
稲
田
大
学
の
祝
賀
会
に
臨
み
、「
大
隈
講
堂
に
て
学
生
の
た
め
の
講
演
、
続
い
て

大
隈
庭
園
に
て
校
友
祝
賀
会
。
右
四
時
ご
ろ
終
り
帰
宅
」
し
た
。
明
二
四
日
は
朝
九
時
か
ら
評
論
家
と
の
朝
食
会
、
正
午
に
は
首
相

官
邸
で
全
国
検
事
長
会
、
午
後
二
時
に
は
河
野
処
遇
の
件
で
大
映
社
長
の
永
田
雅
一
と
内
密
に
会
見
し
、
続
い
て
静
岡
県
人
会
の
祝

賀
会
、
四
時
か
ら
は
築
地
の
料
亭
で
東
京
各
社
の
論
説
委
員
と
会
合
し
た
。
そ
の
後
、
翌
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
外
国
人
記
者
団
向

け
の
演
説
草
稿
に
手
を
い
れ
た
が
、
も
は
や
疲
労
の
限
界
を
超
え
て
い
た
。
早
稲
田
の
祝
賀
会
で
寒
風
の
中
に
長
時
間
も
身
を
さ
ら

し
た
こ
と
が
原
因
で
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
そ
れ
が
退
陣
の
引
き
金
と
な
っ
た
と
巷
間
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
石
橋
は
そ
の
一

週
間
前
に
体
調
を
崩
し
て
い
た
の
で
あ
る（（8
（

。

　

全
国
遊
説
や
祝
賀
会
以
外
に
も
、
石
橋
を
心
身
と
も
に
苦
し
め
た
政
治
問
題
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
日
本
の
防
衛
予
算
」
を
め
ぐ

る
米
国
政
府
側
か
ら
の
圧
力
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
「
米
価
問
題
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
九
五
七
年
度
予
算
案
に
関
す
る
河
野
ら
反

主
流
派
か
ら
の
揺
さ
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

前
者
の
防
衛
予
算
案
を
め
ぐ
る
日
米
対
立
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
石
橋
日
記
に
よ
れ
ば
、
年
明
け
の
一
月
一
六
日
、「
十

時
官
邸
に
て
ア
リ
ソ
ン
氏
と
会
見
、
同
氏
離
任
の
あ
い
さ
つ
。
合
せ
て
防
衛
予
算
に
つ
き
米
側
見
解
の
開
陳
あ
り
、
趣
旨
に
お
い
て
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私
に
異
議
な
し
と
答
う
。
…
…
午
後
一
時
、
岸
外
務
、
池
田
大
蔵
両
相
と
防
衛
問
題
に
て
打
合
せ
。（
昭
和
）
三
十
二
年
度
に
は
一

万
名
の
陸
上
部
隊
増
を
行
わ
ず
、
又
同
年
度
予
算
は
一
千
億
円
の
線
を
守
る
件
確
認
」
と
あ
る（（9
（

。

　

し
か
し
ア
リ
ソ
ン
は
同
日
付
の
ダ
レ
ス
宛
電
文
の
中
で
、
石
橋
と
の
会
見
結
果
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。
米
国
政
府
は
日
本

の
防
衛
予
算
規
模
に
関
心
が
あ
り
、「
日
本
の
漸
進
的
な
防
衛
努
力
に
後
退
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」、
も
し
日
本
の
防
衛
予
算
が
本

年
度
よ
り
も
増
額
さ
れ
な
い
場
合
、「
米
国
政
府
や
議
会
か
ら
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
」、
し
か
も
日
本
は
国
連
加
盟
し
た
こ
と

で
国
際
的
役
割
が
問
わ
れ
て
お
り
、「
来
年
度
予
算
で
の
後
退
は
許
さ
れ
な
い
」
と
石
橋
に
強
く
迫
っ
た
が
、
石
橋
は
〝
漸
増
主
義
〟

に
基
づ
く
防
衛
政
策
を
進
め
る
意
思
を
明
確
に
し
た
上
で
、「
空
・
海
部
隊
の
増
加
は
認
め
ら
れ
て
も
、
陸
上
部
隊
一
万
人
を
増
加

さ
せ
る
予
算
は
困
難
で
あ
り
、
次
年
度
（
一
九
五
八
年
度
）
予
算
に
計
上
す
る
」
と
言
明
し
、
米
国
側
の
要
求
を
斥
け
た
。
そ
こ
で

離
任
す
る
ア
リ
ソ
ン
は
、
今
後
、
極
東
米
軍
お
よ
び
米
大
使
館
が
日
本
側
当
局
と
、
防
衛
費
の
増
額
並
び
に
陸
上
部
隊
増
強
の
実
現

の
た
め
に
協
議
を
継
続
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る（（9
（

。
要
す
る
に
、
石
橋
の
「
異
議
な
し
」
と
の
理
解
は
ま
っ
た
く
誤
解
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ア
リ
ソ
ン
が
石
橋
に
強
い
態
度
で
迫
っ
た
理
由
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
が
七
日
に
ダ
レ
ス
へ
発
し
た
覚
書
に
見
出
せ
る
。
一
九
五
四

（
昭
和
二
九
）
年
三
月
、
難
交
渉
の
末
に
日
本
側
と
「
Ｍ
Ｓ
Ａ
協
定
」
を
ま
と
め
た
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
日
本
の
〝
中
立
化
〟
と

〝
反
米
感
情
〟
の
高
ま
り
を
警
戒
し
、
対
応
策
を
講
じ
る
よ
う
ダ
レ
ス
に
進
言
し
て
い
た（（9
（

。
そ
れ
は
先
の
石
橋
と
の
会
見
で
さ
ら
に

対
日
不
信
感
が
高
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

実
際
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
一
八
日
、「
石
橋
、
日
本
地
上
軍
の
増
額
を
阻
止
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
本
部
に
報
告
し
て
い
る
。
石
橋
は

一
六
日
に
ア
リ
ソ
ン
に
対
し
て
、「
一
九
五
七
年
中
に
日
本
の
地
上
軍
（
陸
上
自
衛
隊
）
増
強
の
た
め
に
予
算
増
額
す
る
こ
と
は
、
政

治
的
理
由
で
不
可
能
で
あ
る
」
が
、「
海
・
空
の
人
員
増
強
は
承
認
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
翌
五
八
年
予
算
に
は
地
上
軍
の
一
万
人
増

強
が
認
め
ら
れ
よ
う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
石
橋
は
、「
そ
の
他
の
軍
事
的
支
出
の
増
額
と
本
年
度
予
算
の
繰
越
資
金
は
五
七
年
度
に
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利
用
し
た
い
」、
と
言
明
し
た
。
つ
ま
り
、
①
石
橋
自
身
は
〝
量
〟
に
対
す
る
〝
質
〟
を
重
視
し
て
お
り
、
防
衛
力
の
近
代
化
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
②
軍
事
費
の
増
額
は
、
減
税
と
か
福
祉
厚
生
予
算
な
ど
と
対
比
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
③
日
本
の
防
衛

力
整
備
上
、
地
上
軍
の
増
強
に
は
与
野
党
か
ら
批
判
を
生
む
と
予
想
さ
れ
る（（9
（

。
要
す
る
に
米
国
政
府
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
五
七
年

度
予
算
の
防
衛
費
増
額
お
よ
び
陸
上
部
隊
の
一
万
人
増
強
が
、
危
機
的
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
日
米
間
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
大
き
か
っ
た
。

　

以
降
、
米
国
側
の
巻
き
返
し
が
始
ま
っ
た
。
二
一
日
、
対
日
交
渉
中
の
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
（M

atthew
 B. Ridgw

ay

）
極
東
軍
司
令

官
は
陸
軍
省
に
対
し
て
、
日
本
の
五
七
年
度
の
防
衛
予
算
額
は
、
五
六
年
度
予
算
額
の
一
一
〇
七
億
円
か
ら
わ
ず
か
八
億
円
を
上
乗

せ
し
た
一
一
一
五
億
円
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
、「
日
本
の
防
衛
努
力
が
後
退
し
て
い
る
」
ば
か
り
で
な
く
、「
六
カ
年
の
防

衛
計
画
に
も
負
の
影
響
が
出
て
い
る
」
旨
を
訴
え
た
。
二
四
日
に
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
北
東
ア
ジ
ア
課
長
は
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に
対
し
て
、

日
本
の
防
衛
面
に
お
け
る
脆
弱
性
に
鑑
み
て
、「
米
国
は
有
事
の
際
に
日
本
を
頼
り
と
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
申
し
出
た（（9
（

。
し
か
も

依
然
と
し
て
防
衛
庁
長
官
人
事
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
石
橋
は
津
島
案
が
消
え
た
の
ち
石
井
に
も
打
診
し
た
が
断
ら
れ
、
結
局
、
小

瀧
彬
が
就
任
し
た
の
は
二
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
石
橋
を
苦
し
め
た
の
が
米
価
問
題
で
あ
っ
た
。
八
日
の
閣
議
で
決
ま
っ
た
新
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、「
所
得

税
減
税
」
な
ど
を
謳
い
な
が
ら
も
、「
消
費
者
米
価
の
引
上
げ
」
を
定
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
野
党
社
会
党
は
、
米
価
引
上
げ

に
反
対
す
る
国
民
運
動
を
行
う
方
針
を
決
定
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
月
九
日
夕
）。
こ
れ
に
乗
じ
た
の
が
反
主
流
派
の
河
野
ら
で

あ
っ
た
。
石
橋
日
記
で
は
、
二
〇
日
に
河
野
が
「
予
算
に
か
ら
み
て
反
抗
運
動
を
計
画
」
し
て
い
る
と
の
情
報
が
入
り
、
二
一
日

「
本
日
も
党
と
の
調
整
つ
か
ず
予
算
決
定
せ
ず
」、
二
二
日
「
本
日
も
予
算
決
定
せ
ず
」、
そ
し
て
二
三
日
「
本
日
も
予
算
案
、
党
と

の
諒
解
不
能
、
閣
議
は
明
日
に
延
期
。
妥
協
す
る
か
一
戦
を
交
え
る
か
」、
こ
こ
で
日
記
は
途
絶
え
て
い
る（（9
（

。

　

し
か
し
結
局
主
流
派
は
敗
北
を
喫
し
た
。
二
五
日
午
前
中
に
砂
田
総
務
会
長
が
岸
外
相
、
河
野
、
大
野
ら
と
会
見
し
、「
米
価
据
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置
き
」
と
食
管
制
度
検
討
の
た
め
の
新
調
査
会
の
設
置
が
ま
と
ま
り
、
党
内
の
大
勢
は
「
米
価
値
上
げ
見
合
わ
せ
」
と
な
っ
た

（『
朝
日
新
聞
』
二
月
二
五
日
夕
）。
午
後
七
時
、
三
木
、
砂
田
ら
が
静
養
中
の
石
橋
を
訪
ね
、「
消
費
者
米
価
値
上
げ
延
期
」
の
方
針

を
伝
え
て
了
承
を
得
た
の
で
あ
る（（9
（

。

　

こ
の
党
内
対
立
を
、
米
大
使
館
は
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
た
。
モ
ー
ガ
ン
参
事
官
は
次
の
よ
う
に
総
括
し
た
。「
石
橋
政
権
お
よ

び
自
民
党
新
主
流
派
は
、
予
算
と
米
価
問
題
に
関
し
て
、
党
内
の
反
対
勢
力
に
降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
敗
因
は
石
橋
側
の

戦
略
不
足
に
あ
る
。
石
橋
側
は
国
会
解
散
の
好
機
を
掴
む
の
に
失
敗
し
た
ば
か
り
か
、
重
要
な
支
持
者
を
不
要
に
怒
ら
せ
、
河
野
率

い
る
敵
対
勢
力
の
底
力
と
決
意
を
過
小
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
石
橋
政
権
の
威
信
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
脆
弱
さ

を
露
わ
に
し
て
い
る
。
し
か
し
政
権
に
は
ま
だ
回
復
の
可
能
性
が
あ
る
。
石
橋
の
病
気
や
、
岸
が
石
橋
と
協
力
し
続
け
る
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
す
べ
て
を
考
慮
す
る
と
、
石
橋
政
権
は
依
然
適
度
に
望
み
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る（（9
（

」。
依
然
と
し

て
大
使
館
側
は
、
石
橋
政
権
の
存
続
を
信
じ
て
い
た
。

　

さ
て
石
橋
が
倒
れ
た
二
五
日
当
日
に
は
閣
議
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
川
上
大
典
秘
書
官
か
ら
緊
急
通
報
を
受
け
た
石
田
官
房
長
官

は
、
そ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
た
。
以
後
の
経
過
も
芳
し
く
な
く
、「
三
週
間
の
静
養
」
を
発
表
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
時
折
、
石

橋
は
気
分
が
良
い
と
、
議
会
の
論
戦
の
速
記
録
な
ど
取
り
寄
せ
て
国
会
に
出
る
準
備
を
し
て
い
た
も
の
の
、
病
勢
は
よ
く
な
ら
ず
、

二
月
一
九
日
、
村
山
主
治
医
と
佐
々
医
師
か
ら
「
当
分
の
間
静
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
診
断
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
石
田
は
、

三
木
幹
事
長
と
相
談
し
、
さ
ら
に
二
名
を
加
え
た
計
四
名
の
医
師
団
で
最
終
的
な
診
断
を
下
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
に
従
う
旨
を
決

定
し
た
。
二
二
日
に
石
橋
を
診
断
し
た
橋
本
寛
敏
医
師
は
、「（
診
察
の
）
見
方
に
は
多
少
差
が
あ
り
ま
し
た
。
…
…
一
国
の
総
理
の

病
状
、
し
か
も
む
ず
か
し
い
政
局
の
真
直
中
の
こ
と
で
す
か
ら
ね
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
よ
。
政
治
的
圧
力
な
ん
て
こ
と

は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
表
さ
れ
た
診
断
は
…
…
二
ヶ
月
の
静
養
と
加
療
と
な
り
ま
し
た
。
…
…
す
る
と
石
田
さ
ん
…
…
総

理
は
も
う
辞
め
る
、
と
仰
言
っ
て
、
あ
の
石
橋
書
簡
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
巻
紙
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
名
文
で
し
た
ね
」
と
証
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言
す
る（（9
（

。

　
石
橋
は
国
会
登
壇
が
不
可
能
と
な
り
、
し
か
も
言
語
障
害
の
不
安
も
抱
え
て
い
た
た
め
、
潔
く
辞
任
を
覚
悟
し
た
。
こ
う
し
て
辞

任
の
書
簡
が
石
橋
本
人
の
了
解
を
得
な
が
ら
、
三
木
幹
事
長
（
原
文
は
平
沢
和
重
）
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。「
私
は
新
内
閣
の
首
相

と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
る
予
算
審
議
に
一
日
も
出
席
で
き
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
以
上
は
首
相
と
し
て
の
進
退
を

決
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
私
の
政
治
的
良
心
に
従
い
ま
す
」
と
の
文
面
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
言
論
人
時
代
の
石
橋
は
、
凶
弾
に

倒
れ
て
登
院
が
不
能
に
陥
っ
た
浜
口
雄
幸
首
相
に
辞
任
を
迫
っ
た
が
、
今
度
は
自
ら
が
浜
口
の
立
場
に
置
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ

う
し
て
二
月
二
三
日
、
石
橋
内
閣
は
総
辞
職
す
る
に
至
っ
た
。
総
裁
就
任
か
ら
七
一
日
、
内
閣
発
足
か
ら
わ
ず
か
六
三
日
の
短
命
政

権
と
な
っ
た（（9
（

。

　

⑸　

石
橋
退
陣
と
米
国
政
府
の
対
応

　
で
は
こ
の
間
、
米
国
側
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
橋
退
陣
に
至
る
経
過
を
米
大
使
館
の
報
告
に
沿
っ
て
繙
い

て
み
た
い
。

　
米
大
使
館
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
省
に
石
橋
急
病
を
伝
達
し
た
の
は
、
発
病
か
ら
六
日
を
経
た
一
月
三
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
石
橋
首
相
は
先
週
来
、〝
気
管
支
肺
炎
〟
に
罹
り
、
少
な
く
と
も
二
三
週
間
の
休
養
を
要
す
る
」
と
の
発
表
が
あ
り
、
岸
外
相
が
首

相
代
行
の
有
力
候
補
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
数
週
間
、
国
会
論
戦
が
行
わ
れ
る
た
め
、
首
相
の
不
在
は
政
府
に
と
っ
て
重
大
な

足
か
せ
と
な
る
、
と
ア
リ
ソ
ン
は
報
告
し
た（（10
（

。
病
名
を
「
老
人
性
肺
炎
」
と
し
た
の
は
政
治
的
影
響
を
配
慮
し
て
の
一
時
的
措
置
で

あ
り
、
真
因
は
脳
梗
塞
で
あ
っ
た
。
翌
二
月
一
日
、
ア
リ
ソ
ン
は
「
石
橋
首
相
は
病
気
期
間
中
、
岸
外
相
を
首
相
代
行
（
正
確
に
は

首
相
臨
時
代
理
）
に
任
命
し
た
。
岸
は
二
月
四
日
の
首
相
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、
政
府
代
表
と
し
て
答
弁
す
る
。
…
…
岸
の
ポ
ス

ト
は
一
時
的
・
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
政
府
の
方
針
に
変
更
は
な
い
」、「〝
反
対
派
〟
リ
ー
ダ
ー
の
岸
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
疑
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問
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
全
般
的
に
岸
は
妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
政
治
上
の
重
点
は
石
橋
の
病
気
が
急
速
に
回
復
す
る
か

否
か
に
あ
る
。
…
…
万
一
病
気
が
長
期
化
す
る
な
ら
ば
、
保
守
政
治
に
危
機
的
事
態
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
」
と
国
務
長
官
に
伝
え
た（（10
（

。

　

な
お
こ
の
間
に
岸
は
、
大
磯
の
吉
田
を
頻
繁
に
訪
ね
、
外
交
政
策
に
関
す
る
助
言
を
求
め
る
な
ど
し
た
結
果
、
吉
田
は
岸
に
好
印

象
を
抱
き
、
池
田
ら
に
岸
と
協
力
す
る
よ
う
指
示
し
た
、
と
の
情
報
が
大
使
館
に
入
っ
て
い
た（（10
（

。
岸
は
鳩
山
政
権
期
以
来
亀
裂
が
生

じ
て
い
た
吉
田
側
と
の
関
係
修
復
に
迅
速
に
動
き
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
首
相
代
行
と
し
て
二
月
四
日
に
施

政
方
針
演
説
を
行
っ
た
岸
に
関
し
て
、
一
三
日
、
北
東
ア
ジ
ア
課
長
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
大
使
館
の
ハ
ワ
ー
ド
（
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
思
わ

れ
る
）
に
次
の
よ
う
な
微
妙
な
内
容
の
書
簡
を
送
信
し
て
い
る
。
衆
参
両
院
で
の
岸
演
説
を
米
国
内
で
Ｕ
Ｐ
通
信
が
報
じ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
「
岸
の
演
説
は
米
国
を
喜
ば
せ
る
」
と
の
見
出
し
で
始
ま
り
、
石
橋
政
権
が
「
米
国
と
の
緊
密
な
協
力
関
係
を
遂
行
す
る
こ

と
を
意
図
す
る
」
と
説
明
し
、
さ
ら
に
政
府
筋
は
「
共
産
中
国
と
の
外
交
関
係
樹
立
と
い
う
考
え
方
を
明
確
に
否
定
す
る
」
と
の
岸

の
言
辞
に
大
喜
び
し
て
い
る
、
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
Ｕ
Ｐ
報
道
は
す
べ
て
着
色
さ
れ
て
お
り
、「
米
国
は
岸
を
〝
良
い
子
〟
だ
と

激
賞
し
、
岸
を
米
国
へ
と
誘
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
誤
っ
た
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
」。
多
く
の
日
本
人
は
こ
の
Ｕ
Ｐ
報
道
に

関
心
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
称
賛
が
逆
に
岸
の
印
象
を
悪
く
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
〝
死
の
接
吻
（the kiss of death

）〟

と
な
る（（10
（

。

　

八
日
、
ホ
ー
セ
イ
公
使
は
日
本
の
状
況
を
相
次
い
で
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
伝
達
し
た
。
一
つ
は
、「
石
橋
の
疾
病
は
報
道
さ
れ
て
い
る

以
上
に
深
刻
で
あ
る
と
の
噂
が
流
れ
て
い
る
。
肺
炎
に
加
え
て
、
顔
面
神
経
麻
痺
に
基
因
す
る
心
臓
発
作
も
起
こ
し
て
い
る
。
顔
面

神
経
痛
は
過
度
で
は
な
い
が
、
公
に
姿
を
現
す
と
な
る
と
厄
介
と
な
る
。
石
橋
は
発
病
以
来
隔
離
さ
れ
て
お
り
、
側
近
（
石
田
お
よ

び
三
木
）
と
家
族
と
医
師
団
以
外
に
誰
と
も
面
会
し
て
い
な
い
こ
と
が
噂
を
広
げ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
情
報
は
党
内
の
反
石
橋
派

か
ら
出
て
い
る
。
担
当
医
は
石
橋
が
重
症
で
は
な
く
、
順
調
に
回
復
し
て
お
り
、
二
週
間
以
内
に
公
務
に
復
帰
で
き
る
と
証
言
し
た
。

岸
は
私
に
対
し
て
、
発
症
以
来
石
橋
に
会
っ
て
い
な
い
が
、〝
無
責
任
な
噂
〟
を
無
視
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
石
橋
の
早
期
復
帰
を
確
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信
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
話
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
」。

　

他
方
で
ホ
ー
セ
イ
は
、
首
相
代
行
と
な
っ
た
岸
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
。
岸
は
自
ら
の
〝
暫
定
的
役
割
〟
を
強
調

す
る
な
ど
慎
重
に
対
処
し
て
い
る
。
岸
は
首
相
代
行
兼
外
相
と
い
う
多
忙
な
中
で
、
予
算
委
員
会
を
巧
み
に
こ
な
し
て
お
り
、
メ

デ
ィ
ア
も
岸
の
行
動
を
好
意
的
に
報
道
し
て
い
る
。
他
面
、
河
野
ら
反
主
流
勢
力
は
、
石
橋
の
病
気
を
利
用
し
て
主
流
派
を
叩
く
好

機
と
判
断
し
、
党
支
配
を
挽
回
で
き
る
と
見
て
い
る
。
主
流
派
も
今
後
の
推
移
を
憂
慮
し
て
い
る
が
、
石
橋
の
病
状
が
今
よ
り
も
悪

化
し
な
け
れ
ば
、
政
権
自
体
に
危
機
は
及
ば
な
い
と
考
え
て
い
る
。
重
要
な
点
は
、
岸
が
す
べ
て
の
面
で
反
石
橋
の
「
陰
謀
」
に
関

与
せ
ず
、
石
橋
路
線
に
沿
っ
て
主
流
派
と
密
接
に
運
営
し
て
い
く
か
ど
う
か
で
あ
る（（10
（

。

　

ま
た
ホ
ー
セ
イ
は
一
四
日
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。「
石
橋
の
国
会
復
帰
が
五
日
間
延
期
さ
れ
、
二
月
二
六
日
に
な
っ
た
と
噂

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
延
期
に
加
え
、
病
状
が
従
来
の
発
表
よ
り
も
重
症
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
の
外
務
省
は
、
石
橋
の
公
式

訪
問
の
〝
一
時
中
止
〟
を
要
望
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
が
、
そ
の
場
合
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使
館
と
協
議
す
る
前
に
、
東

京
の
米
大
使
館
に
連
絡
を
請
い
た
い
。
翌
一
五
日
に
は
、「
石
田
官
房
長
官
や
三
木
幹
事
長
、
ま
た
医
師
団
の
発
表
で
は
危
機
的
事

態
は
脱
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
体
力
の
完
治
に
は
程
遠
い
と
も
噂
さ
れ
て
お
り
、「
予
定
さ
れ
て
い
る
二
一
日
の
国
会
登

院
が
可
能
か
否
か
は
、
一
九
日
の
医
師
団
の
診
察
次
第
で
あ
る
」
と
ホ
ー
セ
イ
は
伝
え
る
一
方
、
①
社
会
党
は
二
一
日
ま
で
に
石
橋

が
国
会
に
出
席
で
き
な
け
れ
ば
、
予
算
質
疑
を
停
止
し
、
石
橋
の
復
帰
が
さ
ら
に
遅
れ
る
な
ら
ば
「
首
相
辞
任
を
求
め
る
」
と
決
定

し
た
、
②
自
民
党
反
主
流
派
が
結
集
し
て
状
況
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
、
③
メ
デ
ィ
ア
も
当
初
は
冷
静
か
つ
同
情
的
に
報
じ
て
い
た

が
、
次
第
に
石
橋
の
病
状
に
懸
念
を
示
し
始
め
て
い
る
旨
を
指
摘
し
た
上
で
、
も
し
石
橋
が
二
五
日
頃
に
完
全
復
帰
す
れ
ば
重
大
問

題
は
回
避
さ
れ
る
が
、
そ
の
療
養
が
三
月
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
場
合
、
政
治
危
機
の
度
合
い
が
増
し
、
石
橋
内
閣
は
総
辞
職
を
迫
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
、
そ
の
際
は
、
岸
が
首
相
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た（（10
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
一
九
日
、
単
刀
直
入
に
「
石
橋
辞
任
と
岸
後
任
」
の
可
能
性
（
主
題
「
石
橋
が
責
務
を
果
た
す
こ
と
に
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疑
問
あ
り
」）
に
論
及
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
石
橋
首
相
が
二
月
二
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
会
出
席
は
危
う
い
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
出
席
で
き
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
社
会
党
や
メ
デ
ィ
ア
は
批
判
の
度
合
い
を
一
気
に
強
め
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
与
党
内
部
で
は

新
た
な
権
力
闘
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。
も
し
石
橋
の
回
復
が
三
月
ま
で
伸
び
る
の
で
あ
れ
ば
、
…
…
岸
外
相
が
首
相
代
理
に
任
命
さ

れ
、
将
来
に
石
橋
の
あ
と
を
継
ぐ
と
の
選
択
が
起
る
か
も
し
れ
な
い（（10
（

」。

　

大
使
館
の
モ
ー
ガ
ン
参
事
官
も
二
一
日
、
石
橋
退
陣
の
可
能
性
を
詳
細
に
考
察
し
た
長
文
（
主
題
「
石
橋
首
相
の
疾
患
―
そ
の
政
治

的
影
響
」）
を
本
省
に
送
付
し
た
。「
石
橋
の
疾
患
は
日
本
の
政
治
状
況
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
社
会
党
は
予
算
審
議
を

拒
否
し
、
石
橋
が
出
席
で
き
な
い
場
合
は
首
相
辞
任
を
掲
げ
て
い
る
し
、
河
野
ら
反
石
橋
勢
力
が
党
主
流
の
転
覆
を
謀
り
、
政
治
の

主
導
権
を
奪
回
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
首
相
代
行
の
岸
は
反
石
橋
勢
力
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
石
橋
主
流
派
に
協
力
し
て

い
る
。
他
方
、
世
論
は
い
ま
だ
に
石
橋
を
支
持
し
て
お
り
、
反
石
橋
勢
力
の
結
束
が
固
く
な
い
た
め
、
現
政
権
が
存
続
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
遠
か
ら
ず
弱
体
化
す
る
だ
ろ
う（（10
（

」。

　

上
記
の
と
お
り
に
石
橋
退
陣
が
刻
々
と
迫
る
中
で
、
皮
肉
に
も
石
橋
訪
米
が
公
式
に
決
定
さ
れ
た
。
一
一
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

が
そ
の
国
務
省
提
案
を
承
認
し
た
こ
と
が
、
ア
リ
ソ
ン
に
代
わ
る
新
任
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

ouglas M
acA

rthur, Jr.

）
大
使
に
伝

達
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
五
日
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
か
ら
直
々
に
東
京
の
大
使
館
宛
文
書
が
発
信
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
①
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
大
使
か
ら
首
相
に
対
し
て
招
待
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
、
②
国
務
省
は
十
分
情
勢
を
見
定
め
た
上
で
招
待
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
、
③
招
待
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使
館
に
は
一
切
知
ら
せ
な
い
こ
と
、
が
厳
命
さ
れ
て
い
た
。
ダ
レ
ス

は
終
始
慎
重
で
あ
っ
た（（10
（

。

　

同
じ
二
一
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
国
務
長
官
に
伝
達
し
た
。「
二
月
一
九
日
、
石
橋
の
健
康
は
回
復
し
つ
つ
あ
る

が
全
快
は
し
て
い
な
い
。
国
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
…
…
石
橋
の
側
近
は
一
カ
月
の
療
養
を
要
す
る
と
述
べ
て
い

る
。
自
民
党
内
に
は
懸
念
が
広
が
っ
て
お
り
、
河
野
は
一
週
間
以
内
に
首
脳
部
が
石
橋
政
権
の
継
続
が
可
能
か
否
か
を
石
橋
に
質
し
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て
決
定
を
下
す
よ
う
主
張
し
た
」。
す
る
と
二
三
日
、
首
相
秘
書
官
か
ら
、「
本
日
午
後
、
閣
議
が
行
わ
れ
る
際
に
石
橋
内
閣
が
正
式

に
総
辞
職
す
る
」
と
の
緊
急
報
告
が
米
大
使
館
に
寄
せ
ら
れ
た（（10
（

。

　

同
日
、
直
ち
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、「
石
橋
の
辞
任
と
岸
の
首
相
就
任
」
を
出
信
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
本

日
、
石
橋
は
首
相
辞
任
の
意
向
を
示
し
た
。
新
し
い
首
相
に
は
岸
が
二
五
日
か
そ
の
後
に
開
か
れ
る
国
会
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

ぼ
確
実
で
あ
る
。
二
二
日
、
四
人
の
医
師
団
に
よ
る
徹
底
し
た
診
察
が
行
わ
れ
、『
石
橋
は
二
カ
月
以
上
の
療
養
が
必
要
で
あ
る
』

と
の
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
診
断
を
聞
い
て
石
橋
自
身
が
辞
任
を
決
定
し
、
首
相
代
行
の
岸
と
三
木
幹
事
長
に
そ
の
意
思
を
伝
え
、

正
式
の
辞
任
状
を
提
出
し
た
。
翌
二
四
日
朝
、
主
な
政
府
・
党
幹
部
が
会
合
を
持
ち
、
内
閣
の
総
辞
職
以
外
に
選
択
肢
が
な
い
こ
と

に
同
意
し
、
自
民
党
執
行
部
が
こ
の
決
定
を
是
認
す
れ
ば
、
午
後
に
内
閣
退
陣
が
正
式
な
も
の
と
な
る
。
二
五
日
に
国
会
で
新
首
相

の
選
出
が
行
わ
れ
、
岸
が
石
橋
の
後
継
者
と
な
ろ
う
。
暫
定
的
に
岸
は
首
相
と
外
相
を
兼
任
し
、
他
の
閣
僚
も
留
任
、
党
幹
部
も
現

職
の
ま
ま
と
な
る
。
政
府
と
党
は
四
月
一
日
の
新
年
度
開
始
ま
で
に
現
予
算
案
の
国
会
通
過
に
集
中
努
力
す
る
。
内
閣
改
造
や
党
役

員
の
交
代
、
ま
た
国
会
解
散
・
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
で
決
定
す
る
。
今
の
予
想
で
は
国
会
解
散
が
有
力
で
あ
る
。
河
野

ほ
か
反
主
流
幹
部
は
、
即
刻
か
つ
全
面
的
な
内
閣
改
造
を
主
張
し
、
政
府
の
再
出
発
を
要
求
し
た
が
、
主
流
派
お
よ
び
党
多
数
は
そ

の
よ
う
な
唐
突
な
方
策
に
反
対
し
、
上
記
の
よ
う
な
暫
定
措
置
が
決
ま
っ
た（（11
（

」。

　

は
た
し
て
二
五
日
、
岸
が
国
会
で
新
首
相
に
選
出
さ
れ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、「
本
日
午
前
、
岸
信
介

が
衆
議
院
で
二
七
六
票
対
一
二
九
票
の
大
差
で
首
相
に
選
出
さ
れ
、
午
後
に
は
天
皇
に
よ
る
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。
内
閣
は
石
井
光

次
郎
が
無
任
所
で
入
閣
し
た
以
外
に
は
変
更
は
な
い
。
少
な
く
と
も
三
月
中
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
党
大
会
ま
で
は
、
石
橋
総
裁
な

ど
党
役
員
も
現
職
の
ま
ま
残
留
す
る
。
岸
は
社
会
党
の
国
会
解
散
要
求
と
新
予
算
の
提
出
を
斥
け
、
四
月
三
日
を
目
途
に
国
会
で
の

予
算
案
承
認
を
目
指
す
旨
を
表
明
し
た
」
と
報
告
し
た
上
で
、
今
回
の
交
代
劇
を
次
の
よ
う
に
総
評
し
た
。

　

石
橋
か
ら
岸
へ
の
順
調
な
権
限
移
譲
は
、
主
に
岸
が
自
ら
「
筋
道
を
通
し
て
後
任
と
な
っ
た
」
こ
と
と
、
首
相
役
を
無
難
に
演
じ
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て
派
閥
の
介
入
を
避
け
た
政
治
手
腕
に
よ
る
。
現
状
で
は
危
険
な
派
閥
抗
争
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
岸
と
三
木
・
池
田
の
関
係
は
改

善
さ
れ
、
岸
・
石
井
間
に
調
停
が
行
わ
れ
た
結
果
、
派
閥
対
立
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
時
的
休
戦
に
す
ぎ
ず
、

河
野
や
大
野
、
ま
た
池
田
や
三
木
が
、
岸
と
の
間
で
権
力
闘
争
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
石
田
は
副
首
相
を
望
ん
で
お
り
、
大
野

は
党
副
総
裁
を
望
ん
で
い
る
。
河
野
は
反
主
流
の
急
先
鋒
と
し
て
党
幹
事
長
の
地
位
を
欲
し
て
い
る
。
河
野
・
大
野
両
者
の
要
求
に

対
し
て
、
池
田
や
三
木
ら
は
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
岸
は
特
定
の
側
に
加
担
せ
ず
、
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
反
感
を
持
た
れ

ず
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
分
は
岸
が
首
相
の
地
位
を
続
け
る
だ
ろ
う
。
岸
は
党
内
で
は
石
橋
以
上
に
強
固
な
立
場
に
あ
り
、

全
会
一
致
に
近
い
支
持
を
得
て
、
政
権
運
営
を
始
め
て
い
る
。〝
派
閥
政
治
〟
と
い
う
点
で
は
、
岸
は
日
本
で
も
っ
と
も
巧
妙
な
政

治
家
だ
ろ
う
。
た
だ
し
岸
に
は
政
治
家
や
一
般
庶
民
の
間
で
石
橋
の
よ
う
な
人
望
が
な
い
。
し
か
も
戦
時
中
の
東
条
内
閣
閣
僚
と
い

う
記
録
か
ら
、
社
会
主
義
者
は
岸
を
〝
反
動
〟
と
非
難
し
て
お
り
、〝
リ
ベ
ラ
ル
〟
な
石
橋
に
示
し
た
よ
う
な
協
力
を
し
な
い
だ
ろ

う
。
他
方
、
岸
の
知
性
と
能
力
は
敬
意
を
払
わ
れ
て
お
り
、
若
年
層
に
人
気
が
あ
る（（11
（

。
こ
れ
は
明
ら
か
に
石
橋
か
ら
岸
へ
の
交
替
を

米
国
の
国
益
面
か
ら
肯
定
す
る
評
価
で
あ
っ
た
。

　

同
じ
二
五
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ダ
レ
ス
へ
続
報
し
た
。
彼
自
身
が
信
任
状
を
天
皇
に
提
出
す
る
前
に
、
皇
居
で
岸
と
非
公
式
に

会
談
し
た
際
の
内
容
で
あ
っ
た
。
岸
に
首
相
就
任
の
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
国
内
の
政
治
情
勢
と
選
挙
に
つ
い
て
質
す
と
、
岸
は
、

「
総
選
挙
は
今
年
の
終
盤
や
来
年
に
は
な
い
だ
ろ
う
」、「
外
相
の
地
位
を
継
続
し
て
私
（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）
と
密
接
に
仕
事
を
行
い
た

い
」、
と
返
答
し
た
。
ま
た
岸
は
早
期
に
日
米
共
通
の
課
題
を
協
議
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、「
岸
は
自
分
が
あ
ま
り
に
も
米
国

寄
り
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
る
の
を
避
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
」。
米
国
に
と
っ
て
「
石
橋
よ
り
も
岸
の
方
が
よ
り
良
く
仕
事
が
で
き

る
」
と
思
わ
れ
る
た
め
、
次
回
に
岸
と
会
見
す
る
折
、
五
月
の
訪
米
を
個
人
的
に
知
ら
せ
る
の
が
良
い
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
岸

に
伝
達
し
て
良
い
か
否
か
の
指
示
を
請
い
た
い
。
な
お
岸
訪
米
に
関
し
て
漏
洩
を
避
け
る
た
め
、
岸
の
反
応
を
確
認
す
る
ま
で
は
、

日
本
大
使
館
に
知
ら
せ
な
い
よ
う
に
勧
告
す
る（（11
（

。
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三
月
四
日
、
ダ
レ
ス
は
東
京
の
大
使
館
へ
岸
の
首
相
就
任
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
た（（11
（

。
そ
し
て
一
四
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

岸
に
面
会
し
、
五
月
訪
米
の
招
待
状
を
手
交
し
た
（
実
際
の
訪
米
は
六
月
三
〇
日
か
ら
の
三
日
間（

（11
（

）。
こ
の
時
点
で
、
石
橋
訪
米
は
岸

訪
米
へ
と
ス
イ
ッ
チ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
通
り
、
石
橋
内
閣
成
立
前
後
の
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
初
頭
か
ら
翌
五
七
年
三
月
に
至
る
一
年
余
、
日
本
政
治
や
日

米
外
交
の
裏
面
で
在
日
米
大
使
館
の
果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
東
京
の
大
使
館
は
、
各

専
門
家
を
配
し
た
ス
タ
ッ
フ
陣
と
張
り
巡
ら
せ
た
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
を
駆
使
し
て
、
日
本
国
内
の
政
治
動
向
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を

把
握
し
、
緻
密
な
分
析
力
と
客
観
的
な
考
察
力
を
発
揮
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
与
党
自
民
党
の
鳩
山
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
岸
信

介
を
は
じ
め
、
河
野
一
郎
、
大
野
伴
睦
、
石
井
光
次
郎
、
吉
田
茂
、
池
田
勇
人
、
三
木
武
夫
な
ど
主
な
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
や
評
判
、

派
閥
間
の
抗
争
や
離
合
集
散
、
方
針
・
政
策
論
争
や
人
事
の
行
方
、
国
会
運
営
と
与
野
党
の
攻
防
、
経
済
界
と
政
官
界
間
の
人
脈
や

資
金
の
流
れ
、
メ
デ
ィ
ア
・
世
論
の
反
応
な
ど
広
範
囲
に
及
び
、
そ
れ
を
適
宜
か
つ
隙
間
な
く
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
省
に
報
告
を
重
ね

て
い
た
。
こ
れ
は
大
使
館
の
本
来
の
業
務
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
当
時
の
抗
争
と
混
乱
に
満
ち
た
国
内
情
勢
の
機
微
に
至
る
ま
で
、

米
国
政
府
の
一
機
関
が
精
通
し
掌
握
し
て
い
た
と
の
事
実
に
は
驚
懼
を
禁
じ
得
な
い
。
と
同
時
に
、
従
来
の
日
本
側
の
専
門
書
・
通

史
な
ど
の
研
究
文
献
や
、
そ
の
元
と
な
っ
て
い
る
政
治
家
の
日
記
・
証
言
・
伝
聞
等
に
も
、
多
く
の
欠
落
や
空
白
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
、
こ
の
米
国
側
の
東
京
・
ワ
シ
ン
ト
ン
交
信
記
録
は
教
示
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
微
細
に
及
べ
ば
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
ま
で
、
大
使
館
側
の
石
橋
に
対
す
る
基
本
姿
勢
や
評
価
に
は
変
遷
が
あ
る
。
鳩
山

政
権
末
期
の
第
一
期
で
は
、
国
務
省
本
省
の
意
を
受
け
て
、
大
使
館
は
日
本
政
府
の
対
共
産
圏
外
交
に
全
神
経
を
注
い
だ
観
が
あ
る
。
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極
論
す
れ
ば
、
日
本
側
を
〝
監
視
〟
す
る
役
割
で
あ
り
、
中
で
も
日
中
貿
易
促
進
論
者
の
石
橋
通
産
相
は
〝
要
注
意
人
物
〟
と
し
て

マ
ー
ク
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
期
に
な
る
と
、
自
民
党
総
裁
選
を
制
し
た
石
橋
の
評
価
と
対
応
が
変
化
す
る
。
こ
れ
は
彼
ら
の

〝
岸
当
確
説
〟
が
崩
れ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
無
視
状
態
に
等
し
か
っ
た
石
橋
の
人
物
像
に
大
使
館
ス
タ
ッ
フ
が
関
心
を
向
け
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
石
橋
は
「
危
険
人
物
」
か
ら
一
転
し
て
、
日
本
の
保
守
政
界
で
は
「
稀
有

な
人
格
と
個
性
と
能
力
の
持
ち
主
」
で
あ
る
こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
く
。
国
内
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
石
橋
を
好
評
し
た
こ
と
も
、
大

使
館
側
の
石
橋
評
を
押
し
上
げ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
も
か
く
ホ
ー
セ
イ
公
使
（
一
時
は
臨
時
代
理
大
使
）
以
下
、
モ
ー
ガ
ン
政
治
担
当
参
事
官
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
一
等
書
記
官
、
ラ
ム

二
等
書
記
官
な
ど
、
ほ
ぼ
一
線
に
〝
石
橋
ブ
ー
ム
〟
の
到
来
を
認
め
、
鳩
山
や
岸
と
異
な
る
石
橋
新
総
裁
の
資
質
や
国
民
的
人
気
を

見
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
引
い
て
は
ア
リ
ソ
ン
大
使
の
「
石
橋
内
閣
待
望
論
」
へ
、
さ
ら
に
「
石
橋
首
相
の
米
国
招
待
論
」

へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第
三
期
に
お
け
る
石
橋
新
政
権
の
組
閣
上
の
混
乱
と
権
力
基
盤
の
脆
弱
性
は
、
大
使
館
側

の
「
石
橋
内
閣
肯
定
論
」
を
変
質
後
退
さ
せ
て
い
く
も
の
の
、
石
橋
の
発
病
以
後
で
さ
え
、「
石
橋
内
閣
存
続
論
」
に
基
本
的
変
化

は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
米
大
使
館
側
の
石
橋
評
価
と
対
応
は
、
批
判
・
警
戒
感
を
始
点
と
し
て
、
好
人
格
・
待
望
説
へ
と
転
じ
、

最
後
は
危
機
・
退
陣
説
へ
と
波
状
的
な
変
遷
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。

　

で
は
こ
の
よ
う
な
米
大
使
館
の
役
割
は
、
一
九
五
〇
年
代
中
期
の
日
本
政
治
史
上
あ
る
い
は
日
米
外
交
史
上
、
一
体
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
、
ま
た
意
義
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
は
、
米
本
国
メ
デ
ィ
ア
の
石
橋
〝
低
〟
評
価
と
対
蹠
的
な
違
い
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

一
）
年
一
二
月
二
一
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
（T

he N
ew

 Y
ork T

im
es

）』
紙
は
、「
東
京
の
新
首
班
に
は
幅
広
い
支
持

が
あ
る
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
石
橋
が
か
つ
て
占
領
軍
の
経
済
政
策
に
強
く
反
対
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
た
め
鳩
山

以
上
に
米
国
に
対
し
て
非
協
力
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
通
産
相
時
代
に
〝
共
産
中
国
（Red China

）〟
と
の
貿
易
拡
大
に
好
意
的
で
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あ
っ
た
た
め
、
米
国
が
極
東
で
利
益
を
損
な
っ
て
も
、
石
橋
は
こ
の
政
策
を
引
き
続
き
促
進
す
る
だ
ろ
う
、
と
不
安
材
料
を
挙
げ
た
。

ま
た
同
紙
は
石
橋
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
と
断
じ
、
総
裁
候
補
の
岸
・
石
井
と
比
べ
て
石
橋
が
も
っ
と
も
反
米
的
で
、
米
国
に

と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
首
相
就
任
は
「
米
国
に
と
っ
て
有
利
で
は
な
い
」
と
懸
念
を
表
明
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
稀
有
な
戦
争
反
対
論
者
で
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
称
さ
れ
る
石
橋
が
、
米
国
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
刻
印
さ
れ
た
の
に

比
較
し
て
、
対
米
開
戦
に
東
条
内
閣
商
工
大
臣
と
し
て
署
名
し
、
戦
時
統
制
経
済
を
首
唱
し
推
進
し
た
国
権
主
義
者
の
岸
へ
の
戦
争

責
任
が
等
閑
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
米
関
係
史
上
の
デ
ィ
レ
ン
マ
で
あ
り
、
ま
た
皮
肉
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
本
国
で
の
石

橋
不
評
を
踏
ま
え
れ
ば
、
米
大
使
館
の
石
橋
個
人
な
い
し
石
橋
内
閣
を
擁
護
す
る
情
報
は
鋭
く
異
な
っ
て
い
た
。

　

第
二
は
、
同
じ
く
東
京
か
ら
米
本
国
に
発
信
す
る
業
務
を
担
っ
た
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
の
違
い
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
情
報
は
大
使
館
情
報
と
比

較
し
て
、
量
的
に
劣
る
と
は
い
え
、
質
的
な
正
確
さ
で
部
分
的
に
大
使
館
の
分
析
よ
り
も
直
截
で
勝
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
自
民

党
総
裁
選
挙
の
見
通
し
、
勝
利
し
た
石
橋
の
政
治
的
困
難
性
や
そ
の
対
中
・
米
外
交
に
関
す
る
分
析
、
石
橋
急
病
後
の
退
陣
お
よ
び

岸
の
首
相
就
任
の
予
測
な
ど
、
大
使
館
側
の
想
定
よ
り
も
適
確
か
つ
迅
速
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
大
使
館
側
は
日
ソ
交
渉
結
果

が
総
裁
選
を
左
右
す
る
と
の
判
断
や
、
石
橋
内
閣
が
石
橋
発
病
後
も
随
時
継
続
す
る
と
の
推
測
な
ど
に
甘
さ
が
見
ら
れ
た
。

　

第
三
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
省
に
対
し
て
「
石
橋
訪
米
計
画
」
を
提
起
し
、
そ
の
実
現
に
貢
献
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
初
ア
リ
ソ

ン
大
使
ら
大
使
館
ス
タ
ッ
フ
は
、
徹
底
一
途
な
反
共
主
義
の
ダ
レ
ス
国
務
長
官
以
下
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
、
パ
ー
ソ
ン
ズ

北
東
ア
ジ
ア
課
長
の
強
硬
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
、
鳩
山
内
閣
の
対
中
ソ
接
近
政
策
を
警
戒
す
る
と
と
も
に
、
日
中
貿
易
促
進
論
者
の
石

橋
通
産
相
お
よ
び
通
産
省
を
牽
制
し
た
。
ま
た
カ
ー
ン
（H

arry K
ern

（
（11
（

）
を
介
し
た
岸
・
ダ
レ
ス
間
の
人
脈
か
ら
、
岸
の
鳩
山
後
継

説
に
固
執
し
た
結
果
、
こ
れ
が
重
大
な
誤
認
と
な
っ
た
。
以
来
大
使
館
ス
タ
ッ
フ
は
、
自
民
党
内
の
主
流
・
反
主
流
の
逆
転
劇
を
冷

静
か
つ
客
観
的
に
観
察
す
る
と
同
時
に
、〝
石
橋
ブ
ー
ム
〟
の
背
後
に
あ
る
石
橋
自
身
の
経
済
政
策
の
合
理
性
や
民
主
主
義
の
理
念

を
認
め
、
世
論
支
持
の
必
然
性
を
確
信
す
る
に
至
る
。
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こ
の
時
点
か
ら
ア
リ
ソ
ン
ら
は
、
石
橋
訪
米
を
実
現
さ
せ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
側
の
石
橋
へ
の
誤
認
を
解
く
ば
か
り
で
な
く
、
新
た

な
日
米
関
係
を
構
築
す
る
よ
う
本
省
に
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
石
橋
が
長
期
政
権
を
保
持
で
き
る
と
の
予
測
に
裏
付
け
ら
れ

て
い
た
。
ダ
レ
ス
は
最
後
ま
で
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
石
橋
訪
米
論
は
マ
ー
フ
ィ
ー
次
官
代
理
（
前
駐
日
大
使
）
や
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、

パ
ー
ソ
ン
ズ
の
協
賛
を
得
て
、
結
局
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
承
認
へ
と
漕
ぎ
着
け
る
。
し
か
し
結
局
石
橋
の
重
病
が
こ
の
計
画

を
破
綻
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
こ
れ
ら
大
使
館
情
報
が
一
九
五
〇
年
代
中
期
の
日
本
政
治
史
お
よ
び
日
米
外
交
史
上
に
、
新
た
な
光
を
照
射
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
上
記
の
石
橋
訪
米
計
画
と
い
う
新
事
実
に
加
え
て
、
六
月
の
岸
訪
米
が
実
は
こ
の
石
橋
訪
米
計
画
の
代
替
で
あ
っ
た
、

と
の
事
実
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
新
規
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

ま
ず
は
総
裁
選
を
め
ぐ
る
〝
岸
敗
因
論
〟
で
あ
る
。
モ
ー
ガ
ン
は
、「
岸
が
河
野
の
力
を
過
大
評
価
」
し
て
「
河
野
に
運
命
を
預

け
た
こ
と
」
が
岸
側
の
戦
略
上
の
誤
り
で
あ
り
、
岸
は
河
野
に
対
す
る
政
界
内
の
反
発
や
敵
対
感
情
の
深
さ
を
十
分
把
握
せ
ず
、
そ

の
結
果
、
河
野
を
嫌
う
吉
田
・
池
田
派
を
石
橋
側
へ
と
追
い
や
っ
た
ば
か
り
か
、
松
野
鶴
平
や
益
谷
秀
治
と
い
っ
た
党
長
老
か
ら
も

見
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
こ
れ
は
「
石
橋
の
勝
利
と
い
う
よ
り
も
岸
の
敗
北
」
で
あ
る
、
と
総
括
す
る（（11
（

。
実
際
モ
ー
ガ
ン
は
、

岸
派
の
須
藤
新
八
、
吉
田
派
の
北
沢
直
吉
の
二
人
か
ら
、
吉
田
や
池
田
が
岸
に
対
し
て
河
野
と
の
離
反
を
強
く
求
め
た
も
の
の
、
岸

が
拒
否
し
た
と
の
秘
密
情
報
を
入
手
し
て
い
た
。
ま
た
経
済
界
で
は
藤
山
愛
一
郎
や
若
手
が
岸
を
支
持
し
て
い
る
が
、
財
界
主
流
は

岸
が
河
野
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
と
、
岸
が
戦
時
中
に
実
施
し
た
統
制
経
済
へ
の
疑
念
が
あ
る
た
め
、
岸
を
支
持
し
て
い
な
い
と
の

重
要
な
情
報
を
掴
ん
で
い
た
。

　

次
に
総
裁
選
前
日
の
時
点
で
、
大
使
館
側
が
「
石
橋
勝
利
」
と
い
う
予
報
を
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
発
信
し
て
い
た
と
の
新
事
実
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ホ
ー
セ
イ
と
モ
ー
ガ
ン
は
、「
石
橋
・
石
井
の
連
携
が
成
功
し
て
石
橋
が
選
出
さ
れ
る
、
岸
の
勝
利
は
わ
ず
か
し
か
な

い
」
と
断
定
し
て
い
た
。
こ
れ
は
大
使
館
が
か
な
り
客
観
性
の
高
い
情
報
を
収
集
し
て
い
た
証
拠
で
も
あ
り
、
流
動
性
ば
か
り
を
報
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じ
る
日
本
側
新
聞
の
予
測
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
。

　

ま
た
石
橋
内
閣
成
立
後
の
政
治
的
脆
弱
性
へ
の
鋭
利
な
分
析
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
石
橋
政
権
お
よ
び
自
民
党
新
主

流
派
は
、
予
算
と
米
価
問
題
に
関
し
て
、
党
内
の
反
対
勢
力
に
降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
敗
因
は
石
橋
側
の
戦
略
不
足
に
あ

る
。
石
橋
側
は
国
会
解
散
の
好
機
を
掴
む
の
に
失
敗
し
た
ば
か
り
か
、
…
…
河
野
率
い
る
敵
対
勢
力
の
底
力
と
決
意
を
過
小
評
価
し

た
。
そ
の
結
果
、
石
橋
政
権
の
威
信
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
の
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
は
石
橋
急
病
の
原
因
が
、
単
な
る

身
体
的
病
苦
に
止
ま
ら
ず
、
新
年
度
予
算
編
成
問
題
、
と
く
に
消
費
者
米
価
値
上
げ
問
題
を
め
ぐ
る
攻
防
に
あ
っ
た
と
の
新
た
な
指

摘
で
あ
る
。
た
だ
し
日
本
の
新
防
衛
予
算
の
増
額
並
び
に
内
訳
を
め
ぐ
る
日
米
対
立
に
は
、
十
分
な
論
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
も
石
橋
を
病
苦
に
追
い
込
ん
だ
要
因
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

さ
ら
に
岸
が
石
橋
内
閣
外
相
に
入
閣
し
た
以
後
の
動
向
分
析
も
注
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ホ
ー
セ
イ
は
、
総
裁
選
の
敗
北
に
よ

り
、
岸
の
「
政
治
的
立
場
が
弱
ま
っ
た
」
が
、
岸
は
河
野
と
の
同
盟
関
係
を
絶
ち
、「
石
橋
協
力
路
線
を
選
択
し
た
こ
と
で
、
石
橋

の
後
継
者
と
な
る
燭
光
が
見
え
始
め
た
」
と
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
新
大
使
（
実
際
は
モ
ー
ガ
ン
で
あ
ろ
う
）
が
、
岸

首
相
就
任
の
諸
要
因
に
つ
い
て
、「
岸
が
筋
道
を
通
し
て
後
任
と
な
り
」、
首
相
役
を
無
難
に
演
じ
、
派
閥
の
介
入
を
避
け
た
政
治
手

腕
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
岸
に
は
石
橋
側
と
の
対
決
姿
勢
を
持
続
さ
せ
る
選
択
肢
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
河
野
と
の
連
携
に

終
止
符
を
打
ち
、
親
石
橋
路
線
へ
と
切
り
替
え
た
こ
と
が
岸
を
し
て
首
相
へ
の
栄
光
の
道
を
進
ま
せ
た
と
の
分
析
で
あ
る
。
反
石
橋

路
線
を
継
続
し
て
取
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
岸
に
首
相
就
任
の
機
会
は
失
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
や
は
り
岸
の
変
わ
り
身
の
早

さ
が
功
を
奏
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
元
海
軍
中
将
の
保
科
が
米
海
軍
の
旧
知
の
バ
ー
ク
提
督
に
対
し
て
書
簡
を
送
り
、
石
橋
を
擁
護
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
防
衛
庁
長
官
に
野
村
を
抜
擢
し
よ
う
と
す
る
人
事
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
こ
れ
が
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
や
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
届
い
て

い
た
と
の
事
実
。
岸
が
総
裁
戦
後
に
敵
対
し
て
い
た
吉
田
を
大
磯
に
頻
繁
に
訪
ね
、
関
係
を
修
復
し
て
い
た
と
の
事
実
。
岸
の
首
相
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代
理
演
説
を
Ｕ
Ｐ
通
信
が
礼
賛
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
好
ま
し
く
な
く
、「
死
の
接
吻
と
な
る
」
と
の
書
簡
を
大
使

館
へ
送
っ
て
い
た
事
実
な
ど
も
興
味
深
い
。

　

最
後
に
岸
内
閣
成
立
以
降
の
石
橋
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
日
中
関
係
が
長
崎
国
旗
事
件
を
契
機
に
断
絶
状
態
に
陥

る
が
、
病
後
の
石
橋
は
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
九
月
に
訪
中
し
、「
石
橋
・
周
恩
来
共
同
声
明
」
を
ま
と
め
、
日
中
関
係
改
善

の
布
石
を
打
っ
た
。
こ
の
訪
中
は
奇
し
く
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
間
の
米
ソ
首
脳
会
談
（
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
会

談
）
が
開
催
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
冷
戦
の
雪
解
け
と
重
な
っ
た
。
翌
六
〇
年
一
月
、
岸
首
相
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
「
新
日
米
安
保
条

約
」
と
「
日
米
地
位
協
定
」
を
調
印
す
る
が
、
周
知
の
と
お
り
、
国
内
は
か
つ
て
な
い
騒
乱
に
見
舞
わ
れ
る
。「
安
保
改
定
は
時
期

尚
早
で
あ
る
」
と
の
立
場
を
取
る
石
橋
は
、
岸
の
強
権
的
な
〝
警
職
法
（
警
察
官
職
務
執
行
法
）〟
に
反
対
し
、
混
乱
す
る
政
治
情
勢

下
、
岸
退
陣
を
要
求
す
る
書
簡
を
送
る
。
そ
の
中
で
初
め
て
石
橋
は
首
相
就
任
時
に
お
け
る
昭
和
天
皇
の
岸
批
判
発
言
を
認
め
、
岸

に
強
く
自
省
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
結
局
岸
は
六
月
二
三
日
に
退
陣
表
明
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

も
し
も
石
橋
内
閣
が
二
年
以
上
存
続
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
日
本
の
政
治
・
外
交
・
経
済
上
に
ど
の
よ
う
な
相
違
や
変
化
を
も

た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
〝
石
橋
ブ
ー
ム
〟
を
背
景
と
し
た
総
選
挙
で
政
界
地
図
を
塗
り
替
え
る
ほ
ど
の
大
勝
利
を
収
め
、

政
権
基
盤
が
安
定
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
政
治
上
、
岸
へ
の
政
権
禅
譲
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
安
保
騒
動
と
い
う
戦
後
未

曾
有
の
大
混
乱
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
い
て
は
官
僚
政
治
家
で
は
な
く
、
政
党
政
治
家
中
心
の
流
れ
と
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
経
済
上
、
池
田
政
権
に
よ
る
日
本
の
高
度
経
済
成
長
路
線
が
数
年
早
ま
り
、
経
済
大
国
へ
の
道
も
加
速
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
外
交
上
、
吉
田
路
線
の
対
米
依
存
主
義
と
は
異
な
る
自
立
的
な
外
交
方
針
、
日
本
の
国
際
貢
献
や
国
際
平

和
を
求
め
る
石
橋
路
線
が
敷
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
石
橋
に
は
そ
の
よ
う
な
想
像
や
希
望
を
抱
か
せ
る
だ
け
の
思
想
と
信
念
と
資

質
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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（
1
）　

池
井
優
「
戦
後
日
中
関
係
の
一
考
察
―
―
石
橋
、
岸
内
閣
時
代
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
七
三
（
三
）、
一
九
七
四

年
一
一
月
刊
号
所
収
）、
空
井
護
「
自
民
党
一
党
支
配
体
制
形
成
過
程
と
し
て
の
石
橋
・
岸
政
権
（
一
九
五
七
～
一
九
六
〇
年
）」（『
国
家

学
会
雑
誌
』
一
九
九
三
年
二
月
刊
所
収
）、
北
岡
伸
一
著
『
自
民
党
―
政
権
党
の
三
八
年
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
刊
）
ほ
か
。

（
2
）　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
米
国
立
公
文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
に
て
収
集
し
た
の
は
、
国
務
省
（RG59

）の
国
務

長
官
文
書
、
極
東
担
当
国
務
次
官
補
文
書
、
北
東
ア
ジ
ア
課
長
文
書
、
東
京
米
大
使
館
文
書
の
ほ
か
、
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
文
書
な

ど
で
あ
る
。
収
集
に
協
力
し
て
く
れ
た
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
ナ
ン
（John H

effernan

）
氏
と
資
料
整
理
に
関
与
し
て
く
れ
た
山
本
礼
子
氏
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
3
）　

石
橋
湛
山
「「
日
中
貿
易
」
を
促
進
せ
よ
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
五
六
年
六
月
二
五
日
、
石
橋
湛
山
全
集
編
纂
委
員
会
編
『
石

橋
湛
山
全
集
第
十
四
巻
』（
以
下
、『
全
集
⑭
』）（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
〇
年
刊
所
収
）
二
五
七
～
六
〇
頁
参
照
。

（
4
）　

増
田
弘
「
第
三
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応
」（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
現
代
史
研
究
所
紀
要
『
現
代
史
研
究
』
第

七
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
刊
所
収
）。
の
ち
崔
丕
・
青
山
瑠
妙
主
編
『
多
維
視
角
下
的
亜
洲
冷
戦
（CO

LD
 W

A
R

）』（
世
界
知
識
出
版

社
（
北
京
）、
二
〇
一
四
年
刊
）
に
転
載
。

（
5
）　
「
対
共
産
圏
輸
出
統
制
委
員
会CO

CO
M

（Coordinating Com
m

ittee for M
ultilateral Export Controls

）」
は
、
米
国
陣
営

が
共
産
主
義
諸
国
へ
の
軍
事
技
術
・
戦
略
物
資
を
輸
出
規
制
な
い
し
禁
輸
す
る
目
的
で
一
九
四
九
年
秋
に
創
設
さ
れ
、
日
本
は
五
二
年
に

加
盟
し
た
。「
チ
ン
コ
ムCH
IN

CO
M

（China Com
m

ittee

）」
は
コ
コ
ム
の
下
部
組
織
と
し
て
五
二
年
に
米
国
の
主
唱
で
設
立
さ
れ
、

対
中
国
貿
易
の
統
制
を
行
っ
た
が
、
五
七
年
に
廃
止
さ
れ
て
コ
コ
ム
に
一
本
化
さ
れ
た
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
参
照
。

（
6
）　SECRET

（
機
密
）、
以
下<SEC> From

 A
ET

 to T
he D

ept of State, Subj: Results of the V
isit of the Com

m
unist 

Chinese T
rade M

ission, M
ay 31, 1955.

（
7
）　<SEC> From

 D
epartm

ent of State to A
m

em
bassy

（A
m

erican Em
bassy

）T
okyo, January 9, 1956.

（
8
）　<SEC> From

 T
okyo to Secretary of State, January 12, 1956.

（
9
）　

井
上
正
也
著
『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
刊
）
一
一
八
～
二
〇
頁
参
照
。

（
10
）　<SEC> From

 W
. Park A

rm
strong, Jr. to FE – M

r. Robertson, Subj: Political Effects of a Relation of Controls 
on T

rade w
ith Com

m
unist China, January 12, 1956; <SEC> From

 CA
 – W

alter P. M
cConaughy to FE – M

r. 
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Robertson, M
r. Jones, Subj: Status of Review

 of China T
rade Controls, February 25, 1956.

（
11
）　CO

N
FID

EN
T

IA
L

（
部
内
秘
密
）、
以
下<CO

N
F> T

o FE – M
r. Robertson, M

r. H
em

m
endinger, Subj: Recent 

T
rends in Japanese Relations w

ith Com
m

unist China, M
arch 3, 1956.

（
12
）　<SEC> From

 A
llison to SECST

A
T

E

（Secretary of State

）, January 31, 1956.

（
13
）　

前
掲
書
『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』
一
二
一
頁
参
照
。

（
14
）　

同
上
書
一
二
二
～
四
頁
参
照
。FR 1955-57 V

ol. X
, pp. 322-57.

（
15
）　<CO

N
F> T

o SECST
A

T
E, M

ay 25, 1956.

（
16
）　Japan N

earing D
ecision to Exchange T

rade M
issions w

ith Peiping, 2 5 M
ay 1956. CIA

; M
em

orandum
 of a 

Conversation Betw
een Secretary of State D

ulles and British A
m

bassador 

（M
akins

）, D
ept of State, W

ashington, 
A

pril 13, 1956, FR 1955-57 V
ol. X

, pp. 339-41.

（
17
）　

前
掲
書
『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』
一
二
五
～
六
頁
参
照
。

（
18
）　<CO

N
F> T

o SECST
A

T
E, June 8, 1956.

（
19
）　<CO

N
F> Letter From

 the Secretary of State to the President, M
ay 14, 1956, pp. 363-4, FR V

ol. X
. 

前
掲
書
『
日

中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』
一
二
八
頁
参
照
。

（
20
）　

同
上
書
一
二
七
～
八
頁
参
照
。

（
21
）　<SEC> From

 A
ET

（A
m

erican Em
bassy in T

okyo

）to T
he D

ept of State, Septem
ber 21, 1956.

（
22
）　LIM

IT
ED

 O
FFICIA

L U
SE

（
部
内
秘
）、
以
下<LO

U
> A

ET
, O

ctober 1956.

（
23
）　O

FFICIA
L U

SE O
N

LY

（
部
内
秘
）、
以
下<O

U
O

> From
 A

llison to SECST
A

T
E, N

ovem
ber 13, 1956.

（
24
）　<CO

N
F> Political D

ivision A
ction, Subj: Future Japanese A

ttitude tow
ard Red China, N

ovem
ber 7, 1956; 

From
 RH

L to GA
M

, no date.

（
25
）　<SEC> From

 A
llison to SECST

A
T

E, January 31, 1956.

（
26
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, M
ar 26, 1956.

（
27
）　<O

U
O

> From
 A

llison to SECST
A

T
E, July 20, 1956.
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（
28
）　<SEC> M

em
orandum

 of Conversation, Sub: General D
iscussion of Political Situation in Japan O

ctober 9, 1956.

（
29
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, O
ctober 11, 1956.

（
30
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, O
ctober 12, 1956.

（
31
）　<SEC> From

 D
ept （D

ulles

）, O
ctober 29, 1956.

（
32
）　<CO

N
F> From

 A
ET

 to T
he D

ept of State, Subj: Conversation w
ith K

azushige H
irasaw

a: U
S-JA

PA
N

 
Relations; K

ISH
I and ISH

IBA
SH

I, N
ovem

ber 16, 1956.

（
33
）　<CO

N
F> From

 George A
. M

organ to M
r. H

ow
ard Parsons, N

ovem
ber 29, 1956.

（
34
）　Japan Plans Special D

iet Session, 1 8 O
ctober 1956; N

ew
 Japanese Governm

ent Expected in Early D
ecem

ber, 
16, N

ovem
ber 1956; T

he N
ext Japanese Governm

ent, 2 9 N
ovem

ber 1956. CIA
.

（
35
）　<CO

N
F> From

 Coolidge to the D
ept. of State, W

ashington, N
ovem

ber 27, 1956.

（
36
）　<CO

N
F> From

 O
uterbridge H

orsey to M
r. W

illiam
 J. Sebald, D

ecem
ber 5, 1956.

（
37
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, D
ecem

ber 13, 1956; <CO
N

F> From
 M

organ to SECST
A

T
E, D

ecem
ber 

13, 1956.

（
38
）　

宮
崎
吉
政
著
『
宮
崎
日
記
―
―
政
界
一
万
八
千
日
』
第
一
巻
（
以
下
、『
宮
崎
日
記
①
』）（
行
研
出
版
局
、
一
九
八
九
年
刊
）
五
〇

一
頁
、
五
一
五
頁
、
五
三
五
～
七
頁
、
五
四
一
～
五
〇
頁
、
五
六
一
～
八
頁
参
照
。
石
田
博
英
著
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』（
行
政
問

題
研
究
所
出
版
局
、
一
九
八
五
年
刊
）
一
二
三
頁
参
照
。

（
39
）　

石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
『
石
橋
湛
山
日
記
㊦
』（
以
下
、『
日
記
㊦
』）（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
刊
）
八
二
七
頁
。
な
お
こ
の
長

老
会
議
を
主
導
し
よ
う
と
し
た
河
野
農
相
ら
は
「
話
し
合
い
」
に
よ
る
岸
一
本
化
を
企
図
し
た
が
、
石
井
・
石
橋
・
大
野
側
が
党
則
に
よ

る
「
公
選
」
論
を
主
張
し
て
決
裂
に
至
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
二
月
三
日
朝
刊
、
一
二
日
朝
夕
刊
、
一
三
日
夕
刊
）。

（
40
）　

竹
内
圭
「
三
木
武
夫
と
石
橋
湛
山
」（『
自
由
思
想
』
第
一
四
一
号
、
二
〇
一
六
年
五
月
号
）
二
五
～
七
頁
、
渡
邉
恒
雄
「
石
橋
湛
山

を
語
る
⑫　

官
僚
政
治
を
変
革
で
き
た
石
橋
リ
ベ
ラ
ル
路
線
」（『
同
』
第
一
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
号
）
一
三
頁
参
照
。

（
41
）　

石
橋
湛
山
著
『
座
談
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
刊
）
一
四
〇
頁
、
中
島
政
希
「
石
橋
政
権
と
石
橋
派
―
石
田
博
英
を
中
心
と
し

て
」（『
自
由
思
想
』
第
七
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
号
）、
原
彬
久
著
『
岸
信
介
―
権
勢
の
政
治
家
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
年
刊
）
七
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二
頁
、
一
五
五
～
七
頁
参
照
。
岸
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
名
越
健
郎
著
『
秘
密
資
金
の
戦
後
政
党
史
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
九

年
刊
）
第
一
章
を
参
照
。

（
42
）　

前
掲
「
石
橋
政
権
と
石
橋
派
」
四
七
頁
、
岸
信
介
・
矢
次
一
夫
・
伊
藤
隆
『
岸
信
介
の
回
想
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
一
年
刊
）
で

岸
は
「
二
回
目
で
は
二
位
と
の
間
に
相
当
差
を
つ
け
て
勝
て
る
と
思
っ
て
い
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
一
五
七
頁
）。
な
お
石
田
に
よ
れ

ば
、「
両
派
一
本
化
な
ら
ず
」
と
い
う
誤
報
を
故
意
に
岸
側
に
流
し
た
と
い
う
（
前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
三
一
～
二
頁
参

照
）。

（
43
）　

前
掲
「
石
橋
政
権
と
石
橋
派
」
四
四
～
六
頁
、
前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
二
七
頁
参
照
。

（
44
）　<CO

N
F> From

 George A
. M

organ to M
r. H

ow
ard Parsons, N

ovem
ber 29, 1956; <CO

N
F> From

 M
organ to 

the D
ept. of State, January 11, 1957, Subj: Ishibashi

’s V
ictory, K

ishi

’s D
efeat: A

 Post-M
ortem

.

（
45
）　

湛
山
会
編
『
名
峰
湛
山
―
石
橋
書
簡
の
あ
と
さ
き
』（
一
二
三
書
房
、
一
九
五
七
年
刊
）
三
～
四
頁
。

（
46
）　

前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
三
五
～
六
頁
、
前
掲
「
石
橋
湛
山
を
語
る
⑫　

官
僚
政
治
を
変
革
で
き
た
石
橋
リ
ベ
ラ
ル
路

線
」
八
頁
参
照
。

（
47
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, D
ecem

ber 14, 1956.

（
48
）　Ishibashi to Becom
e Japanese Prim

e M
inister, 15, D

ecem
ber 1956. CIA

.

（
49
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, D
ecem

ber 17, 1956.

（
50
）　<CO

N
F> T

o SECST
A

T
E, D

ecem
ber 1 7 1956.

（
51
）　<O

U
O

> T
o SECST

A
T

E, D
ecem

ber 18, 1956.

（
52
）　<O
U

O
> T

o SECST
A

T
E, D

ecem
ber 18, 1956.

（
53
）　<CO

N
F> M

em
o of Conversation, Subj: U

S-Japan Relations, D
ecem

ber 19, 1956.

（
54
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, D
ecem

ber 21, 1956.

（
55
）　

前
掲
書
『
岸
信
介
の
回
想
』
一
五
八
～
九
頁
参
照
。

（
56
）　

前
掲
「
三
木
武
夫
と
石
橋
湛
山
―
石
橋
内
閣
期
を
中
心
に
」
二
七
～
八
頁
、
前
掲
書
『
座
談
』
一
六
八
～
九
頁
、
林
茂
・
辻
清
明
編

『
日
本
内
閣
史
録
⑤
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
一
年
刊
）
三
六
一
～
二
頁
参
照
。
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（
57
）　

前
掲
書
『
日
本
内
閣
史
録
⑤
』
三
六
二
～
三
頁
参
照
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
二
月
二
一
日
朝
夕
刊
、
二
二
日
夕
刊
、
二
三

日
朝
夕
刊
。

（
58
）　

石
橋
湛
山
「
岸
信
介
首
相
へ
の
私
書
」（
一
九
六
〇
年
四
月
二
〇
日
付
）『
自
由
思
想
』
第
一
四
一
号
（
二
〇
一
六
年
五
月
号
）。
こ

れ
は
湛
山
が
安
保
騒
動
さ
中
の
一
九
六
〇
年
四
月
、
岸
首
相
に
対
し
て
辞
職
を
求
め
る
書
簡
で
初
め
て
公
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
天

皇
の
言
明
は
長
ら
く
秘
密
と
さ
れ
て
い
た
。

（
59
）　

石
橋
湛
山
「
経
済
拡
大
・
完
全
雇
用
が
目
標
―
一
二
月
一
四
日
総
裁
就
任
記
者
会
見
―
」『
日
本
経
済
新
聞
』、
同
「
中
共
接
近
は
誤

解
・
訪
米
も
考
慮
」『
静
岡
新
聞
』『
全
集
⑭
』
三
二
五
～
八
頁
参
照
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
二
月
二
一
日
。

（
60
）　

石
橋
湛
山
「
日
米
関
係
の
調
整
・
中
共
貿
易
の
促
進
―
一
二
月
二
六
日
外
人
初
記
者
会
見
―
」『
読
売
新
聞
』『
全
集
⑭
』
三
三
八
～

四
〇
頁
、
三
五
四
頁
参
照
。

（
61
）　

前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
五
八
～
九
頁
参
照
。

（
62
）　<O

U
O

> From
 H

orsey to SECST
A

T
E, D

ecem
ber 24, 1956.

（
63
）　<O

U
O

> From
 H

orsey to SECST
A

T
E, D

ecem
ber 26, 1956.

（
64
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, D
ecem

ber 28, 1956.

（
65
）　From

 Zenshiro H
oshina to A

dm
iral Burke, January 17, 1957. CIA

.; <CO
N

F> H
ow

ard L. Parsons, February 1, 
1957.

（
66
）　<O

U
O

> From
 H

orsey to SECST
A

T
E, D

ecem
ber 31, 1956.

（
67
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, D
ecem

ber 31, 1956.

（
68
）　

石
橋
湛
山
「
わ
が
『
五
つ
の
誓
い
』
―
一
月
八
日
全
国
遊
説
第
一
声
」『
全
集
⑭
』
三
二
六
頁
、
三
五
六
～
六
二
頁
参
照
。

（
69
）　

石
橋
湛
山
「
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
演
説
草
稿
」『
全
集
⑭
』
三
六
三
～
八
頁
参
照
。

（
70
）　<O

U
O

> From
 H

orsey to SECST
A

T
E, January 2, 1957.

（
71
）　<CO

N
F> From

 F.A
. W

aring to T
he A

m
bassador, Current Problem

s in U
S-Japanese Econom

ic Relations, 
January 3, 1957.

（
72
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, January 4, 1957.
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（
73
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, January 10, 1957.
（
74
）　<CO

N
F> From

 Colquitt to the State D
ept., January 9, 1957.

（
75
）　<CO

N
F> From

 Coolidge to the D
ept. of State, January 17, 1957, Subj; Political N

otes from
 Japan, January 8-15, 

1957.

（
76
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, January 11. 1957.

（
77
）　<O

U
O

> From
 T

okyo （H
orsey

） to Secretary of State, January 2, 1957.

（
78
）　<CO

N
F> From

 T
okyo （A

llison

） to Secretary of State, January 7, 1957.

（
79
）　<CO

N
F> From

 FE – M
r. Robertson to T

he Secretary, January 9, 1957. Subj: Invitation to Japanese Prim
e 

M
inister to visit W

ashington.

（
80
）　<CO

N
F> From

 T
okyo （A

llison

） to T
he Secretary of State, January 10, 1957.

（
81
）　<CO

N
F> From

 G – M
r. M

urphy to M
em

orandum
 for T

he Secretary, January 11, 1957. Subj: Invitation to 
Prim

e M
inister Ishibashi to M

ake O
ffi

cial V
isit.

（
82
）　<CO

N
F> From

 G – M
r. M

urphy to FE - Robertson, January 12, 1957.

（
83
）　

一
九
五
二
年
二
月
六
日
夜
、
石
橋
は
鳩
山
、
石
井
と
と
も
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
ダ
レ
ス
と
密
か
に
会
見
し
、
そ
の
際
に
「
米
国
に
日
本

は
い
ま
何
を
望
む
か
」
と
の
文
書
に
基
づ
く
提
言
を
行
っ
た
。
―
―
増
田
弘
著
『
石
橋
湛
山
―
―
思
想
は
人
間
活
動
の
根
本
・
動
力
な

り
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年
刊
）
二
五
一
～
二
頁
参
照
。

（
84
）　From

 T
anzan Ishibashi to M

r. M
urphy, January 14th, 1957.

（
85
）　<CO
N

F> From
 U

/PR – John F. Sim
m

ons to A
 – M

r. Carpenter, January 23, 1957. Subj: estim
ated costs – visit 

of Prim
e M

inister of Japan.

（
86
）　<CO

N
F> From

 G – M
r. M

urphy to M
em

orandum
 for T

he Secretary, January 25, 1957. Subj: Ishibashi V
isit.

（
87
）　<SEC> M

em
o of Conversation, Subj; V

arious M
atters Relating to Japan, February 4, 1957; From

 G. E. M
ouser 

to FE – M
r. Zurhellen, February 11, 1957.

（
88
）　

石
田
博
英
著
『
私
の
政
界
昭
和
史
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
六
年
刊
）
九
五
頁
参
照
。
前
掲
書
『
日
記
㊦
』
八
四
二
～
三
頁
。
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前
掲
書
『
座
談
』
一
五
二
～
三
頁
参
照
。

（
89
）　

前
掲
書
『
日
記
㊦
』
八
四
五
頁
、
前
掲
書
『
座
談
』
一
五
二
～
三
頁
。
前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
七
四
～
五
頁
参
照
。

（
90
）　

前
掲
書
『
日
記
㊦
』
八
四
三
頁
。

（
91
）　T

elegram
 From

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, January 16, 1957. FR 1955-1957, V

ol. X
X

III.
（
92
）　M

em
orandum

 From
 the A

ssistant Secretary of State for Far Eastern A
ffairs 

（Robertson

） to the Secretary of 
State, January 7, 1957. FR 1955-1957, V

ol. X
X

III.

（
93
）　Ishibashi Blocks Increase of Japanese Ground Forces in 1957, 1 8 January 1957. CIA

.

（
94
）　T

elegram
 From

 the Com
m

ander in Chief, Far East 

（Ridgw
ay

） to the D
epartm

ent of the A
rm

y, January 21, 
1957; M

em
orandum

 From
 the D

irector of the O
ffice of N

ortheast A
sian A

ffairs 

（Parsons

） to the A
ssistant 

Secretary of State for the Far Eastern A
ffairs （Robertson

）, January 24, 1957. FR ibid.

（
95
）　

前
掲
書
『
日
記
㊦
』
八
四
四
～
五
頁
。

（
96
）　

前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
七
一
頁
参
照
。

（
97
）　<CO

N
F> From

 M
organ to T

he D
ept of State, W

A
, Ishibashi Regim

e Budget Crisis and A
fterm

ath, February 
1, 1957.

（
98
）　

石
田
博
英
著
『
勝
負
の
孤
独
』（
東
京
書
房
、
一
九
五
八
年
刊
）
一
一
三
～
四
頁
、
橋
本
寛
敏
「
医
師
団
の
一
人
と
し
て
」
参
照
。

（
99
）　

前
掲
書
『
石
橋
政
権
・
七
十
一
日
』
一
七
五
～
九
一
頁
参
照
。

（
100
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, January 31, 1957.

（
101
）　<CO

N
F> From

 A
llison to SECST

A
T

E, February 1, 1957.

（
102
）　<CO
N

F> From
 Richard H

. Lam
b, Effect of Ishibashi

’s Illness on Political Situation; K
ishi

’s Position, February 
1, 1957.

（
103
）　<CO

N
F> From

 H
ow

ard L. Parsons to H
ow

ard, February 13, 1957.

（
104
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, February 8,1957; <CO
N

F> From
 H

orsey to SECST
A

T
E. February 8, 

1957.
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（
105
）　<CO

N
F> From

 H
orsey to SECSA

T
E, February 14, 1957; <CO

N
F> From

 H
orsey to SECST

A
T

E, February 
15, 1957.

（
106
）　Ishibashi A

bility to Resum
e D

uties in D
oubt, 1 9 February 1957. CIA

.

（
107
）　<O

U
O

> From
 A

m
erican Em

bassy, T
okyo 

（M
organ

） to T
he D

epartm
ent of State, February 21, 1957, Subj; 

Prim
e M

inister Ishibashi

’s Illness: Possible Political Repercussions; <CO
N

F> T
o SECST

A
T

E, February 21, 1957.

（
108
）　From

 G. E. M
ouser to FE – M

r. Zurhellen, February 11, 1957; <CO
N

F> From
 D

ulles to A
m

em
bassy T

okyo, 
February 15, 1957.

（
109
）　<CO

N
F> From

 M
acA

rthur to SECST
A

T
E, February 21,1957; <U

N
C> From

 T
okyo 

（M
acA

rthur

） to Sec. of 
State, February 23, 1957.

（
110
）　<CO

N
F> From

 M
acA

rthur to SECST
A

T
E, February 23, 1957.

（
111
）　<CO

N
F> From

 M
acA

rthur to SECST
A

T
E, February 25, 1957.

（
112
）　<SEC> From

 M
acA

rthur to SECST
A

T
E W

ashington, February 25, 1957. 

し
か
し
す
ぐ
に
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
はA

P

通

信
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
た
。<SEC> From

 M
acA

rthur to SECST
A

T
E, February 26, 1957.

（
113
）　<U

N
C> From

 D
ulles to A

m
em

bassy T
okyo, M

arch 4, 1957.

（
114
）　<SEC> From
 N

E – M
r. Parsons to FE – M

r. Sebald, M
arch 14, 1957. Subj: Y

our A
ppointm

ent w
ith 

A
m

bassador T
ani.

（
115
）　

米
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
元
外
報
部
長
。
ジ
ャ
パ
ン
ロ
ビ
ー
の
Ａ
Ｃ
Ｊ
（
米
国
対
日
協
議
会
）
主
宰
者
と
し
て
戦
後
日
米
関
係
の

裏
面
で
フ
ィ
ク
サ
ー
役
を
務
め
、
ダ
レ
ス
と
は
初
来
日
時
に
懇
意
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
一
九
五
五
年
八
月
の
重
光
・
岸
・
河
野
訪
米
に

際
し
て
仲
介
役
を
果
た
し
、
岸
を
次
期
首
相
候
補
と
し
て
ダ
レ
ス
に
売
り
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。
の
ち
に
岸
首
相
が
訪
米
す
る
際
に
は
背
後

か
ら
支
援
し
て
い
る
。
―
―
増
田
弘
著
『
公
職
追
放
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
刊
）
二
一
六
～
二
三
頁
参
照
。

（
116
）　<CO

N
F> From

 M
organ to the D

ept. of State, January 11, 1957. Subj: Ishibashi

’s V
ictory, K

ishi

’s D
efeat: A

 
Post-M

ortem
.




